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はじめに

杉並区では、区内の自然環境の保全や育成のために、動植物の調査を行って

います。とりわけ区内の川については、そこが都市化の進むなかで、様々な視

点から多方面にわたって潜在的な価値を持ち、また動植物の生育のためにも貴

重な空間であることから、昭和57年度（第一次）と昭和63年度（第二次）

に、河川生物調査を実施しました。

この調査は、杉並区の河川生物相の状況を明らかにすると共に、自然保護や

親水性の回復を考える契機になるなど、大きな成果を収めました。

今回、第二次河川生物調査から6年が経過したこともあり、その後の河川生

物相の状況と推移を把握するために、第三次河川生物調査を実施しました。

調査項目は、魚類、底生動物、付着藻類及び水草（沈水植物）です。

この調査が、うるおいや安らぎのある快適な生活環境の創造に寄与し、同時

にこれからの杉並区の河川のあるべき姿を導く一助となれば幸いです。
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1．河川の生物と水質

(1)生物による水質判定の考え方

河川には多くの生物が生息していますが、河川環境は水生生物に影響を与え、水のきれ

いな河川、汚い河川には異なった水生生物が生息しています。この河川環境と水生生物の

密接な関係から、生物相の違いをその地点の環境の指標として用いることができます。

以上のような考え方を基に、ある河川の生物相を調査し、水の汚れの程度を客観的に判

断しようとするのが生物による水質判定です。

水質判定は大きく生物による方法と理化学による方法に分けられ、それぞれに長所と短

所があります。

生物による水質判定の長所

○理化学による方法では採水した瞬間の水質の状況しか把握できませんが、生物による

方法では、過去の一定期間内（付着藻類では約2～3週間、底生動物では約1カ月）

の最悪状態から調査時までの状況（一般には平均状態としているがこの方が適当と思

われる）が判定できます。

○個々の汚れ物質や物理環境の影響は分かりませんが、影響を総和として判定できま

す。

○複雑な機器や特殊な薬品が必要でなく、顕微鏡とホルマリン程度で作業ができます。

底生動物の簡易法は小中学生でも行うことができます。

○汚れの程度の大要を現場で直ちに判定でき、採集した生物の実物（写真）によって視

、 覚的に第三者に提示することができます。

生物による水質判定の短所

○生物による方法では、汚れ物質の存否は判定できますが、それがどのような物質でど

の程度存在するかという定性・定量ができません。

○結果を数値化することが難しいので、客観的比較が困難なことが多くなります。

○生物には分類・同定の難しい種類があり、詳細で正確な同定には熟練が必要です。

上記のような長所と短所があるので、河川の調査では生物による方法と理化学による方

法を併用する必要があります。
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(2)水質階級

生物による水質判定では水域を汚れの状況からいくつかの水質階級に分け、その水域の

水質がどの階級に属するかを表現します。

水質階級の考え方は大きく次の2つに分けられます。

′○Saprobitata(ザプロビ性）

水の汚れを物質の分解の面から考えるもので、水中の有機物がどの程度分解されてい

るかをみるものです。バクテリア（細菌）による有機物の分解の程度として表しま

す。

○Trophie(トロフィー性）

水の汚れを物質生産の面から考えるもので、貧栄養性、富栄養性という湖の栄養に関

、 するものです。植物プランクトンによる有機物の生産の程度として表します。

流水域（河川）では生産者（光合成により無機物から有機物を作る）である付着藻類や

水草は、基盤に固着しています。水の汚れにはこれらの生産者自身は含まれず、水の汚れ

は、水中の有機物が細菌（バクテリア）によって、どの程度分解されているか（無機物に
～

なっているか）によって表されます。

止水域（湖沼）では、主要な生産者である植物プランクトンは水中に浮遊しています。

水の汚れには植物プランクトン自身も含まれ、汚れは水中の植物プランクトン量の多さと

して表されます。

水の汚れをみる時、河川ではザプロビ性、湖沼ではトロフィー性の体系で考えるのがよ

いと思われます。

トロフィー性による湖沼の類型ザブロビ性による河川の水質階級を表－1、表－2に

を表－3に示します。

表－1 ザプロピ性による河川の水質階級 (秋山ら：1986)‘）

汚
濁
の
進
行

溶存酸素量 *BOD

(mg/2)
含有量 飽和度

（%） 河川の状況汚濁水質階級 (mg/I)

"|T
貧腐水性水域

貧～β一中腐水性水域

β－中腐水性水域

β～α一中腐水性水域

α一中腐水性水域

95-100

85－95

70-85

50-70

25－50

0．0－0．5

0．5－2．0

2．0－4．0

4．0－7．0

7．0－13．0

8．45－8．84

7．50－8．45

6.20-7.50

4．40－6．20

2．20－4．40

α－中～強腐水性水域 下水量の多い

都市内の河川

0．90－2．20 10－25 13．0-22．0

悪臭のある都
市内の河川

強腐水性水域 0-0．90 ＜10 >22

*BOD:細菌が有機物を分解する時に消費する酸素量＝有機物量（汚濁）の目安。
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表－2 水質階級の特徴（津田：1964，一部改変)2）

1

1β－中腐水性水域 貧腐水性水域α一中腐水性水域強腐水性水域

酸化ないし無機化

の完成した段階

酸化過程がさらに

進行する

水中・底泥に酸化

過程があらわれる

還元・分解による

腐敗現象が著しい

酸化

多いかなり多いかなりあるわずか／ない溶存酸素

ない

ない

強い硫化水素臭は ない多くは認められる．

強い硫化水素臭

硫化水素

(H2S)

分解されている脂肪酸のアンモニ

ア化合物が多い

高分子化合物の分

解によるアミノ酸

が豊富に存在

多種の有機物が豊

富に存在

有機物

酸化されている硫化鉄が水酸化鉄

になるために黒色

ではない

硫化鉄がしばしば

存在し、黒色

底泥

100/ml以下10s/ml以下105/m!以下106/ml以上になる細菌

汚濁に弱く、pHの

変動、溶存酸素の

変化に弱い；硫化

水素に耐えられな

い

pHの変動、溶存酸

素の変動に著しく

弱い；腐敗毒に長

時間耐えられない

動物は細菌摂食者

が優占的であるが

その他に肉食動物

も増える、pH･溶

存酸素の変化に対

し高い適応性を示

す；アンモニアに

は多くのものが抵

抗性をもつが硫化

水素にはかなり弱

いものもある

動物は例外なく細

菌摂食者;pHの変

化に強く、少量の

酸素でも耐える嫌

気性生物；すべて

アンモニア・硫化

水素に対して強い

抵抗性を持つ

生物の

生態学的

特徴

種類が多い種類が多い；ツヅ

ミモ類の分布域

量が多い出現しない藻類

多種多様

昆虫の種類が多

い；各種の動物が

出現

多種多様

淡水海綿・コケ虫

ヒドラ・貝類・小

型甲殻類・昆虫の

多くの種類が出

現；魚類も多くの

種類が出現

ミクロのものが大

多数を占める、淡

水海綿、コケ虫は

出現しない；貝

類・甲殻類・昆虫

が出現；魚類のう

ち，コイ・フナ・

ナマズはこの水域

に出現

ミクロのものが主

で原生動物が優

勢、昆虫の幼虫が

少数出現する程

度；淡水海綿・小

型甲殻類・貝類・

魚類は出現しない

動物
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表－3 トロフィー性による湖沼の類型（吉村:1937,一部改変)3)

貧栄養湖 富栄養湖

湖 盆 形 態 深い、湖棚の幅狭い

深水層は表水層より容量大

浅い、湖棚の幅広い

深水層は表水層より容量小

分 布 山間の湖

北海道の平地の深い湖

北海道の泥炭地を除く全国の

平地の浅い湖

水の物理

的性質

水 色 藍または緑色 緑～黄色

透明度 大きい(5m以上） 小さい(5m以下）

中性付近 中性～弱アルカリ性

夏季表層が強アルカリ性にな

る場合もある

pH

水質 溶存酸素 全層飽和に近い 表水層は飽和または過飽和

底水層は少ない

栄養塩類 窒素<0.20mg/ml

リン<0.02mg/mO

窒素>0.20mg/m4

リン>0.02mg/ml

生産力 小さい、200mgC/m2/B

以下

大きい、200mgC/mz/B

以上

クロロフィ

ルa

0.3～2.5mg/m3

10～50mg/m2

5～140mg/m3

20～140mg/m2

植物プラン

クトン

貧弱、珪藻が主 豊富、夏に藍藻による「水の

華」がでる場合がある

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

生物

動物プラン

クトン

貧弱、甲殻類が主 豊富、ワムシ類増加

底生動物 種類数．量ともに豊富 種類数減少

魚 類 マス，ウグイ コイ，フナ，ウナギ，

ワカサギ

沿岸植物 少ない、深部にまで生えてい

る

多い、浅所にのみ生える

底 質 有機物少ない 有機物多い
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2．現地調査の内容

(1)調査時期

調査は平成6年の6月14日～17日と10月17日～20日の2回行いました。

(2)調査項目・調査地点

調査項目・調査地点を図－1と表－4に示します。

表－4 調査項目と調査地点

水草
動物 藻類
底生 付着 魚類地点記号

番 地地点名(St.No.) 河川名

下井草3丁目 ● ●松下橋 qD ⑪妙正寺川M－1

善福寺2丁目 ●上池と下池の間
の水路

● ●

池
路

詩
水

＃善
の ●Z－l

●善福寺1丁目 ● ●善福寺川 寺分橋 ●Z－2

西荻北4丁目 ●

可
Ｊ

Ｆ
Ｌ

原寺分橋Z－3

西荻北3丁目 ●

《》

【，井荻橋 ●Z－4

上荻2丁目 ● ⑪神明橋Z－5

● ●荻窪2丁目 ● ●春日橋Z－6

● ●尾崎橋 成田東2丁目 己 ●Z－7

大宮1丁目宮下橋 ● 【，Z－8

和田堀橋 和田2丁目 ● ● ● ●Z－9

久我山2丁目井の頭線車庫脇 ● ● ● 【，神田川K－1

高井戸西1丁目
（都営住宅内）

●錦 橋 ●K－2

浜田山1丁目鎌倉橋 ● ● ⑪

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

K－3

和泉2丁目蔵下橋 ⑦ 己K－4

＊弁天橋 和泉4丁目 ● ● ●【，K－5

地点数 10110115115

注）＊前2回調査地点の方南第一橋が工事中でしたのですぐ上流の弁天橋に変更しました。
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(3)調査方法・分析方法

①底生動物

調査地点の代表的な瀬において、川底に50cm×50cmの枠付きサーバーネットを置卜を置き、 枠

内の動物をネット内に流し込み、これをサンプル瓶に採取して定量調査用の試料と内の動物をネット内に流し込み、これをサンプル瓶に採取して定量調査用の試料としまし

た。字量用の試料は1地点につき2ケ所から採集しました（総採集面積；0.5m2)｡た。定量用の試料は1地点につき2ケ所から採集しました（総採集面積：0.5m2)｡

定性調査は定量調査を行った以外の地点で、底泥を撹枠するなどして、大型の水生昆虫

類などを手綱で採集しました。試料はバットにあけ、肉眼的大きさの生物をピンセットで

選別しサンプル瓶に収容しました。

試料は現地でホルマリン固定し、研究室に持ち帰り、実体顕微鏡で同定・計数を行いま

した。

採集状況を写真-1に示します。

②付着藻類

調査地点の代表的な場所において、石等の付着基盤を取り上げ、その表面に50mm×50mm

の枠を当て、枠内に付着している藻類をナイロンブラシを用いて削り落としました。これ

をサンプル瓶に採取し定量調査用の試料としました。定量用の試料はl地点につき2個の

付着基盤から採集しました（総採集面積:5,000mm2)。枠の外側をブレパラート作成用の

試料（同定用試料）として採集しました。試料はホルマリンで固定しました。

試料は研究室に持ち帰り、位相差顕微鏡で同定・計数を行いました。珪藻類は熱処理を

した後、ブレウラックス（封入剤）によりプレパラートを作成して種を決定しました。

採集状況を写真－2に示します。

③魚 類

調査地点において投網・手網を用いて魚類を採集しました。大型のコイなどは目視観察

でも確認しました。捕獲した魚類は同種20個体を上限として、個体別に全長、標準体長

（以下体長と略す）、体重（活魚の湿重量）を測定し、現地に再放流しました。一部個体

は写真撮影などのために、ホルマリン固定して標本として持ち帰り、保存しました。奇形

魚が見られた時は症状を野帳に記録しました。

採集状況を写真－3に示します。

④水草

調査地点に生育している沈水植物（根・茎・葉など植物体全体が水面下で生育する植

物）を対象に、種類・群度を記録しました。
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3．現地調査の結果

(1)調査地点の状況

①松下橋[M-1](妙正寺川）

妙正寺池から流れ出ている複断面構造の三面張護岸の河川で、単調な流れで瀬も淵もあ

りません。
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②善福寺上池と下池の間の水路[Z-1](善福寺池の水路）

善福寺上池と下池を結ぶ水路で、流量はわずかです。水路内には水生植物が茂り、底質

は泥で、ホタルの保護のために金網で囲われて人が立ち入れないようにした区間がありま

す。今年（平成6年）の夏は異常渇水で水路の水がほとんど洞れた時期がありました。

写真－5(1)

○善福寺池

の水路
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善福寺上池

と下池の間

の水路

6月14日
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の水路

Z－1

善福寺上池

と下池の間

の水路

10月17日
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③寺分橋[Z-2](善福寺川）

複断面構造の三面張護岸ですが、泥が深く、約100m間隔で段差（落差工）があります。

円形のコンクリートの囲いの中にはスイレンが植栽されています。
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④原寺分橋[Z-3](善福寺川）

橋の直下にコンクリートの構造物があり水路の狭い区間があります。この構造物の上流

側は非常に泥深くなっています。悪臭のきつい下水の流入口がありますが、そのすぐ脇に

は湧水もあります。
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⑤井荻橋[Z-4](善福寺川）

水路は幅が広がり流量も多く、河道は直線的ですが人工的に造成した瀬と深場がありま

す。
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⑥神明橋[Z-5](善福寺川）

水量が多く、水草が豊富です。6月の調査時には非常に水が澄み、

いほどの清涼感がありました。

都市河川とは思えな
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⑦春日橋[Z-6](善福寺川）

6月には上流側で藻刈りが行われていた影響か、神明橋に比べやや濁りがみられまし

た。瀬と深場があります。10月には水草は回復し水は澄んでいました。

■ ノ
ヴー

盛

ノ

悪

心

~M
４
ヴ
ｆ

ゆ

・
も
ｄ
一
Ｊ

Ｆ
町
■

凸
Ｂ
Ｆ

口
乃

α
一
■

“
ｅ
ｒ

ｐ

J

1

・
迫
“
。 写真-10(1)

r

再
‐
剣
‐
ｉ
ｌ

』」 ○善福寺川

Z－6

春日橋

（上流側）

6月15B

88

00

．‘農』・・
￥． 可

■ 一

■ 蛇

聡営，聡営，

66

;; I，I，
■

零
季
零
季

曙曙
,hく,hく

､､､

1凧 ‘.。』
－

ロ

ド

？

鰐
■

E

、
写真－10(2)

,銀 齢
＃鼠 ○善福寺川

Z－6

春日橋

（下流側）

12月22日

■

ロャ，

一
‘
一

一
一

＝ ｡ －

.＄ ～

＊6月、10月に撮影

ができませんでし

たので12月に撮影

しました。

渉
寺
蝿
響
《

-16-



⑧尾崎橋[Z-7](善福寺川）

瀬と深場があります。護岸の一部には魚巣ブロックがあります。
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⑨宮下橋[Z-8](善福寺川）

瀬と深場があります。護岸の前部には魚巣ブロックを付設した箇所があります。
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⑩和田掘橋[Z－9](善福寺川）

複断面構造の三面張護岸ですが、一部にコンクリートで作られた人工的な凹部があり、

魚類はそこに集まっていました。

全

； I？餌'=

｜｜ ’＆
■■

罰q
L-9

,勺p，

｜，

n|IMW「 内酋

知

可

写真-13(1)’ 」
一

勺
○善福寺川

Z－9

和田掘橋

（上流側）

10月19日ゞ＊ '『 〆浅
欝

蕊
L P

』

88

｡

一打Ｆ１〕■

百ｍご■■口画１し

ず

r…r…

写真－13(2)

○善福寺川

Z－9

和田掘橋

（下流側）

10月19日

-19-



⑪井の頭線車庫脇[K-1](神田川）

多く生育していました。上流側は下流側よりも流れが緩やかです。10月

れていました。

下流側には両岸に礫を投入した区間があり、瀬もあります。下流側に はナガエミクリが

には藻刈りが行わ
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⑫錦 橋[K-2](神田川）

コンクリートで作られた工作物が多くあります。下流側には水制工状に設けた人工凹部

があり、魚類はこの部分に集まっていました。
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⑬鎌倉橋[K-3](神田川）

上流側から橋の直下流までは瀬もありますが、下流側は流れが非常に緩やかです。下流

側には高さ10cm程度の低い落差工があります。10月は降雨後で水が濁っていました。
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⑭蔵下橋[K-4](神田川）

単断面区間で流れが非常に緩やかでした。6月の調査時には水は濁っていました。
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⑮弁天橋[K-5](神田川）

単断面区間で上流側は流れが非常に緩やかですが、下流側には瀬があります。上流側に

は小さな落差工があり、それが一部崩れて瀬の形状になっています。
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○神田川

K－5

弁天橋

（下流側）

6月16日
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(2)調査時の天候・気温・水温・透視度

調査時の天候・気温・水温・透視度を表－5、図－2、図－3に示します。

①水温

妙正寺川は流量が少なく、また、コンクリートで三面護岸されているために、6月には

水温が著しく高くなっていました。

善福寺川の水温は、6月は上流の善福寺池の水路～神明橋の区間で下流になるほど低く

なっていました。10月は上流の善福寺池の水路で高く、寺分橋～井荻橋ではそれよりも低

くなり、神明橋でさらにやや低くなっていました。善福寺池の水路～神明橋の区間には数

カ所に湧水（写真-19参照）の流入があり、水温は気温の影響をあまり受けていないと思

われます。

神田川の水温は、調査日時の違いもありますが、善福寺川に比べてやや高めで、6月に

は気温の影響を強く受けていたと思われます。

Ⅶ

Ｆ
叩

国

“］『〆

ロー
ニ ' 一

一

、 4-. hさぎ0
七、 一

写真-19

善福寺川

原寺分橋の

湧 水

可

、､．
？▼

.◆＝.･もあ

f
fp

●

・も

少

争

■

･j"$

ロ
ゴ

，
、
ゆ
」

‐

｡

②透視度

妙正寺川では6月、10月とも透視度は50以上でした。

善福寺川では6月の善福寺池の水路～原寺分橋を除き透視度は50以上でした。6月に透

視度が低かった地点は調査前の降雨による影響と考えられます。

神田川では6月は鎌倉橋と蔵下橋で低い値でした。また、10月には井の頭線車庫脇～鎌

倉橋で低い値でしたが、これは降雨による影響と考えれられます。降雨時には平行する下

水溝から下水が流入しているのが観察されました。
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表-5(1)調査時の天候・気温・水温・透視度-6月一

調査年月日：平成6年6月14～17日

神田川善福寺川妙正寺川 善福寺地調査河川

調査地点 丼の頭矧
車庫脇’

弁天橋錦橋|鎌倉橋’ 蔵下橋錦 橋 鎌倉橋宮下橋 和田堀

橋

尾崎橋’ 春日橋神明橋井荻橋原寺分

橋下池の借

上池と 寺分橋松下橋
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‐
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ｌ
Ｉ
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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ｌ
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

K-5K-4K－3Z-9 K－l K-2Z-8Z-7Z－6Z－5Z－4Z－3Z-2St.No M－1 Z-1

6月16日6月16B6月17日 6月17日6月17B6月16日6月16B6月15日6月15B6月15日6月14日6月14日6月14日6月15B 6月14日調査月日

13:30

０３

０
・
・

３
６

■
■
●
■
Ⅱ
且

蝸
一

《
、
Ｕ

《
ｍ
Ｕ
①
ロ

ハ
叩
Ｕ
ｎ
ｈ
Ｕ

胴
一

13:00

ｎ
ｍ
Ｕ

《叩Ⅱ》

八
Ⅱ
〉
。
●

内
的
〉
ｌ
０
Ｌ

Ｃ
ｅ
１
Ⅱ
上

川
一

、
丸
〕

八
Ⅱ
〉
Ｇ
ロ

⑥
、
〕
句
〃
“

■
？
１
口
■
且

皿
一

００

０
０
。

０
０

■
■
１
，
１
▲

９
－

ｔ《叩叩》

ｎ
叩
）
。
・

向
く
Ｕ
、
ノ
レ

。
■
１
Ⅱ
且

Ⅲ
一

０３

，
Ⅱ
》
。
ｂ

の
、
〕
ｒ
『
Ｊ

Ｇ
◆
△
■
Ｉ
▲

肌
一

《
、
Ⅱ
〉

の
、
ｖ

八
Ⅱ
〉
。
心

、
一
、
Ｕ
ｆ
Ⅱ
且

凸
。
ｆ
Ⅱ
▲

肥
一

００

０
，
。

０
０

●
Ｄ
８
Ｉ
ユ

９
－

００

０
・
・

０
５

●
ｅ
０
Ｈ
ユ

Ⅲ
一

調査時刻

八
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八
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、
Ⅱ
〕
ｅ
●

０
３

●
●
０
１
▲

皿
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~14:0C
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＞50
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，
叩
》
Ｄ
や

３
１

Ⅲ
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｜

八
Ⅱ
ｖ ~14230

ｎ
Ⅲ
〕 ~14;3[

晴 晴晴 晴晴晴 晴晴晴晴晴晴暗

25.9

23.1
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誰
一
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一

岬
一
恥

25.428.626．1 27．723．8

郷
一
和

27.025.925.828.327.8℃ 23.4

26.624.5 25．722.420.825.820.419.322.8 21．3水温 1℃ 23.5

38 >5035>50 >50>50>50>50>50>50>50透視度 493024

無色緑褐色無色 緑褐色無色無色暗灰

黄緑色

無色無色無色 無色暗灰

黄緑色

無色無色無色猷目

表－5(2)調査時の天候・気温・水温・透視度一10月一

調査年月日：平成6年10月17～Z0B

｜
’

色相は観察できませんでした。
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St・NC

調査月日

調査時刻

天候

気温

水温 ；℃

透視度

色相

℃

調査地点 松下橋

M－1

13：30

～14：1’

くもり

21．8

19．8

>50

無色

調査河川 少正寺11 善福寺洲

下池の階

Z-1

9：10

～10:3

くもり

20.3

19.8

＞50

無色

善福寺川

上池と 寺分橋

Z－2

0月l8E 0月17日 0月17日

10：17

～1133

くもり

20.8

17.2

>50

無色

橋

Z－3

12:50

くもり

22.5

17．2

＞50

無色

原寺分 井荻橋

Z－4

13:50

～13:4’ ～14：5

くもり

21.8

17.2

>50

無色

Z-5

10月l7E 10月17日 0月18日

9:00

晴

18.4

16.6

>50

無色

Z－6

10:00

晴

20．1

17．2

>50

無色

神明橋 春日橋 尾崎橋

Z－7

14:50

～9:50 ～11：30 ～15:50

21．5

18．1

>50

無色

Z-8

0月18日 10月18日 10月19日

9：15

くもり くもり

20.6

16.6

>50

無色

宮下橋 和田堀

橋

Z-9

10:30

～10:20 ～12:0

くもり

21．3

18.1

＞50

無色

神田川

車庫脇

K－1

13:00

晴

22.9

18.5

38

ｷの頭糸 錦 橋

K-2

9:15

～14:00 ～10:3

雨

18.4

19.4

7

K－3

10:40

～11：4

くもり

20.4

18.6

10

鎌倉橋 蔵下橋

K－4

0月19日 0月20日 10月20日 10月20日 0月19日

14:40

くもり

21．7

19．4

>50

緑褐色 無色

弁天橋

K－5

10月19［

13：10

～15:50 ～14:3

晴

22.2

18．2

>50

無色
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(3)底生動物

①調査結果

底生動物の出現種リストを表－6、出現状況（分布）を表－7、図－4に示します。

出現種類数は調査地点数の違いもありますが、善福寺川が多く、次いで神田川であり、

妙正寺川は少なくなっていました。もっとも多くの種類が出現したのは、6月の調査では

善福寺池の水路(16種類）、10月の調査では神田川の鎌倉橋(14種類）でした。

種類数は昆虫類がもっとも多く、次いでミミズ類、マキガイ類、甲殻類でした。

妙正寺川は水面幅が狭く水深もありませんが、川の中央にいくつかある円形のくぼみの

なかでサカマキガイやシマイシビルなどが採集されました。個体数がもっとも多かったの

は6月、10月ともサカマキガイでした。トンボの幼虫(6月：アカネ属の一種、10月：シ

オカラトンボ）は生息環境からみて、上流の妙正寺池から流下して来たものと考えられま

す。優占種は以下の種類でした。

昆虫類ヒル類ズ類貝 類地点名｜月
、『『

、『『

／ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科ｲﾄﾐﾐｽ科松下橋 6月 ｻｶﾏｷｶｲ

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科ｲﾄﾐﾐｽ科10月 ｻｶﾏｷｶｲ

善福寺池の水路では、6月にヘイケボタルの幼虫が採集されました。過去に人為的に放

流がされたものの生き残りと思われます。10月には全く採集されませんでした。今年（平

成6年）の夏季の干ばつにより絶滅してしまった可能性も考えられます。優占種は以下の

種類でした。

昆虫類ヒル類貝 類 ズ類地点名｜月

、『『

、、『

ｸﾘﾌﾄﾃﾝﾃｨﾍｽ属の一種ｲﾄﾐﾐｽ科善福寺
上池と
下池の
間の水
路

6月 ﾏﾒｼｼﾐ

ｲﾄﾐﾐｽ科10月
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善福寺川は上流の地点では湧水がみられ、瀬もあり、多くの底生動物が採集されまし

た。優占種は以下の種類でした。

昆虫類ヒル類ミズ類貝 類地点名｜月

、、『

ﾁｮｳﾊｴ科ｲﾄﾐﾐｽ科ﾏﾒｼｼﾐ属の一種6月寺分橋

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科ｲﾄﾐﾐｽ科
ﾐｽﾐﾐｽ科

ｼﾏｲｼﾋﾙ10月 ｻｶﾏｷｶｲ

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科ｲﾄﾐﾐｽ科 ｼﾏｲｼﾋﾙ井荻橋 6月

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科ｲﾄﾐﾐｽ科 ｼﾏｲｼﾋﾙ10月

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科ｲﾄﾐﾐｽ科 ｼﾏｲｼﾋﾙ春日橋 6月

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科ｲﾄﾐﾐｽ科 ｼﾏｲｼﾋﾙ10月

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科ｲﾄﾐﾐｽ科 ｼﾏｲｼﾋﾙ尾崎橋 6月

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科ｲﾄﾐﾐｽ科10月

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科ｼﾏｲｼﾋﾙ、ｸﾛｼﾌｫﾆ科ｲﾄﾐﾐｽ科和田堀
橋

6月

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科ｸﾛｼﾌｫﾆ科ﾐｽﾐﾐｽ科10月

神田川は、底質や流速が多様で、善福寺川に次いで多くの底生動物が採集されました。

妙正寺川、善福寺川ではほとんど採集されなかったカゲロウの幼虫が多く採集されまし

た。優占種は以下の種類でした。

昆虫類ヒル類ミズ類地点名｜月’ 貝 類

『、『

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科
ｺｶｹﾛｳ属の一種
ｻﾎｺｶｹﾛｳ

ｲﾄﾐﾐｽ科6月井の頭
線車庫
脇

1

10月 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科
ｺｶｹﾛｳ属の一種

ｲﾄﾐﾐｽ科ﾄﾌｼｼﾐ
ﾓﾉアラガイ

ｼﾏｲｼﾋﾙ

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科
ｻﾎｺｶｹﾛｳ

鎌倉橋 6月

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科
ｺｶｹﾛｳ属の一種
ﾕｽﾘｶ亜科

ｼﾏｲｼﾋﾙ10月

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科
ｺｶｹﾛｳ属の一種
ｻﾎｺｶｹﾛｳ

ｲﾄﾐﾐｽ科弁天橋 6月 ｼﾏｲｼﾋﾙ

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科
ｺｶｹﾛｳ属の一種

ｲﾄﾐﾐｽ科10月

②主要種

底生動物の主要種を写真－20に示します。
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表－6 底生動物の出現種リスト

調査年：平成6年

－30－

NC 綱 目 和名 種 名

妙正寺川

6月 10月 6月

善福寺池の水路 善福寺川

10月 6月

神田川

10月 6月 lC月

1

2

3

4

・5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

19

20

21

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

種類数 9 10 16 10 22 20 17 17

ﾏｷｶﾞｲ

ﾆﾏｲｶﾞｲ

ナ

ﾓﾉｧﾗｶﾞｲ

ﾊﾏｸﾞﾘ

ﾐﾐｽﾞ

ﾋル

18 甲殼

22 昆虫

ｲﾄﾐﾐｽﾞ

ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ

ｲｼﾋﾞﾙ

ｳｵﾋﾞﾙ

ﾜﾗｼﾞﾑｼ

エヒー

ｶゲロウ

ﾄﾝﾎﾞ

ｶﾒﾑｿ

ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ

ﾄﾋﾞケラ

ｺｳﾁｭｳ

ﾁｮｳ

ハエ

ﾂﾘﾐﾐｽﾞ科

ｼﾏｲｼﾋｰﾙ

ﾊバヒロビル

ｸﾞﾛｼﾌｫﾆ科

ﾐズムシ

ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ

ｽｿﾞｴﾋﾞ

ｱﾒﾘｶｻﾞリガニ

ｻﾈｺｶｹﾞﾛｳ

ｺｶｹﾞﾛｳ属

ｼｵｶﾗﾄﾝﾈ．

ｱｶﾈ属

ｱﾒﾝﾎ

ｾﾝﾌﾞﾘ属

ｺｶｰﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ

ﾍｲｹﾈ．ダル

ﾒｲｶﾞ科

ﾁｮｳﾊﾞｴ科

ﾅﾐｶ亜科

力科

ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科

ｾｽｯ・ユスリカ

ﾕｽﾘｶ属

ｸﾞﾘﾌﾞﾄﾃﾝﾃﾞｨﾍﾞｽ属

ﾕｽﾘｶ亜科

Lumbricidae

ErmMellalineata

Al胸glossiphonialata

Glossiphoniidae

Asellushilgendorfii

Macrobrachiumnlpmnense

Palaemon<Palae用on)paucidens

Proca耐barijsclarkii

Baetissahoensis

Baetissp

Orthetru四albistylumspeciosum

Sympetrumsp

Gerris（Aquarius）paluduminsularis

Sialissp・

Cheumatopsyche brevilineata

Luciolalateralis

Nynphulinae

Psychmidae

Culicinae

Culicidae

Tany皿inae

Orthocladiinae

Chironomusyoshimatsui

Chironomussp

Glyptotendipessp

Chiron“1inae

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ﾋﾒﾀﾆｼ

ｶﾜﾆﾅ

ｻｶﾏｷｶﾞｲ

ﾓﾉｧﾗｶﾞｲ

ﾋﾒﾓﾉｱﾗｶﾞｲ

ﾏｼｼﾞﾐ

ﾏﾒｼｼﾞﾐ属

ﾄﾞﾌﾞｼｼﾞﾐ

ｴﾗﾐﾐｽﾞ

ｲﾄﾐﾐｽﾞ科

ｴﾗｵｲﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属

ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科

ﾌﾄﾐﾐｽﾞ科

Sinotaiaquadratahistrica

Se■isulcospiralibertina

Physaacuta

Radixja”nica

Austropepleaollula

“rbiculaleana

Pisidiumsp

Sphaeriumja”nicum

Branchiurasowerbyi

TubifiCidae

Branchi“rilussp．

Naididae

Megascolecidae

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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表－7(1)底生動物の出現状況（分布）－6月一
調査年月日：平成6年6月14～17日

採集方法：サーバー･ﾈｯﾄ(50c■×50cm,2箇所）

単 位：個体数/m'

吟 神田川善福寺川調査河川 正寺川 善福寺池

上池と

下池の間

弁天橋厳倉橋

橋

春日橋 尾埼橋 和田堀 丼の頭線

車庫脇

井荻橋寺分橋調査地点 松下橋

K－5K－I K－kZ－6 Z－7 Z－9Z－4Z－l Z－2種 名 St・NC M－l和名目綱晩

○20Sinotaiaquadrat8histric8ﾋﾒﾀﾆｼﾏｷｶﾞｲ ﾆナ1

○24Se■isulcospiralibertinaカワニナ

○ 218

２

442．904 62ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ｻｶﾏｷｶ'イ Phys8acuta

２

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ Radixjaponlc8

２

8ﾋﾒﾓﾉｱﾗｶﾞｲ Austropepleaollul8

8842ﾏｼｼﾞﾐ Corbiculale8naﾊﾏｸﾞﾘ

262694 102，928 18ﾏﾒｼｼﾞﾐ属 Pisidiu■sp

ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ

2

３

4

３
Ｊ

ﾆﾏｲｶﾞｲ

言
笥
１
．

7

○ドフ・シジミ 10Sphaeriu■Japonicu■8

２｜僻642ｴﾗﾐﾐｽﾞ Branchiurasowerbyiｲﾄﾐﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ9

○ 3241，108 1．416274 1，080ｲﾄﾐﾐｽ'科 2，204 658 1．938Tubificidae

○ｴﾗｵｲﾐｽ'ﾐﾐｽ'属 BranchiodriluSsp

32ﾐｽ'ﾐﾐｽﾞ科 Naididae

｜
加
一
皿
一
皿
一

10

11

12

166ﾌﾄﾐﾐｽﾞ科 Megascolecidae13

576 54 58 318 1．668590 592ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ 8 188ｲｼﾋ・ル Erpobdellalineata 20ﾋル14

2 2ﾊﾊﾞﾋﾛﾋﾞﾙウオピル Alboglossiphonialat8

｜胴一 15
262ｸﾛｼﾌｫﾆ科 64

２

GIoggiphoniid8e16

２

4ﾐｽﾞﾑｼ 2甲殻 ﾜラジムシ Asellushilgendorfii 417

○ ○○ ○ ○ ○○ｱﾒﾘｶｻﾞリガニｴﾋﾞ Proca■barusclarkii 218

○ 2 472 2．474 208ｻﾈｺｶｹﾞﾛｳ 16昆虫 ｶゲロウ Baetiss8hoensis19

○704 5762ｺｶｹﾞﾛｳ属 B8etigsp 8

ｱｶﾈ属 ○ﾄﾝ*． Sy■petru■sp

｜
湖
一
別
一

20

21

ｱﾒﾝﾎ'

■Ｕ

・
ｄｕ

ｌ

８
ｓ

ｐ
軍
ｏ
１

ｒ

、
』
８

ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｕ
ｕ

Ｕ
ｌ
Ｓ

ｒ
ｎ

ａ
Ｄ
１

ｕｑ

Ａく

Ｓ

■
■
且

ｒｒｅ

戸
Ｕ

２

ｶﾒﾑｼ22

ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ｾﾝﾌ・リ属 Sialis” 46

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞケラ

２

ﾄﾋﾞケラ Cheu■atopsychebreViline8t8

ﾍｲ舛.ダルｺｳﾁｭｳ Luciolal8teralis 24

ﾁｮｳﾊﾞｴ科 134Psychodid8e 730 432 44ハエ

○力科

’
四
一
泌
一
踊
一
妬
一
”
’

23

24

25

26

27 Culicid8e

ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科

２

28 T8nypodin8e 6

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 5，75678 4．112 562 306 6，688 18．252 41629 OrthoCl8diin8e 1．332 384

○ ○ ○ｾｽｼﾞﾕｽﾘｶ 2 150156 ○ 12 12Chirono■usyoshi■atsui

ｸﾘﾌﾞﾄﾃ万'ｲﾍﾞｽ風

｜
測
一
皿
一

30

31 1．648G1yptotendipessp

ﾕｽﾘｶ亜科32 4 4Chirono■inae

合計（個体数／㎡） 7，354 5，110 2，354 2．132 7．626 10．002 21．070 3，1983，682 5，654

種類数 1111 10 14 12 8

．
Ｉ

16 12 10

注）○は定性調査で採集された禰顛．
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表－7(2)底生動物の出現状況（分布)-10月一

調壷年月日：平成6年10月17～20日

採集方法：ｻｰﾊ'－．ﾈｯﾄ(50c■×50cB,2箇所）

単 位：個体数／㎡

1

昆虫

ﾒｲｶﾞ科23 ﾁｮｳ Ny■phulinae

２

ﾁｮｳﾊﾞｴ科24 Psychodid“ハエ

２

32 4

ﾅﾐｶ亜科25 Culicinae ○

力科26 ○ ○Culicidae 32 2

27 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 Orthocladiinae 9．280424 2.022 2，022 434 1．946 2，380 2，752 4．250

ﾕｽﾘｶ風28 ○ ○ ○ ○Chirono■ussp 2

ﾕｽﾘｶ亜科29 Chirono■lnae 328 2

合計（個体数／m'） 36．374 1，396 2．582 792 15，724 3，154 3．54219，164

12

3．886 5,956

種類数 10 8 1010 7 9 11 14 9

注）○は定性調査で採集された種類．
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尚 綱 目 和名 種 名 St､NC M－l

調査河川 卜正寺川 F福寺池

F池の間

Z－l

善福寺川

Z-2 Z－4 Z－6 Z‐7

橋

Z－9

神田川

車庫脇

K－l K‐3

調査地点 松下橋 上池と 寺分橋 井荻橋 春日橋 尾崎橋 和田堀 卜の頭線 鎌倉橋 弁天借

K－5

】

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

ﾏ柚.イ

ﾆﾏｲｶﾞｲ

ﾆナ

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ

ﾊﾏｸﾞﾘ

ﾐﾐｽ．

ﾋル ｲシビル ｼﾏｲｼﾋ'ル

ｸﾛｼﾌｫﾆ科

Erpobdellalineata

Glossiphoniidae

58 528 420 196

32

62

2

100

832

326

5U

142

4

50

82

甲殻

イトﾐﾐｽﾞ

ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ ﾂﾘﾐﾐｽﾞ科 Lu■bricidae 2 6 6 8

ﾜﾗｼﾞﾑｼ

ｴﾋﾞ

ｶゲロウ

ﾄﾝﾎ

ミス・ムシ

ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ

ｽｼﾞｴﾋﾞ

ｱﾒﾘｶザリガニ

ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ

ｺｶｹﾞﾛｳ属

ｼｵｶﾗﾄ群．

ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ｾﾝブリ属

Asellushilgendorfii

Macrobrachiu■､l”onense

Palae■on（Palae■on）Paucidens

Proc8■barusclarkii

Baetissahoensls

Baetissp

Orthetru■aIbistylu■speclosu■

Sialissp

○

○

22

12

○

○

○

○ ○ ○

○

162

○

6

640

36

1．250

ﾋﾒﾀﾆｼ

ｶﾜﾆﾅ

ｻｶﾏｷｶﾞｲ

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ

ﾋﾒﾓﾉｧﾗｶ・イ

ﾏｼｼﾞﾐ

ﾄﾞﾌﾞｼｼﾞﾐ

ｴﾗﾐﾐｽ．

ｲﾄﾐﾐｽﾞ科

ｴﾗｵｲﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属

ﾐｽﾞﾐﾐｽ'科

Sinotaiaquadratahistrica

Se■isulcospiralibertina

Physaacuta

RadixjaPonica

AMgfroDeDIeaoI1ⅡIa

Corbiculal“､8

Sphaerlu■jaPonlcu■

Branchiurasowerbyi

Tubificidae

Branchiodrilussp

Naididae

35．566

2

○

322

2

２

32

2

1．290

○

○

416

4

12．592

○

3，600

２

130

○

○

○

126

4

○

○

5．996

384

4

264

2

162

192

236

8

○

○

２

２

276
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③簡易法による水質判定

底生動物による水質判定の方法はいろいろ考えられていますが、数値の計算が煩雑なわ

りには基となるデータの根拠が不明確なものが多いのが現状です。杉並区の河川に生息す

る底生動物は種類が少ないので、今回は表－8に示す環境庁水質保全局の簡易法（水生生

物による水質の調査法）を用いて水質判定を行いました。

水質判定の手順は以下のようにして行います。

1)出現した指標生物には○印、その中で最も数の多かったものには●印をつけます。

2)出現した指標生物の全種類数（○＋●）を、各水質階級ごとに記録します。

3)●印をつけた指標生物の種類数を、各水質階級ごとに記録します。

4）2つの水質階級の共通の指標種は、両方の水質階級に属するものとして重複して数

えます。

つの水質階級が同じ数値になった場合は2つの階級の間とします。

2）と3)の種類数を合計し、最も多い水質階級をその地点の水質階級と します。25）
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表－8 底生動物の指標種と水質階級（環境庁水質保全局：水生生物による水質の調査法）4）

貧腐 β一中腐 α一中腐水質階級
指標生物

強腐
水性水域 水性水域 水性水域 水性水域 指標生物No.

ｳｽﾑｼ類1 ｰ 一 一 ‐

ｻﾜｶﾆ2 ｰ ■■■■■■ ‐

ﾌﾕ類3 ｰ ■■■■■■ ｰ

ｶﾜｸﾗ類4 ｰ 一 一 一

ﾔﾏﾄﾋｹﾗ類

5 ﾅｶﾚﾄﾋｹﾗ類 ｰ ■■■■■■･一

一貧腐水性水域

の指標生物

6 ﾋﾗﾀｶｹﾛｳ類 ｰ ■■■■■■ ｰ

ﾍﾋﾄﾝﾎ類7 ｰ■■■■■■■■■■■■＝ ‐

I

｜
ｰ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ｰ

一

⑧ No.5以外の

トビケラ類

β一中腐水性水域

一 の指標生物
｜

ｰ!■■■'■■■'■■■'■■■'■■■'■■■'■■■ ‐⑨ No.6,N0．11

以外のｶｹﾛｳ

類

ﾋﾗﾀﾄﾛﾑｼ10 ｰこ=．■■■■■■■■■■■■‐

’
ｻﾎｺｶｹﾛｳ11 ｰ －■■■･■■■■■■■■一

1

ﾋﾙ類12 ｰ ‐■■■ﾛ■■■■■■■■‐

I

－α一中腐水性水域

の指標生物
’

ﾐｽﾑｼ13 ｰ ‐■■■＝■■■■■■‐

⑭ ｻｶﾏｷｶｲ ー■■■■■■■■■■■■■■■■■■一 一

I

－
１

’
ｾｽｼﾕｽﾘｶ 強腐水性水域

の指標生物

15 ｰ －■■■■■■■■■■■■‐

I

’
ｲﾄﾐﾐｽ類16 ｰこ=．■■■■■■■■■■■■－

1

注1)丸付数字の種類は2つの階級の指標となる生物です。

注2)－－は出現することが少ないことを示します。
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④水質判定結果

底生動物の簡易法による水質判定結果を表－9に示します。

10月には神田川の鎌倉橋、弁天橋でI(貧腐水性水域）～Ⅱ（β一中腐水性水域）の指

標種とされているコカケロウ属の一種が多く採集され、判定結果がI(貧腐水性水域）～

Ⅲ（α一中腐水性水域）の広い範囲を示しました。これらの地点では、この他にIⅡ（α一

中腐水性水域）、1V(強腐水性水域）の指標種とされているヒル類、イトミミズ類も多

く採集されています。この地点も含めて今回調査を行った地点は底生動物からみると111

（α一中腐水性水域）～Ⅳ（強腐水性水域）程度の水質であると考えられます。

表－9(1)底生動物の簡易法による水質判定結果

卿囿|地点名'-6-月｜」0月
…|松下橋「､フⅣ「m/W

上池と下
池の間の
水路

池
路

詩
水

＃善
の ⅣⅣ

岬一Ⅲ｜Ⅲ｜Ⅳ｜Ⅲ

寺分橋

井荻橋

春日橋

和田堀橋

善福寺川

尾崎橋

Ⅳ｜Ⅲ｜Ⅳ｜Ⅳ｜剛

貧腐水性水域

β一中腐水性水域

α一中腐水性水域

強腐水性水域

I

車庫脇
井の頭線 m/Iv神田川 111 Ⅱ

Ⅲ
ⅣInH1

－

1ⅡH1

鎌倉橋
一

弁天橋

Ⅲ
｜
Ⅲ

’
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表－9(2)底生動物の簡易法による水質判定結果－6月一

調査年月日：平成6年6月14～17日

＊出現した指標生物の欄に○印を、最も数が多かったものに●印をつける

神田川讐福寺川妙正寺川 讐福寺池調査河川

弁天橋鐘倉橋井の頭線

車庫脇

和田堀橋尾崎橋春日橋井荻橋寺分橋調査地点 松下橋 上池と

下池の間

K-5K-3K－1Z－9Z－7Z－62-4Z-2指標生物St,NC Z－1水質階級 M-1地

ウズムシ類1

サヮガニ2

ブユ類I

貫腐水性水域

3

カワゲラ鯛4

ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ類

ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ類

５

ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ類6

ヘビトンポ類7

○5以外のﾄﾋﾞｹﾗ類8

No.6,No.11以外

のｶｹﾞﾛｳ類

、

β－

中腐水性水域

、

α－中腐水性

水域

l／11I／Ⅱ 9

○○○○○

ヒラタドロムシ10

○○ ●○○ ○サホコカゲロウ11

○

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

○○○○○ ○ ●ヒル類 ○12

○○○ミズムシ ○13

○○○○○○サカマキガイ ●＜ 、／Ⅳ 14

’○○○○○○ ○○セスジュスリカ ○15Ⅳ

歯腐水性水域 ○○［，●●○ ●イトミミズ類 ○ ●

【》

16

I；IIImiⅣI】：Ⅲ：ⅣIIII：、：Ⅳ II1IIImiⅣI：IIImiⅣIIIIIm Ⅳ111Ⅱ1，1Ⅳ水質階級 IiⅡ1mIⅣ111mIiIIimiⅣ111m IIIIImiⅣ

出現した指標生

物の種類数

（○十●）

①

2112121313 1：1111；3i2311il 413010123i3OiOI3I3Il11112I2110IOl213101013131010212313

水質階級

の判定 最も数が多かつ

指標生物の種類

数（●）

②

O1010l1 OIOil；0 0；OI1i0Oil0I011lll010I0llll0I0I0lll01011I0I0I0I0I1I0I0I0I1I010I011OIOOI1

3：1l：1lIlI4I411il；31312I2i4i32；41：3010 2i43：42131010121410IOl41310i0OIO③ 合 計(①十②） OiOI4I4 111

その地点の

水質階級

④

m／Ⅳ 、m/Iv 、Ⅳ Ⅳm/W 、Ⅳ Ⅳ
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表－9(3)底生動物の簡易法による水質判定結果-10月一

調査年月日：昭和63年10月25～28日

＊出現した指標生物の欄に○印を、最も数が多かったものに●印をつける

神田川菩福寺川善福寺池

調査地点

調査河川 妙正寺川

弁天借錘倉橋井の頭線

車庫脇

和田堀楕尾崎情春日橋井荻橋寺分橋上池と

下池の間

松下橋

K-5K－3K－1Z－9Z-7Z－6Z－4Z－2指標生物St・NC Z-1M－1水質階級 伽

ウズムシ類1

サワガニ2

プユ類3I

貫腐水性水域 カワゲラ類4

ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ類

ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ類

5

ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ類6

ヘビトンボ類7

5以外のﾄﾋ'ｹﾗ類8

No.6,No.11以外

のカゲロウ類

I／11

Ｆ
Ⅱ
埼
凸

ヒラタドロムシ10

○○○サホコカゲロウ11、

α‐中腐水性

水域

●●●●qD○●○○○ヒル類12

○ミズムシ13

＜-匹Ⅲ
○○○○○●○サカマキガイ14

○●○セスジュスリカ ●15Ⅳ

強腐水性水域
●○ ●○ ○

「
ヨ

Ｆ
Ｌ

イトミミズ類 ○ [，16

11,1:mi'v IIII:m ⅣIillim；1VI：IIim：ⅣIIII：miⅣIiIIim ⅣIIImiⅣI】；、11V 、！Ⅳ''1111；、iⅣ｜I11；、IiII水質階級 I

OiO 3

出現した指標生

物の種類数

（○十●）

(り

OIO lil 1OiO：2;10I0!413IOIOIllllOIOI213IOIO!2i210iO12i310iO:2!310iOi2;12｛30102i3

水質階級

の判定 最も数が多かつ

数（●）

②

O：1；00iOilil 0OIO：1 ’1．111指標生物の種類 01010i1loiOIOi1|OIOi1|2IOIOi]iOlO|0iO|1IOIOi｣!,10iO
liOOil

0：Ol4；1110：Oi2；20：0Oi0：3
21010131‘'0101’'210101214101013;’'0;0131,合 計(①十②） OIO 0：011③ 4；4

その地点の

水質階級

④

、'011／ ⅣⅢ、／Ⅳ |IIlⅣ、Ⅳ、 ／ Ⅳ Ⅳ
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⑤第一次・第二次調査との比較

昭和57年（5月･10月）の結果を付表-3、付表-4、昭和63年10月の結果を付表-5

出現種の変化を表-10に示します。

各河川とも今回の調査でもっとも多くの種類が採集されました。

んでした。シオカラトンボとアカネ属の一種の幼虫は今回初めて採集されました

池から流下してきたものと考えられます。

妙正寺川の優占種の変化は次のようでした。サカマキガイは昭和57年には採集 されませ

が妙正寺

調査年

出現種 月

昭和57年 昭和63年 平成6年

類 5月 10月 10月 6月 10月

マキガイ サカマキガイ ● ● ●

ズ イトミミズ科

、『『

、｝『 ● 【b 己 ●

一》

ミズミミズ科 ●

シマイシビルヒル

、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

○ ○

昆虫 エリユスリカ亜科 ● ●

優占種
出現

●
○

セスジユスリカ ● ● ● ○ ○

善福寺池の水路の優占種の変化は次のようでした。今回の優占種はユスリカ類

和57年とあまり差がみられませんでした。センブリとヘイケボタルの幼虫は今回

集されました。

を除き昭

初めて採

調査年

出現種 月

昭和57年 昭和63年 平成6年

類 5月 10月 10月 6月 10月

マキガイ ヒメタニシ ● ●

、
４

Ｆ
」

○ ○

カワニナ ● ● ○ ○

ﾆﾏｲｶｲ マシジミ ● e

可
Ｊ

Ｆ
Ｌ

●

ズ イトミミズ科

、
、
『

『『『

● ● ● ● ●

昆虫 エリユスリカ亜科 ●

ｸﾘﾌﾄﾃﾝﾃｨﾍｽ属
（ユスリカ類） ●

優占種
出現

●
○

ユスリカ属 ● ○
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善福寺川の優占種の変化は次のようでした。今回の出現種はユスリカ類の幼虫を除き昭

和57年とあまり差がみられませんでした。メイガ科の幼虫は今回初めて10月に寺分橋で採

集されました。

平成6年昭和57年 昭和63年調査年

出現種 月 10月 6月 10月類 5月 10月

○ ○●○ ●マキガイ サカマキガイ

イトミミズ科 ● ●

「
Ｊ

ｒ
Ｌ

ズ q】

『、『

『『、

ミズミミズ科 ●○ ○ ●

● ● ⑪ ●シマイシビル

可
Ｊ

Ｆ
Ｌ

ヒル

甲殻 ● ○ミズムシ 1】

昆虫 モンユスリカ亜科 ○●

「
４

Ｆ
Ｌ

エリユスリカ亜科 ● qD

○● ●セスジユスリカ

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

●：優占種
○：出現○ユスリカ属 ● ● ●

神田川の優占種の変化は次のようでした。昆虫類のサホコカケロウ、コカケロウ属の幼

虫は今回初めて採集されました。

平成6年

出現種 月

調査年 昭和57年 昭和63年

類 10月5月 10月 6月 10月

イトミミズ科 ○ズ ● ● ● ●

、『『

『『『

ミズミミズ科 ●

シマイシビル ● ● ● ● ●ヒル

甲殻 ●ミズムシ ●

昆虫 ○サホコカゲロウ

『
Ｊ

Ｆ
Ｌ

コカケロウ属 ● ●

モンユスリカ亜科 ●

エリユスリカ亜科 ● e

セスジユスリカ

《】

己 ○

●：優占種
○：出現ユスリカ属

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

○●
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表-10 底生動物の出現種の変化

善福寺池の水路｜善福寺川 神田川妙正寺川 ｜
稚
膵昭和

63年

昭和

57年63年

昭和 平成

6年6年

平成 昭和

57年

昭和

63年6年

平成 昭和

57年

昭和

63年

昭和

57年種 名和名綱

｜』』・一NC

5－｢庁
○
’
○

○

○’○

○
一
○

“
｜
●
１
ａ

ｒ
ｎ

Ｇ
ｔ
・
１

ｓ
ｆ
Ｌ

ｏ
ｌ
ｒ
ａ

ｈ
ｅ
８
ｃ

‐
ｂ
。
’
ｉ

ａ
・
１
ｕ
ｎ

ｆ
Ｌ
０
１
０
１
Ｏ

ａ
ｌ
ｐ

ｒ
８
ａ
Ｏ
ｐ

ｄ
ｒ
Ｃ
。
’

ａ
。
’
Ｇ
１
８
ｎ

ｕ
ｐ
ａ
ｎ
ｅ

ｑ
Ｓ
ｆ
』
Ｏ
‐
Ｉ
ａ

Ｏ
ｕ
ｐ
ｐ
ｎ

ａ
ｃ
ｃ
ａ
ｅ
・
１

．
１
１
８
・
０
Ｊ
ｐ
Ｓ

ａ
ｕ
Ｏ
Ｓ

ｆ
Ｌ
Ｓ
ａ
Ｘ
ｒ
・
１

０
．
’
Ｓ
“
１
ｆ
Ｌ
ｒ

ｎ
■
ｙ
。
．
Ｓ
ｒ

ｉ
ｅ
ｈ
ａ
ｕ
ｅ

Ｑ
〕
⑥
、
ｐ
‐
Ｒ
Ａ
Ｆ
ｒ

可
マキガイ

シニ
ナ

タ
ニ

メ
７

ｋ
力

ﾆナ

51~5 ○○○○○○ｻｶﾏｷｶﾞｲﾓﾉｱﾗｶ穀イ3’４’ ○○○○○ﾓﾉｱﾗｶ'イ

○○○ﾋﾒﾓﾉｱﾗｶﾞｲ5

○○ ○○ｶﾜｺｻﾞﾗ6－７ ○ﾋﾗﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ

Ｓ
Ｔ
ｐ
■
Ｌ

Ｓｎ
ｌ
ａ

ｅ
ｎ

ｎ
８

．
１
ｅ

ｈ
ｌ

Ｃ

ａ

Ｓ
ｏ
ｌ

ｕ
ｕ

ｌ
４
Ｃ

ｕ
ｏ
１

ａ
日
ｂ

ｒ
ｒ

ｙ
Ｏ

Ｇ
Ｃ

一○
○○
’
○

○○ ○○ﾏｼｼﾞﾐﾊﾏｸﾞﾘﾆﾏｲｶﾞｲ8

ﾏﾒｼｼﾞﾐ属

■ｕＣ
●
８
迅

ｎＯｐ

。
ａ

ｐ
。
』

Ｓ

■

■
ｕ

ｕ
・
１

．
１
ｒ

■
．
ｅ

ｉ
８

ｓ
ｈ

ｉ
ｐ

ｐ
日
、
、

9｜Ⅲ ○ ○○○ ○○ドフ．シジミ

○○’○’○’○’○○○○ｴﾗﾐﾐｽﾞ Branchiurasowerbyiイトﾐﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ11

○Tubificidae

｜皿一脚一

○ ○

○
一
○

○’○’○’○’○○○○ ○○ｲﾄﾐﾐｽ・科

ｴﾗｵｲﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属 Branchiodrilussp

○○ ○○○ ○○ﾐｽ'ﾐﾐｽﾞ科 Naididae14

○

｜踊一 ○○ﾌﾄﾐﾐｽ'科 Megascolecidaeﾅｶﾞﾐﾐｽ．

○○○ﾂﾘﾐﾐｽﾞ科 Lu■bricidae16

○ﾅｶ'ﾐﾐｽ・属 Haplot8xissp.？17

○
’
○

ｲｼﾋ'ル Barbroniavaberiイシビル

肥一四一加一

ﾋル

○○○’○’○lo○○ ○○○’○ｼﾏｲｼt,4 Erpobdellalineata

○ololol｢5○ハバヒロビル
ａ

ｆ
Ｌａ
ｌ

８

．
１
ｅ

ｎ
ａ

Ｏ
。
ｄ

ｈ
ｉ

ｐ
ｉ

●
１
ｎ

ｓ
○

ｓ
○
ｎ

ｏ
ｐ

も
日
。
■
０
且

ｇ
ｓ

ｏ
Ｓ

ｂ
０
１
１

Ａ
６

ｳｵﾋﾞﾙ

○○ｸﾞﾛｼﾌｫﾆ科21岸睡 ○
一
○

○HelobdelIastagnalisﾇﾏﾋﾞﾙ

○○ ○○○○ﾐズムシ

ｅＳｎｅ

ｏ
ｌ
ｎ

．
１
Ｏ

ｐ
Ｉ
ｐ

ｒ
ｐ

Ｏ
・
１

．
ｎ

ｎｅ
■

９
ｕ

Ｑ
Ⅱ
８
●
■
■
４

ｃ
ｑ
４
‐
ｈ
ｕ

○
ｈ
Ｃ
ａ

ｓ
ｒ

ｕ
ｂ

ｏ
ｌ
０

０
１
ｒ

ｅ
Ｃ

ｓ
８

Ａ
Ⅱ

甲殻 ﾜﾗｼ"ムシ23

○ﾃﾅｶﾞｴﾋエヒ‘

○Palae■on(Palae■on)paucidensｽｼﾞｴﾋ’

○○○○ｱﾒﾘｶｻ・リカー

ロ
ロ
日
▲

■
。
■
品

ｋ

ｒ
Ｓ

ａ
・
１

．
１
Ｓ

ｃ
ｎ

ｅ

Ｓ
Ｏ
ｕ
ｈ
ｒ
ａ

ａ
Ｓ

ｂ

■
Ｓ

ａ
・
Ｉ

Ｃ
・
ｔ

ｏ
ｅ

ｒ
ａ

ｐ
Ｂ
８

ざ+：

○
’
○

ｻﾎｺｶｹﾛｳ

ｺｶｹﾞﾛｳ属

一別一濁一妬一幻一泌一

昆虫 カゲ”
、

○○○○Baetissp

○
一
○

卜然． ｼｵｶﾗﾄﾝﾎ． Orthetru■albistylu■speclosu■29一加一別一犯一調一

ｱｶﾈ属 Sy■petru■sp

○Gerris（Aquarius）paludu■insuIarisｱﾒﾝﾈ．ｶﾒﾑｼ

○ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ｾﾝブリ属 Sialissp

○○ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞケラ Cheu■atoPsychebrevilineataﾄﾋﾞケラ

○ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ Luciolalateralisｺｳﾁｭｳ34

○ﾒｲｶ'科 Ny■phulinaeﾁｮｳ35

眉■配
｜洲一Ｗ｜犯一

○ ○○○○ﾁｮｳﾊﾞｴ科 Psychodidaeﾊエ

○ﾅﾐｶ亜科 Culicinae

○○○力科 CuliCidae

○○○○○ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 Tanypodinae39

○

○
’
○

○○ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 Orthocladiinae

’㈹一 40
○○ ○○ ○

○
’
○

○○ ○○ｾｽｼ・ユスリカ Chirono■usyoshi■atsui

刎
一
舵

○○○ ○ ○○○○○ ○ﾕｽﾘｶ属 Chirono■ussp

○ｸﾞﾘﾌﾞﾄﾃﾝﾃ診ｲﾍﾞｽ Glyptotendipessp

｜佃一 43
○ﾕｽﾘｶ亜科 Chirono■ln8e44 l

l
l

242911 131 13121511 81 51 201 18種類数 124

注）以下の科（亜科）には次の種類も含めました．

・イトﾐﾐｽﾞ科:Tubificidae(ｲﾄﾐﾐｽ・属:Tubifexsp.,ﾕﾘﾐﾐｽ'属:Li■nodriussP.）

・ミス'ﾐﾐｽﾞ科：Naidiae(ｳﾁﾜﾐﾐｽ露属:Derosp.,ﾐｽﾞﾐﾐｽ診属:Naissp.,ﾔﾄﾘﾐｽ'ﾐﾐｽﾞ:Chaetogasterlianaei)

・ﾌﾄﾐﾐｽﾞ科:Megascolecidae(ﾌﾄﾐﾐｽﾞ属:Pheretinasp.)

・ﾁｮｳﾊﾞｴ科:Psychodidae(ﾈｼﾁｮｳﾊﾞｴ:Psychodaalternata,ｵｵｹﾁｮｳﾊ'エ:Telmatoscopusalbipunctatus)

・ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科:Tanypodinae(ﾋﾒﾕｽﾘｶ目:Penaneurasp.）

出 典：杉並区環境部公害課（1983）：
杉並区河川の生物（河川生物調査報告書）［一部改変］

杉並区都市環境部環境保全課（1989）：
杉並区河川の生物（第二次河川生物調査報告害）［－部改変］
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(4)付着藻類

①調査結果

付着藻類の出現種リストを表－11、出現状況（分布）を表-12、図-5に示します。

出現種類数は調査地点数の違いもありますが、善福寺川が多く、次いで神田川で、妙正

寺川は少なくなっています。

妙正寺川では6月は緑藻と藍藻が多く珪藻は多くありませんでした。10月には珪藻が多

くなりましたが細胞数合計は他の地点に比べ少なくなっています。優占種は以下の種類で

した。

砺茗T月 緑藻珪藻藍藻

Stigeocloniumsp.

(ｽﾁｹｵｸﾛﾆｳﾑ属の一種）
Homoeothrixjanthina

(ﾎﾓｴｵｽﾘｯｸｽ属の一種）
松下橋 6月

Nitschiaamphibia

(ﾊﾘｹｲｿｳ属の一種）
Gomphonemapseudoaugur

(ｸｻﾋｹｲｿｳ属の一種）

10月

－

善福寺池の水路の細胞合計は6月と10月であまり差がみられませんでした。優占種は以

下の種類でした。珪藻の優占種は浮遊性種（プランクトン性種）であり、善福寺池から流

下したものが生育していると思われます。

砺茗T目 緑藻珪藻紅藻

Aulacoseiragranulata

(ｵｳﾗｺｾｲﾗ属の一種）上池と
下池の
間の水
路

善福寺 6月

Ulothrixsp.

(ﾋﾋﾐﾄﾛ属の一種）
Aulacoseiragranulata10月’

善福寺川では両月とも細胞数合計は井荻橋～尾崎橋が多く、上流の寺分橋、下流の和田

掘橋では少なくなっています。類別組成は各地点とも珪藻が多く生育していましたが、緑

藻は6月の春日橋、尾崎橋、和田掘橋、10月の井荻橋、藍藻は6月の春日橋にそれぞれ多

く生育していました。優占種は以下の種類でした。

砿T月 緑藻珪藻紅藻

Aulacoseiragranulata
Melosiravarians

(ﾀﾙｹｲｿｳ属の一種）

6月 Chantransiasp.

(ｷｬﾝﾄﾗﾝｼｱ属の一種）
寺分橋

Gomphonemapseudoaugurl
(ｸｻﾋｹｲｿｳ属の一種）
Eunotiapectinalis

(ｲﾁﾓﾝｼｹｲｿｳ属の一種）

10月 Chantransiasp.

’Synedraulna(ﾅｶｹｲｿｳ属の一種）一種）
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緑藻珪藻紅藻地点名 月

井荻橋 6月 Naviculaminima

(ﾌﾈｹｲｿｳ属の一種）
Achnanthesminutissima

(ﾏｶﾘｹｲｿｳ属の一種）
Naviculahalophiloides

(ﾌﾈｹｲｿｳ属の一種）
Aulacoseiragranulata

(ｵｳﾗｺｾｲﾗ属の一種）
Gomphonemaparvulum

(ｸｻﾋｹｲｿｳ属の一種）

10月 Chantransiasp.

(ｷｬﾝﾄﾗﾝｼｱ属の一種）
Gomphonemapseudoaugur

(ｸｻﾋｹｲｿｳ属の一種）
Nitzschiapalea

(ﾊﾘｹｲｿｳ属の一種）

Stigeocloniumsp.

(ｽﾁｹｵｸﾛﾆｳﾑ属の一種）

春日橋 6月 Naviculaminima

(ﾌﾈｹｲｿｳ属の一種）
Nitzschiafrustulum

var・perpusilla

(ﾊﾘｹｲｿｳ属の一種）

10月 Chantransiasp. Melosiravarians

(ﾀﾙｹｲｿｳ属の一種）
Gomphonemapseudoaugur

(ｸｻﾋｹｲｿｳ属の一種）
Synedraulna

(ﾅｶｹｲｿｳ属の一種）

尾崎橋 6月 Naviculaminima

(ﾌﾈｹｲｿｳ属の一種）
Achnanthesminutissima

(ﾏｶﾘｹｲｿｳ属の一種）

Bulbochaetesp.
(ﾌﾙﾎｹｰﾃ属の一種）

10月 Melosiravarians

(ﾀﾙｹｲｿｳ属の一種）

橋
和田堀 6月 Melosiravarians

Cocconeisplacentula

(ｺﾊﾝｹｲｿｳ属の一種）
Achnanthesminutissima

(ﾏｶﾘｹｲｿｳ属の一種）

10月 Melosiravarians
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神田川では細胞数合計は6月には井の頭線車庫脇、鎌倉橋が多く、弁天橋では少なく

なっていましたが、10月には地点間の差はほとんどありませんでした。類別組成は両月と

も珪藻が多く生育していました。優占種は以下の種類でした。

緑藻珪藻紅藻地点名|｜月

線車庫
脇

Aulacoseiradistans

(ｵｳﾗｺｾｲﾗ属の一種）
Melosiravarians

(ﾀﾙｹｲｿｳ属の一種）

井の頭 6月

10月 Melosiravarians

Nitzschiapalea

(ﾊﾘｹｲｿｳ属の一種）
Aulacoseiradistans

鎌倉橋 6月 Melosiravarians

Aulacoseiradistans

10月 Melosiravarians

Aulacoseiradistans

弁天橋 6月 Melosiravarians

10月 Melosiravarians

Bacillariaparadoxa

(ｲｶﾀｹｲｿｳ属の一種）

この他に、善福寺池の水路以外の地点では肉眼的な群体を作る緑藻のCladophorasp.

(ｼｵｸｻ属の一種）が多く見られました。

②主要種

付着藻類の主要種を写真-21に示します。

－46－



表-11 付着藻類の出現種リスト
調査年：平成6年

’

○ ○

’

○

○

○

I

○
○

－47－

h

2

４
－
５

6

７

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

四
一
加
一
剛

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

調
一
㈹
｜
岨

42

43

“
一
蝸
一
妬

柳
一
岨
一
棚

50

51

52

53

54

55

56

57

58

的
一
帥
一
団

62

63

Ｍ
｜
開

67

68

69

70

種類数

NC 綱

1 藍藻

3 紅藻

珪藻

66 緑藻

属

ﾎﾓｴｵｽﾘｯｸｽ

ﾘﾝｸﾞﾋﾞア

ｷｬﾝﾄﾗﾝﾂア

ﾏｶ'ﾘｹｲｿｳ

ﾆｾｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ

ｵｳﾗｺｾｲﾗ

ｲｶﾀﾞｹｲｿｳ‘

ｺﾊ・ンｹｲｿｳ

ﾋﾒﾏﾙｹｲｿｳ

ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ

ｲﾁﾓﾝｼﾞｹｲｿｳ

ｵﾋﾞｹｲｿｳ

ﾋｼｶﾞﾀｹｲｿｳ

ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ

ﾋﾄﾞﾛｾﾗ

ﾀﾙｹｲｿｳ

ﾌﾈｹｲｿｳ

ﾊﾘｹｲｿｳ

ﾊﾈｹｲｿｳ

ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｹｲｿｳ

ｵｵｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ

ﾅｶ'ｹｲｿｳ

ﾂｵｸ'サ

ﾌｰﾙﾈｰｹｰﾅ

ｲｶﾀﾞﾓ

ｽﾁｹﾞｵｸﾛﾆｳﾑ

ﾋﾋﾞﾐﾄﾞﾛ

種 名

Homoeothrixjanthina

Lyngbyasp

Chantransiasp

Achnanthesexigua

Ach哩nthesja”nica

Achnantheslanceolata

Achnanthesminutissima

Achnanthessubhudsonis

Amphorapediculus

Aulacoseiradistans

Aulacoseiragranulata

Bacillariaparadoxa

Cocconeispediculus

Cocconeisplacentula

Cyclotellameneghiniana

Cyclotellasp

Cymbellaminuta

Cymbellasinuata

Eunotiabilunaris

Eunotiapectinalis

Fragilariacapucinavar・vaucheriae

Fragilariaconstruensfo･exigua

Gomphonemaacuminatumvar･turris

Gomphonemaparvulum

Gomphonemapseudoaugur

Gomphonemasphaerophorum

Gomphonematruncatum

Hydroseratriquetra

Melosiravarians

Naviculacryptocephala

Naviculacryptotenella

Naviculagoeppertiana

Naviculahalophiloides
Naviculamenisculus

Naviculaminima

Naviculapupula

Navicularadiosa

Naviculasubminuscula

Naviculasymmetrica

Naviculatrivialis

Naviculaviridulavar・rostellata

Naviculayuraensis

Nitzschiaacicularis

Nitzschiaamphibia

Nitzschiaclausii

Nitzschiafiliformis

Ni

Ni

Ni

Ni

Nj

｝

I

〃
、
Ｌ

Surirellaangusta

Syn副ralanc”lata

Synedrapulchella

Syn“rarumpens

Syn“raulna

Synedrasp

Cladophorasp

Bul”chaetesp

esmusspp

Stigeocloniumsp

UlOthrixsp

mulariabrauniivar,amphicephala

I innulariagibbavar・parba

tauroneisja”nica

zschiafrustulum

Lzschiafrustulumvar・perpusilla

zschialinearis

zschiapalea

zschiasubacicularis

zschiasp

Frai larlasp

Fru§ 』liarhom“idesvar,saxonica

FruS Luliavulgaris

甲

NaviculagreIZarla

6月

○

○

○

○

○

○

8

10月

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

12

妙正寺川 善福寺池の水路

6月

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

12

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

20

善福寺川

10月 6月

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

39

10月

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ﾛ 】

|

○
|

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

36

神田川

6月

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

32

10月

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○
○

○

34



表-12(1) 付着藻類の出現状況（分布)[細胞数］－6月一
猟宜年月日8平成6年6月14～17日

採集方法：ﾅｲﾛﾝﾌﾞﾗｼ(50■■×50mm,2箇所）

単 位：細胞数/mm"

神田川善福寺川嘗福寺池吟正寺川調査河川

調査地点 弁天借丼の頭纏

車庫脇

鐘倉橋尾崎橋 和田堀

橋

春日橋井荻橋寺分橋上池と

下池の間

松下橋

K－5K－3Z－7 Z－9 K－lZ－6Z-4Z－l Z－2M－1St，NC属名 種 名綱尚

(816）(1,310)藍藻 ﾎﾓｴｵｽﾘｦｸｽ Ho■oeothrixjanthina1

(128）(233）(370）<29）ﾘﾝｸﾋﾞア Lyngbyasp2

3221，660739202紅藻

ａｕ

．
ｇ

ｐ
ｉ

ｓ
Ｘ

ｅ

８

．
１
Ｓ

Ｓ
ｅ

ｎ
。
ｈ

ａ
↑
・

ｒ
ｎ

↓
し
ａ

ｎ
ｎ

ａ
ｈ

Ｄ
ｎ
Ｃ

【
し
Ａ

ｷｬﾝﾄﾗﾝｼｱ3

137ﾏｶﾞﾘｹｲｿｳ珪藻4

181，230 3563，63048114AchnanthesjaPoniCa

910716Achnantheslanceolata

ａ
ｓ

■
。
’

．
Ⅱ
ｎ

ｓ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

、
１
ｄ

十
口
ｕ

ｕ
ｈ
ｎ
ｂ

Ｄ
ｌ
ｕ

■
Ｓ

Ｓ
Ｓ

ｅ
ｅ

ｈ
ｈ

ｔ
ｆ
Ｌ

ｎ
ｎ
ａ
ａ

ｎ
ｎ

ｈ
ｈ

Ｃ
ｃ

Ａ
ｌ
Ａ

Ｔ
ｈ

1.220 9581071．110 4．240545 78140

181208913793

Aulacoseiradistans
1428，0207．860100ｵｳﾗｺｾｲﾗ

539244．310 217Aulacoseiragranulata

2764ｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ Cocconeispediculus

9392CocconeisplacentuIa

53 64ﾋﾒﾏ肋ｲｿｳ Cyclotellasp

3643ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ Cy■bella■inuta

Ｓ

２
■
Ｌ

ａ
。
’

ｆ
』
８

８
ｎ

ｕ
。
’

、
ｔ

・
１
Ｃ

ｓ
ｅ

ｐ

８

１
８

口
■
ぬ
聾
■
ａ

ｅ
十
Ｌ

ｂ
Ｏ
■
ｎ
ｙ
ｕ

，
Ｃ
Ｆ
Ｌ

64

14716ｲﾁﾓﾝｼﾞｹｲｿｳ

14Fragilariaconstruensfo・exlguaｵﾋﾞｹｲｿｳ

12067Frustuliarho■boidesvar,saxonica上劾'”ｲｿｳ

ｌ５ｌ６ｌ７ｌ８ｌ９ｌ皿一皿一皿一四一Ｍ一応一恥一叩一肥一

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19316Frustuliavulgaris19

129 9160181 821801157ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Go■phone■aparvulu■20

479 9193274 361812271Go■phone■a”eudoaugur

23，000 1，890587 7．4109904，170124 93タ肋ｲｿｳ MeloSiravarians

359 36231 641，37093 1，36029 161NaviculacryPtocephalaﾌﾈｹｲｿｳ

Naviculacryptotenella 718451

｜皿一配一画｜鋼一

21

22

23

24

12018 6427Navicul8goe”ertiana

838 18361,11027262 13Naviculagregarla

1，020N8viculahalophiloides

3614Navicula■enisculus

5333822，800 6，7101,430NaviCula■ini■a

258719131 13NaviculaPupula

13Naviculasub■inuscula31

1829Naviculatrivialis

359129Naviculaviridulavar，rostellata

18267 580 2．3911．23027 3,45022ﾊﾘｹｲｿｳ Nitzschiaa■phibi8

｜犯一羽一汎一

32

33

34

186，160 1，780373 16NitZSChiafrustulu■var・PerpuSilla35

958 18196 6454793 1．540NitZschiapalea36

12029NitzschiaSp

40ﾊﾈｹｲｿｳ Pinnulariabrauniivar.a■PhicePhala

18

Ｔ
Ｒ

13Pinnulariagibbavar,P8rb8

120ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｸｲｿｳ Stauroneisjaponica

91材ｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ Surirella8ngusta

918 322ﾅｶﾞｹｲｿｳ Synedraru■Pens

｜”｜犯一羽一仙一狐一躯一
37

38

39

40

41

42

272，870958 71 1，740997Synedraulna43

緑藻 封ｸﾞサ Cladophorasp ＊ ＊＊44 ＊ ＊ 非本

7，750ブル*.ケーテ Bulboch8etesp

3．3002,450ｲｶﾀ'モ 308Scenedes■uss”

｜妬一柵一

45

46

1．110ｽﾁｹﾞｵｸﾛﾆｳﾑ 3，780 1，400Stigeocloniu■sp47

41，550 2．346合計（細胞数/m㎡） 6，487 21．31949，822 32，0545，719 5，529 887 7，848

種類数 24 21 17 20188 12 23 1812

注1）カッコ内の数字は糸状群体数を示す．

注2）シオグサ(Cladophorasp.)は大型の群体を形成し計数不能．＊は出現を示す．
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表－12(2) 付着藻類の出現状況（分布）［細胞数]-10月一
調査年月日：平成6年10月17～20日

採集方法：ﾅｲﾛﾝﾌﾗｼ(50■■×50■■,2箇所）

単 位：細胞数／m、｡

善福寺川 神田川抄正寺川 曹福寺池調査河川

弁天橋

橋 車庫脇

井荻橋 春日橋 尾埼橋 和田堀 仲の頭縁 錘倉橋

下池の間

調査地点 松下橋 上池と 寺分借

Z－l Z－4 Z－6 Z－7 Z－9 K－l K－3 K－5属名 種 名 St､NC M－l Z－2綱NQ

348紅藻 ｷｬﾝﾄﾗ”ア Chantranslasp1

74ﾏｶﾞﾘｹｲｿｳ 15 8 49珪藻 Achnanthesexlgua

２

32 106 160 23 390 15411 15Achn8nthes■inutissi■a

95 146 244Achnanthessubhudsonis

ﾆｾｸﾁﾋ'ﾙｹｲｿｳ 15 244 77A■phorapedicuIus

1．170 922 295ｵｳﾗｺｾｲﾗ 75Aulacoseiradistans

3，130 47 154 147Aulacoseiragranulata

ｲｶﾀﾞｹｲｿｳ 1．330Bacillariaparadoxa

ｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ 107 230CocconelsPlacentula

ﾋﾒﾏﾙｹｲｿｳ Cyclotella■eneghiniana 30

16 146 53 107 49Cyclotellasp

ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ 154146Cy■bella■inuta

49Cy■bella3inuata

イチﾓﾝｼﾞｹｲｿｳ iunotiabilunaris 16

ｌ３ｌ４ｌ５ｌ６ｌ７ｌ８ｌ９ｌ叩一皿一哩一皿一Ｍ｜脂一

3

4

5

6

7

8

'01
P.

10

11

12

13

14

15 Eunotiapectinalis 15 271221

オビケイソウ Fragilariaconstruensfo,exlgua 1516

17 FragilariacaPucinavar･vaucheriae 30 74 23

73718 Fragilariasp 264

ﾋｼｶﾞﾀｸｲｿｳ19 Frustuliarho■boidesvar､saxoniCa 146

77Frustuliavulgaris

ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Go■phone■aacu■inatu■var・turris 16

Go■phone■aparvulu■ 8 15 16 1，680 211 588 68

一加一皿一理一鋼一

20

21

22

23 Go■phone■apseudoaugur 45 536 307107 300 7．740 1，480 3，470 74

24 Go■p恥､e■asphaerophoru■ 8 8

Go■phone■atrunCatu■ 106 4514

ﾋﾄﾞﾛｾﾗ Hydrogeratriquetra 147

ﾀﾙｹｲｿｳ Melosiravarians 16 4，070 13，700 2，370 2,290 9,830 11，300365

ﾌﾈｹｲｿｳ Naviculacryptocephala 4511 60 16 657 476 481 438 384 295

N&viculacryptotenella 292 29553

Naviculagoeppertiana 438 370

Naviculagregaria 15 159 107 45 922 748

Navicula■ini■a 1，530 53 307

NaviculapuPula 1598

Navicularadiosa 3

NaviCulasy■■etrica 77

Naviculaviridulavar･rosteIlata 49 74

Naviculayuraensis 230

ﾊﾘｹｲｿｳ NitZsChi8aCicul8ris 30

Nitzschiaa■Phibia 195 15 8 68 146

Nitzschiaclausii 89 53

Nitzschiafilifor■is 106 154 74

Nitzschiafrustulu■ 30 45 154

Nitzschialinearis 74

NitzschiapaIe8 2，490 528 1，5108 320 181 230 74

Nitzschiasubacicularis 15

ﾊﾈｹｲｿｳ Pinnulariagibbavar.parba 15 106877 53 97 77

ｼﾞｭｳﾓﾝｼ'ケイソウ Stauroneisjaponica 53 195 77 74

ﾅｶﾞｹｲｿｳ Synedralanceolata 53

Synedrapulchella 45

Synedraru■pens 1，440 113211 146 451 884

｜調一流一”｜鯛一酌一加一狐一塊一羽一洲一弱一犯一”｜犯一羽一仙一弧一蛇一鯛一“｜媚一一緬一仰一“｜佃一卵一別一

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51 Synedraulna 34 103 1，430 748 146219 23 615 442

52 SynedrasP 20

緑藻 湖グサ

銅一別 Cladophora” ＊ 本 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

ｲｶﾀﾞﾓ ScenedesBusspp 6 30 214

ｽﾁｸﾞｵｸﾛﾆｳﾑ

｜弱一 55 Stigeocloniumsp 7，31024

ﾋﾋﾞﾐﾄﾞﾛ56 Ulothrixsp 477

16．464合計（細胞数/m耐）

種類数

417 1，3144‘131 23．672 9，941 21．654 3,410 8，羽2

20

15．593

12 20 21 14 19 17 16 22 19

注1） カッコ内の数字は糸状群体数を示す．

１
１

１
２

注
注

劫グサ(Cladophorasp.）は大型の群体を形成し計数不能 本は出現を示す．
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図－5(1)付着藻類の出現状況（分布）－6月一
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図－5(2)付着藻類の出現状況（分布)-10月一
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|(’鵬3鶏)’
Ungbya

(ﾘﾝｸﾋｱ属の
－

10"m
10"m

’ ’
Homoeothrixjanthina

（ﾎﾓｴｵｽﾘｯｸ鱈の一種） 蓬鴛譲

50"m

薫薦蕊
dlantransiasp.

(ｷｬﾝﾄﾗﾝｼｱ属の－－種）

写真－21(1) 付着藻類
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[縦溝殼］［無縦溝殻］ [縦溝殻］ ［無縦溝殼］

[縦溝殼］ ［無縦溝殼］
Acmanthesexigua

(ﾏｶﾘｹｲｿｳ属の一種） AchnantheslanceolataAchnantheslanceolata

（ﾏｶﾘｹｲｿｳ属の一種）（ﾏｶﾘｹｲｿｳ属の一種）

…･ｰ『鐘

[縦溝殻］ ［無縦溝殻］[縦溝殻］［無縦溝殻］

F
chnanthessubhudsonis

（ﾏｶﾘｹｲｿｳ属の一種）
Acmanthesminutissima

（ﾏｶﾘｹｲｿｳ属の一種）

’

1

1

[無縦溝殼］

l
[縦溝殼］ CyclotellamenedlinianaCyclotellamenedliniana

（ﾋﾒﾏﾙｹｲｿｳ属の一種）（ﾋﾒﾏﾙｹｲｿｳ属の一種）
Aulacoseiradistans

（ｵｳﾗｺｾｲﾗ属の一種）

－

lOUm

窯篭議
写真-21(2) 付着藻類
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AChnanthesjaponica
(ﾏｶﾘｹｲｿｳ属の一種）

Amphorapediculus
(ﾆｾｸﾁﾋﾙｹｲｿｳ属の一種）

COcconeisplacentula
（ｺﾊﾝｹｲｿｳ属の一種）



Fragilariacap
var・vaucher

（ｵﾋｹｲｿｳ属の

Eunotiapectinalis

(ｲﾁﾓﾝｼｹｲｿｳ属の一種）

FmStuliavulgaris

(ﾋｼｶﾀｹｲｿｳ属の一種）

l
FrustuliarhqTImidesFrustuliarhqTImides

■■

varosaxonl図varosaxonl図

（ﾋｼｶﾀｹｲｿｳ属の一種）（ﾋｼｶﾀｹｲｿｳ属の一種）
剰

幻

Fragilariaconstruens
fo・exigua

（ｵﾋｹｲｿｳ属の一種）

＃
＃

部
剰
弱
奉
溌
膨
爾
・
”
驚
鷺
鵠
患
→
ｌ

噌ツ
ゞ；I '鴬
鐙

…
GomphonanasphaerophorlGomphonanasphaeropho

（ｸｻﾋｹｲｿｳ属の一種）（ｸｻﾋｹｲｿｳ属の一種）

｜
Gdnphon臼胆acuminatumGdnphon臼胆acuminatum

var・turrisvar・turris

（ｸｻﾋｹｲｿｳ属の一種）（ｸｻﾋｹｲｿｳ属の一種）

Gαndlona旧pseudougurGαndlona旧pseudougur

（ｸｻﾋｹｲｿｳ属の一種）（ｸｻﾋｹｲｿｳ属の一種）
Gmnphon臼嘔pmvulum
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鴬灘10"m

写真-21(3)付着藻類
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Naviculacryptotenella
L

（ﾌﾈｹｲｿｳ属の一種）
Naviculagoeppertiana

（ﾌﾈｹｲｿｳ属の一種）
Naviculacryptocephala

（ﾌﾈｹｲｿｳ属の一種）

GomPhon臼胆truncatum
（ｸｻﾋｹｲｿｳ属の一種）

Naviculahalodliloides

（ﾌﾈｹｲｿｳ属の一種）

Navicula写､egaria

（ﾌﾈｹｲｿｳ属の一種）

Naviculayuraensis

（ﾌﾈｹｲｿｳ属の一種）

Cynbellaminuta

(ｸﾁﾋﾙｹｲｿｳ属の一種）Naviculatrivialis

(ﾌﾈｹｲｿｳ属の一種）Naviculasynmetrica

（ﾌﾈｹｲｿｳ属の一種）Naviculaminima

(ﾌﾈｹｲｿｳ属の一種）

10"m
写真－21(4) 付着藻類
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Nitzschiafrustulum

var・perplEilla

（ﾊﾘｹｲｿｳ属の一種）

Nitzschiamlphibia

（ﾊﾘｹｲｿｳ属の一種）

Naviculaviridula
Var・rostellata

(ﾌﾈｹｲｿｳ属の一種）

Nitzgchiacla''Rii

(ﾊﾘｹｲｿｳ属の一種）
Nitzschiafilifomlis

（ﾊﾘｹｲｿｳ属の一種）

｜
Pinnularia肱､a'mii

var.anpphicephala

（ﾊﾈｹｲｿｳ属の一種）

Nitzschiasp.

(ﾊﾘｹｲｿｳ属の一種）
Nitzschiapalea

(ﾊﾘｹｲｿｳ属の一種）

一

10um

Pinnulariagibba

var.parba

(ﾊﾈｹｲｿｳ属の一種）

写真-21(5) 付着藻類
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Surirellaangusta

(ｵｵｺﾊﾝｹｲｿｳ属の一種）



’
Synedrar山npenS

(ﾅｶｹｲｿｳ属の一種）

’
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写真-21(6) 付着藻類
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Synedraulna
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Ulothrixsp．
(ﾋﾋﾐﾄ嘱の一種）



③珪藻の有機汚濁指数による水質判定

付着藻類の中で、水の汚れとの関係がもっともよく調べられているのは珪藻です。今回

は渡辺(1988)5)の提案した珪藻による有機汚濁指数を用いて水質判定を行いました。

渡辺は付着珪藻の生育状況を有機汚濁の化学分析値(BOD)との相関に基づいて検討

し、珪藻を次の3群に分けました。

｜ 瀧 謹･"《職…”
次いで、それぞれの群が付着珪藻群集の中で占める相対頻度（出現の割合）から汚れの

程度を求める方式（下に示した式）を提案して、これを珪藻の有機汚濁指数(Diatom

AssemblagelndextoOrganicWaterPollutoin:DAIpo)としました。

4 m

DAIpo=100-(ESpi+1/2EEsj)
i=1 j=1

’'2

ESpi:有機汚濁に耐性をもつ@種の好汚濁性種の相対頻度(%)の和
i=1

m

ZEsj:有機汚濁にも耐性をもつが、清浄水域にもよく出現する、種の広適応性種
"j=1 の相対頻度(%)の和

有機汚濁指数は100点満点で表され、100に近いほど水質は清浄、0に近いほど汚濁さ

れていることを意味します（表-13)｡

表－13有機汚濁指数と水質階級

注）表中の数値はおよその目安。
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水質階級 指数

貧腐水性水域

β一中腐水性水域

α一中腐水性水域

強腐水性水域

I

Ⅱ

Ⅲ

1V

有機汚濁指数

50～100

35～49

20～34

0～19



④水質判定結果

珪藻の有機汚濁指数の結果を表－14，図－6に示します。
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明
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図－6 珪藻の有機汚濁指数の分布

有機汚濁指数は6月には地点間で差がなく50前後でしたが、10月には6月より低い値を

示す地点がありました。水質判定結果を表－15に示します。

表－15付着藻類（珪藻の有機汚濁指数）による水質判定結果

河川名｜地点名''6月|10月
妙正寺川｜松下橋|1/nln

I/n上池と下
池の間の
水路

I/n善福寺池

画一吻一Ⅱ｜Ⅱ｜唖

寺分橋

井荻橋

春日橋

尾崎橋

和田堀橋

”｜”｜唖一画一画

善福寺川

貧腐水性水域

β一中腐水性水域

α一中腐水性水域

強腐水性水域

I

車庫脇
神田川 井の頭線 I/n Ⅱ Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ鎌倉橋

一

弁天橋

ＩＩ
Ｉ Ｉ

／
／

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

／
／

Ｉ
Ｉ
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表-14(1)珪藻の有機汚濁指数［珪藻の出現頻度］－6月一
調査年月日8平成6年6月14～17日

採集方法：ﾅｲﾛﾝﾌﾞﾗｼ(50■■×50山■’2箇所）

単 位：％
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無印：広適応性種の出現頻度合計

○：好清水性種の出現頻度合計

有撮汚濁指数(DAIpo)
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注）有機汚濁指数(DAIPo)=100-(好汚濁性種の出現頻度十l/2広適応性種の出現頻度）
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表－14(2) 珪藻の有機汚濁指数［珪藻の出現頻度］一10月一
調査年月日；平成6年10月17～20日

採集方法：ﾅｲﾛﾝﾌﾞﾗｼ(50■■×50■■,2箇所）

単 位：％

－

注）有機汚濁指数(DAIPo)=100-(好汚濁性種の出現頻度十･1/2広適応性種の出現頻度）
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⑤第一次・第二次調査との比較

昭和57年10月の結果を付表-9、昭和63年10月の結果を付表-10、出現種の変化を

表－16に示します。

付着藻類は調査時期により出現する種類に違いがみられます。

妙正寺川での優占種の変化は次のようでした。
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属の一種）と珪藻のAulacoseiragranulata(ｵｳﾗｺｾｲﾗ属の一種）はもともとプランクトン
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昭和57年｜昭和63年｜平成6年
10月| 10月|6月|10月

調査年

月出現種類

●珪藻 Nitzschiafrustulum

var.perpusilla

占種

現

●：優

○：出

○
｜
●

○
’
○

○
｜
●

●
｜
●|Nitzschiapalea

緑藻|Stigeocloniumsp.

した。

神田川の優占種の変化は次のようでした。珪藻は前2回調査と共通した種類も みられま

｜ Ⅱ0月
｜ ●
’ ●

|昭和57年 昭和63年｜平成6年
10月’'5~同一｢而頁

調査年

月出現種類

ａⅢ
ｒ

・
１
ｕ
”

ａ
Ｓ
ｇ
－

ｎ
Ｓ
Ｓ
ｕ
｝

、
極
印
嘔
一
、

り
じ
Ｓ
“
ｔ
○
．
一
ｓ
一
○
ｂ

ｎ
｝
ｕ
Ｓ
ｕ
ｎ
ａ
｜
・
１
ａ

ａ
－
ｎ
・
１
ｅ
ａ
ｍ
ｑ
ｎ
ｅ

、
Ｊ
一
・
１
ｄ
Ｓ
・
１
．
１
ｐ
ｑ
１

、
ｐ
ｒ
ｎ
ｍ
ａ
ａ

Ｘ
ａ
ａ
・
１
ａ
ｐ
ｎ

．
１
Ｓ
ｒ
ａ
Ｖ
ｍ
勺
ｌ

ｒ
ｅ
・
１
ｍ
ａ
ａ
ｕ

ｇ
ｎ
。
、
ｅ
ｅ
ａ
ａ
・
１
・
１

○
ｔ
ｔ
Ｓ
ｎ
ｒ
１
上
。
、
。
、
ａ

Ｏ
ｎ
ｏ
０
．
１
ｕ
Ｃ
Ｃ
ｒ

ｅ
ａ
Ｃ
○
、
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
←
Ｏ
ｑ

Ｏ
ｎ
ａ
ｐ
０
．
１
Ｚ
Ｚ

ｅ
ｍ
・
○
ｎ
勺
１
ｍ
ｑ
１
Ｖ
ｔ
‐
も
ｎ

Ｏ
ｌ
Ｃ
ｕ
Ｏ
ｌ
ｅ
ｌ
ａ
・
１
．
１
ｙ

Ｈ
ｌ
Ａ
Ａ
Ｇ
－
Ｍ
－
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｓ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

藻
藻
藍
珪

○珪藻 ○

●
｜
●
’
○
｜
●
’
○
｜
●
’
○
｜
●

○
’
○
｜
●
’
○
一
○
一
●

○
｜
●
’
○
’
○
’
○

占種

現

●’○｜●’○○｜●’○ ●：優

○：出
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表-16(1)付着藻類の出現種の変化

善福寺川 神田川善福寺池の水路妙正寺川

57年 63年

昭和 昭和 平成

6年63年

昭和 平成

6年6年

平成 昭和

57年

昭和

63年6年

平成 昭和

57年

昭和

63年

昭和

57年種 名日綱

恥一

○ ○○Ho■oeothrixj8nthin8ﾎﾓｴｵｽﾘｯｸｽ藍藻1

○

８

ａ
ｐ
ｅ
ｕ

ｔ
ｐ
ｕ
．
ｇ

ｒ
Ｓ
ｎ
ｐ
・
１

Ｏ
Ｇ
Ｓ
Ｘ

ｆ
Ｌ
ａ
ｆ
Ｌ
ｅ

ｎ
◆
Ｄ
ｌ
８

０
ｐ
ワ
ｒ
■
・
１
Ｓ

ｃ
ｓ
ｏ
ｕ
５
ｅ

ｆ
し
・
１
ｎ
０
ｎ

８
８
８
。
．
８
４
し

ｙ
ｙ
ｌ
。
’
ｒ
ｎ

ｂ
ｂ
ｌ
■
十
四
ａ

ｇ
９
．
１
ｒ
ｎ
ｎ

ｎ
ｎ
ｃ
０
８
・
ｈ

ｙ
ｙ
Ｓ
Ｄ
ｈ
０
，
Ｃ

Ｄ
Ｌ
・
Ｌ
Ｏ
ｐ
Ｏ
公
し
Ｑ
Ａ

ﾘﾝｸﾞﾋ．ア

○○○

○○ ○○○0○○ｵｼﾗﾄﾘｱ

0ﾌｫﾙﾐﾃﾞｨｳﾑ

ｌ２ｌ３ｌ４ｌ５ｌ

2

3

4

5

○○
紅藻 ｷｬﾝﾄﾗﾝｼｱ6

○○○珪藻 ﾏｶﾞﾘｹｲｿｳ7

○○Ｓ
Ｓ
Ｓ

ｅ
ｅ
ｅ

。
、
。
、
ｈ

ｆ
Ｌ
ｆ
Ｌ
ｆ
）

、
ｎ
ｎ

８
８
８

，
ｎ
ｎ

ｈ
ｏ
ｎ
Ｑ
ｈ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ａ
Ａ
Ａ

8

８

３
■

↓
し
。
１

８
８
Ｓ

ｃ
１
ｓ

１
０
。
ｌ

、
ｅ
ｆ
Ｌ

Ｏ
ｃ
ｕ

ｐ
ｎ
ｎ

８
８
。
ｌ

○
Ｊ
。
’
■

○ ○○○○

’９’ 9

○ ○○ ○○○ ○0○ ○○10

○○Ｓ

ｉ

ｎＯＳ
○
ｄＵ

ｈ０
，
ｏ
Ｓ

ｕ
ｐ
・
１

ｓ
Ｓ
ｌ

ａ

Ｓ
Ｓ
Ｖ

ｅ
ｅ
Ｏ

ｈ
ｈ

ｆ
Ｌ
ｔ
８

ｎ
ｎ
ｒ

８
８
０

，
ｎ
・
ｈ

ｈ
ｈ
ｐ

ｃ
Ｃ
■

△
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

11

○○12

○ﾆｾｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ13

○○

５，
５
８

ｕ
ｌ
』

１
Ｓ

ｕ
・
ｌ

ｃ
ｄ

■
。
■
畢

●
。
８

ｅ
ｒ

ｐ
ｏ
ｌ

ｅ

８
Ｓ

ｒ
０
０
Ｃ

０
ｎ
ａ

ｐ
ｌ

■
Ｕ

ｐ
Ａ
Ａ

14

○○ｵｳﾗｺｾｲﾗ15

ａｎ

８
８

↓
し
８
．
１

８
８
３
０
１
ｎ

ｌ
Ｘ
ｕ
ｕ
ｏ
１

ｕ
Ｏ
・
Ｉ
ｆ
Ｌ
ｈ

ｎ
。
．
ｕ
ｎ
８
頁
》

８
８
Ｃ
ｅ
ｆ
》
ｅ

ｒ
ｒ
・
１
ｃ
■
ｎ

ｇ
８
○
．
８
０
ｅ

ｐ
”
ｅ
０
１
ｃ
■

ａ
ｐ
ワ
ｐ

ｒ
８
８
８

０
１
ｉ
ｓ
Ｓ
ｌ
ｌ

ｅ
ｒ
・
１
。
’
。
’
・
１

＄
８
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

Ｏ
ｌ
ｎ
ｎ
↑
》
・
ｔ

Ｃ
０
１
０
０
０
０

８
ウ
ー
ｃ
ｃ
。
’
。
１

．
１
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ

ｕ
８
０
Ｏ
ｌ
ｙ
ｙ

Ａ
８
Ｃ
０
．
６
０

○○○○○○○16

○ｲｶﾀﾞｹｲｿｳ17

○ｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ18

○○○○○○19

○○ ○○○ﾋﾒﾏﾙｹｲｿｳ

｜加一 20

○21

Cyclotellasp ○○22

○○○ｸﾁﾋﾞ肋ｲｿｳ Cy■bell8

８

８
↓
し

Ｉ
』
ａ

ｕ
ｕ

ｎ
ｎ

■
■
且
■
■
且

■
Ｓ

23

○Cyubella24

○○Cymbellaturgidul8

○

Ｓ

Ｓ
０
１

■
面
４
■
Ⅱ
凸

ｒ
８

ａ
ｎ

ｏ
ｎ
ｏ
１

ｐ
．
Ｕ
０
ｔ

Ｓ
。
’
Ｃ

■
勺
込
ｐ
）

５
。
、
ｐ

■
Ⅵ
且

ｅ
８
＆

ｎ
叩
■
ｂ
品
■
１
４

０
ｆ
し
§
し

０
１
０
０

Ｐ
ｎ
ｎ

ｏ
ｌ
ｕ
ｕ

Ｏ
Ｅ
Ｆ
】

要｜’禿
25

ﾃﾞｨﾌﾞﾛﾈｲｽ26

○イチモンイチﾓﾝｼﾞｹｲｿｳ2727

○○2828

○Eunotia”2929

○○○ｅａ

ｉ

ｒ
ａ

ｅ
Ｕ

ｈ
ｇ

《
し
ｇ
Ⅱ
△

Ｉ
Ｘ

１８
ｅ

ｖ

Ｏ
ｒ
ひ
丁

８Ｖ
Ｓ
Ｓ

ｎ
ｎ

８
ｅ
ｅ

ｎ
ｕ
ｕ

ｏ
ｌ
ｒ
ｒ

ｃ
ｔ
○
ｔ

Ｕ
Ｓ
Ｓ

ｐ
ｎ
ｎ

８
０
Ｏ

ｃ
ｃ
ｃ

８
８
８

。
ｑ
▲
ｏ
０
ｎ
●
●
■
＆

ｒ
ｒ
ｒ

８
８
８

１
１
１

■
■
且
。
■
且
ｑ
９
４

ｇ
ｇ
ｇ

８
８
ａ

ｒ
ｒ
ｒ

Ｆ
ｒ
Ｆ
ｒ
Ｆ
ｒ

ｵﾋﾞｹｲｿｳ30

○31

○○○3232

○Fr8gilariaconstruengvar.biondis33

Fr8gilari8crotonensis ○34

○○Fr8giI8ri8”35

○○上劾.ﾀｹｲｿｳ

８Ｃ
Ｓ

｜・ｍ
ｉｎＯ
ｒ

Ｘ
ｕ

ａ
ｆ
Ｌ

Ｓ

ｒ

ｒ
８

８
ｖ

Ｖ

■

Ｓ
ｕ

ｅ
ｆ
〕

。
．
９
８

．
１
。
１
ｎ

ｏ
ｒ
ｏ
１

ｂ
８
■

■
や
ら
ｕ

Ｏ
。
’
ｃ

ｈ
Ｕ
ａ

ｒ
ｖ

８

ａ
８
■

■
■
且
申
ｑ
Ｌ
ｐ
』

。
’
。
’
ｎ

ｕ
ｕ
Ｏ

ｆ
一
○
ｔ
ｈ

Ｓ
Ｓ
ｐ

ｕ
ｌ
ｕ
■

ｒ
ｒ
Ｏ

－
ｒ
Ｆ
ｒ
【
ｂ

○ ○○

｜流一抑一
36

37

○○ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ38

Go■phone■88,9噸t8tu■ ○○39

Go■phone■aaugur ○

○Go■phone■8constrictu■

○Go■phone■aintric8tu■

｜柵一仙一躯一

40

41

42

Go■phone■ap8rvulu■ ○ ○ ○○○ ○ ○○○ ○43

○○○○○GoaPhonenapgeudoaugur44

○GoDphonenaquadripunctatua45

○○○Go■phone■8gPh8erophoru■46

○Go■phone■8subtile

○○GoEphonematrunc8tum

Go■phone■且” ○

○ﾋﾄﾞﾛｾﾗ Hydroseratriquetra

｜叩一佃一棚印一

47

48

49

50

○○○ ○○○○ﾀﾙｹｲｿｳ Me1o5ir8v8rl8ns51

○○○ ○○○ ○○ ○ ○ﾌﾈｹｲｿｳ Navicul8cryptoCephal852

○○N8vicul8cryptotenell853

○Navicul8decussis54

出
出

典
興 杉並区環境部公害課（1983）：杉並区河ノllの生物（河川生物調査報告書）

杉並区都市環境部環境保全課（1989）：杉並区河川の生物（第二次河ノ||生物調査報告宮）

－65－



表-16(2)付着藻類の出現種の変化

神田川讐福寺川善福寺池の水路妙正寺川

63年

昭和 平成

6年

昭和

63年 6年

平成 昭和

57年

昭和

57年

平成

6年 57年 63年

昭和 昭和 平成

6年57年

昭和 昭和

63年綱 属 種 名NC

○ﾌﾈｹｲｿｳ珪藻 Naviculaelginensls55

○○Naviculaexlgua

○○○ ○○Naviculagoe”ertian8

○○ ○Naviculagregaria

○Naviculahalophiloides

○ ○Navicul81anceolata

○ ○NavicuIa■enisculus

○○ ○ ○ ○ ○○○Navicula■ini■a

○ ○○ ○ ○○ ○ ○Naviculapupula

○○ ○○Navicu】aradioSa

○○○NaviCulasalinaru■

○

邪一卵一卵一弱一叩一剛一睡一園一Ｍ｜晒郎師

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66 Naviculasub■inuscu】8

○NaviCulasy■■etriCa67

○○Naviculatrivialis68

○Naviculaviridulavar,rostellata69

○Naviculaveneta

○Navicuiayuraensis

○○○ ○Naviculasp

○○ ○ﾊﾘｸｲｿｳ

Ｓ
｜

凸
Ｉ
Ｌ

ｒ
ａ

ａ
、
１
。
１

１
Ｄ
ｂ
ｏ
ｌ

ｕ
。
’
Ｓ

ｃ
○
ｈ
ｕ

ｉ
ｐ
ａ

ｃ
■
’
１

８
８
Ｃ

８
８
ａ

■
０
４
曾
口
＆
■
も
－
４

ｈ
ｈ
ｈ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｚ
Ｚ
Ｚ

ｔ
ｔ
ｔ

ｇ
■
４
２
■
▲
●
１
凸

Ⅱ
Ｎ
Ｎ

○ ○ ○’○○ ○ ○○ ○ ○

刈
別
〃
一
羽
一
澗
拓

70

71

72

73

74

○○75

○ ○ ○76 Nitzschiafilifor■is

○ ○ ○77 Nitzschi8frustulu■

○ ○○ ○ ○Nitzschiafrustulu■var･perpusilla

○○Nitzschiakutzingiana

○Nitzschialinearis

己~｢己○ ○○’’○ ○ ○Nitzschiapalea

○Nitzschiapal“cea

○NitzschiaParvulu■

○Nitzschiasub8cicularis

○Nitzschiatryblionelia

○○ ○Nitzschiasp

○ ○ ○ﾊﾈｹｲｿｳ ○ ○ ○Pinnulariabrauniivar.a■phicephal8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○PinnulariagibbaVar・Parb8

○ﾏｶﾞﾘｸｻﾋﾞｹｲｿｳ ○○RImicospheni8abbreviata

ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｹｲｿｳ ○ ○Stauroneisj8ponica

○ｵ和ﾊ'ンｹｲｿｳ Surirella8ngusta

ﾅｶﾞｹｲｿｳ ○Synedraacus

○Synedralanceolata

○Synedrapulchella

○ ○ ○○Synedraru■pens

○ ○ ○ ○○ ○Synedraulna ○ ○

｜沌一氾一帥一剛一晩一師一別一鯛一師一師一卵一鯛一卯一別一塊一卵一Ｍ一蝸一舶一

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97 ○SynedrasP

緑藻 ○ｱｸﾁﾅｽﾂﾙﾑ98 Actinastru■hantzshii

○ｱﾝｷｽﾄﾛﾃﾞｽﾑｽ ○ ○ ○○ ○Ankistrodes■usfalcatus

○ ○湖ｸリ Cladophorasp ○

う′ルボケーテ ○BulbochaetesP

ｸﾝｼ巴ｳモ ○Pediastru■boryanu■

Pedi“tru■duplex ○

ｲｶﾀ'モ ○○ ○ ○ ○ ○ ○Scenedes■usspp ○ ○ ○ ○

ｽﾁｹﾞｵｸ､ﾆｳﾑ ○ ○ ○○ ○StigeocIoniu■sp ○

ヒビミト"ﾛ ○

｜則一ｍ一皿一皿一ｍ一皿一服一雌一一

99

100

101

102

103

104

105

106 Ulothrix”

種類数 26 26 20 24 53 21 2722 4422 1411

杉並区蝿境部公害課（1983）：杉並区河川の生物（河川生物調査報告香）

杉並区都市環境部環境保全課（1989）：杉並区河ノ''の生物（第二次河ノ''生物調査報告害）
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(5)魚類

①調査結果

魚類の出現種リストを表－17、出現状況（分布）を表－18，図－7、測定結果を付

表－1、付表－2に示します。

出現種類数（種及び亜種の数）は、6月と10月を合わせて、妙正寺川が1種類、善福寺

池の水路・善福寺川が14種類、神田川が12種類、全体で14種類で、善福寺川でもっとも多

くの種類が確認されました。月別では6月が14種類、10月が12種類でした。

採集された個体数が多いのは、ドジョウ、タモロコ、ヨシノボリ（榿色型）などでし

た。そのほかに、コイが目視観察により多数確認されました。

妙正寺川は水深が浅く魚類の生息できそうな環境ではありませんが、10月にはドジョウ

が6個体採集されました。生息環境からみてドジョウはこの地点に安定してすみついてい

るものではなく、上流の妙正寺池から流下してきたものと思われます。

善福寺池の水路は、水深が浅く、ドジョウやハゼ科の魚など底生性の魚類のみが採集さ

れました。

善福寺川の上流部は、善福寺池に近く湧水も豊富で、モツゴやタイリクバラタナゴなど

の小型種を含む比較的多くの種類が採集されました。井荻橋より下流部（人工深所のある

和田堀橋を除く）では魚類は少なく、フナ類・キンギョ・コイ・ドジョウが採集されただ

けでした。

神田川では、オイカワやタモロコなど遊泳性の魚類が多く採集されました。オイカワ

は、幼魚から成魚まで各サイズのものが採集され、調査点付近において再生産が行われて

いるものと思われます。

奇形魚は6月に善福寺川の井荻橋で背骨の湾曲したドジョウがl個体採集されただけで

した。
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表－17 魚類の出現種リスト

調査年：平成6年

妙正寺川 神田川善福寺川善禍寺池の水淵

6月科 和 名 学 名 10月 6月 10月 6月’10ノ10月 6月 10月目NC

ﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ ;Rhodeusocell､usocellatus ○ｺイ ｺイ ○ ○1

ﾀﾓﾛｺ ○ ○ ○2 Gnathopogonelongatus

ﾓﾂｺﾞ ○ ○ ○3 Pseudorasboraparva

ｵｲｶﾜ4 ○ ○ ○Zaccoplatypus

ｶﾜﾑﾂ(A型) :Zaccosp5 ○ ○ ○

ｷンプナ

【
Ｉ

○Carassiusauratussubsp ○

ギンプナ7 Carassiusauratuslangsdorfii ○ ○ ○ ○

ｹﾞﾝｺﾞﾛｳﾌﾟﾅ8 Carassiusauratuscuvieri ○ ○

ｷﾝｷﾞｮ9 Carassiuscarassiusauratus ○ ○ ○ ○

10 ｺイ Cyprinuscarpio ○ ○ ○ ○
I

ﾄﾞジョウ ドジョウ11 Misgurnusanguillicaudatus ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾅﾏｽ ﾅﾏｽ′ ﾅﾏｽ12 SiluruSasotus ○ ○ ○

ｽｽﾞｷ ﾊｾ’ ﾖｼﾉﾎﾞﾘ(榿色型):Rhinogobiusbrunneus13 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｳｷｺﾞﾘ(淡水型):Chaenogobiusurotaenia14 ○

各月の種類数 0 1 2 2 12 8 12 10

地点種類数計 1 3 13 12

注1）和名・学名及びその配列は、益田一・尼岡邦夫・荒賀忠一・上野輝彌・吉野哲夫(1988)を参考にした。
8）

注2）カワムツについては、中坊徹次(1993)に従って型を判別した。
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表－18(1) 魚類の出現状況（分布）－6月一
平成6年6月14～17日

投網・手綱

個体

調査年月日

調査方法

単 位

－－

注）●印は目視観察でのみ確認したことを示し、個体数合計には含めなかった．

表-18(2) 魚類の出現状況（分布)-10月一

平成6年10月17～20日

投網・手綱

個体

調査年月日

調査方法

単 位

注）●印は目視観察でのみ確認したことを示し、個体数合計には含めなかった．
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血

1

2

３

4

Ｐ
『
必

6

7

8

9

10

11

12

13

14

合計個体数

種類数

目

コイ

ﾅﾏｽ

ｽｽﾞｷ

科

ｺイ

トシ'ヨウ

ﾅﾏｽ亭

ﾊｾﾞ

和名 St,NC

ﾀｲﾘｸﾊ亭ﾗﾀﾅｺﾞ

ﾀﾓﾛｺ

ﾓﾂｺﾞ

ｵイカワ

ｶﾜﾑﾂ（A型）

ｷンプナ

ｷﾞンブナ

ｹﾞﾝｺﾞﾛｳﾌﾞナ

ﾌﾅ類

ｷﾝｷ'ョ

ｺイ

トシ・ヨウ

ﾅﾏｽ

ﾖｼﾉﾎｰﾘ(橿色型）

ｳｷｺﾞﾘ(淡水型）

調査地点 松下橋

M－1

、

0

調査河川 正寺川 福寺池

ご池の問

Z－1

10

1

11

2

善福寺川

Z－2

２

16

２

1

4

20

4局

6

上池と 寺分橋 原寺分

橋

Z-3

1

3

３
３

1

3

2

1H

7

Z－4

1

6

7

２

Z－5

2

●
２

4

3

井荻橋 神明橋 春日橋

Z－6

●

●

13

13

3

Z－7

3

2

10

15

3

Z－8

’’

●

●

２

2

］

尾埼橋 宮下橋 和田堀

橋

Z－9

10

２

1

1

1

6

21

6

神田川

車庫脇

K－l

4

●

3

I

●

8

5

卜の頭綴 綿 橋

K-2

9

1

11

2

1

２

●

●

1

27

9

K-3

8

I

2

2

13

4

K-4

１

●

1

1

3

4

鎌倉橋 蔵下橋 弁天唐

K-5

1

１

2

2

1

７
５

尚

1

２

。

4

5

6

7

8

9

10

11

12

合計個体数

種類数

目

ｺイ

ﾅﾏｽ

スズキ

科

ｺイ

トシ・ﾖウ

ﾅﾏｽ

ﾊｾﾞ

調査河川

和名 St･NC

ﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ

タモ”

ﾓﾂｺﾞ

ｵｲｶﾜ

ｶﾜﾑﾂ(A型）

ｷンプナ

ｷﾞンブナ

ﾌﾅ類

ｷﾝｷ"丑

ｺイ

ﾄﾞシーョウ

ﾅﾏｽ

ﾖｼﾉﾈ・リ(椅色型）

調査地点 松下橋

M－l

6

6

1

正寺川 【福寺池

寺池の問

Z－1

1

1

2

２

善福寺川

Z-2

2

戸
、
』

1

1？
▲ 凸

Ｐ
３

25

5

橋

Z－3

1

1

1

1

4

4

上池と 寺分橋 原寺分 井荻橋

Z－4

●

●

２

2

３

Z－5

．●

1

１

2

神明橋 春日橋

Z－6

3

3

1

Z-7

12

12

１

Z－8

●

●

9

9

3

橋

Z－9

’’

3

●

6

12

2

23

5

神田川

車庫脇

K－1

3

1

●

4

3

K-2

］

5

18

2

10

●

38

6

尾崎橋 宮下橋 和田堀 卜の頭線 錦 橋 濠倉橋

K－3

７

1

1

●

●

1

10

６

K-4

1

3

●

●

●

2

1

7

7

蔵下橋 弁天橋

K-5

２
３

3

13

ウ1
と△

4
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図-7(1)魚類の出現状況（分布）－6月一
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の水路

唐福寺川

車庫脇 錦橋 鎌倉橋蔵下橋弁天柘

師面、厩正寺m

図－7(2) 魚類の出現状況（分布）-10月一
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②出現種

魚類の出現種を写真－22、 それらの生態を表-19に示します。

表-19 魚類の生態

備 考繁 殖食 性地理的分布和 名写真(No．）

本調査で採集された地

点において再生産して

いるかどうかは不明

3～10月

イシガイなどの鯉内
に産卵

雑食性関東平野の諸水系

琵琶湖淀ノ||水系、
木曽ノ||水系、アジ

ア大陸東部

写真-22（1） タイリクバラ

タナゴ

琵琶湖にはよく似たホ
ンモロコがいる

4～7月

水草等に産卵嬬県、九州北部

移植により北海道

を除く日本各地

本州中部以西、愛 動物食に

偏った雑食

性

写真－22（2） タモロコ

関東での地方名はクチ

ボソ
4～8月

ヨシの茎や石の表面

に産卵

雑食性関東地方及び新潟

県以西の本州、四

国、九州、朝鮮半
島、台湾、中国、

移植により日本各

地

モツゴ写真-22（3）

関東での地方名はヤマ
ベ

5月下旬～8月下旬
流れの緩い平瀬の砂
礫底

雑食性本州、四国、朝鮮

半島、台湾、中国

移槽により北海道
を除く日本各地

写真－22（4） オイカワ

日本固有種6～7月

淵尻から平瀬の浅場
錐食性中部地方以西の本

州、四国の瀬戸内
側、九州北部、移

植により関東地方

写真－22（5） カワムツ

(A型）

日本固有亜種4～6月

浅瀬の水草に産卵

雑食性関東以北の本州キンブナ写真-22（6）

関東地方には雄が少な

く、雌だけで繁殖
4～6月

増水時に水面の水草
などに産卵

雑食性日本各地ギンブナ写真－22（7）

ヘラブナの名で釣り用
に放流

4～6月

増水時に水草や浮遊
物に産卵

主に植物プ

ランクトン

食性

琵琶湖

移植により日本全

国

ゲンゴロウブナ写真-22（8）

野生のフナから人為的

に飼育淘汰されたもの
写真－22(9） キンギョ

都内河ノ||に多く放流4月～7月

水面の水草などに産
卵

動物食に

偏った雑食

性

北海道、本州、四

国、九州、ヨー

ロッパ、アジア

写真-22(10) コイ

中の酸素が少ない場

には水面に上って腸

吸を行うことがある

水
合
呼

4～7月

水田などの泥上

泥土中の有

機物、底生

動物を主と

した雑食性

本州、四国、九州

東アジア～ベトナ

ム・タイ北部、移

植により日本全土

写真－22（11） ドジョウ

夜行性5～6月

水田などの浅場に移
動して産卵

小型の魚類

エビ類など

本州、四国、九州

朝鮮半島、台湾、

中国、ベトナム北

部

写真-22（12） ナマズ

地域または個体によっ

て模様や生活型が異な

る

5～7月

石の下面に産卵
水生昆虫類
など

琉球列島を除く全
国各地

写真－22（13） ヨシノボリ

（檀色型）

流れの緩やかなところ

にいる

5～6月

平らな石の下面に産

卵

動物食性北海道～九州（た

だし、四国を除

く）、サハリン、

朝鮮半島

ウキゴリ

（淡水型）
写真-22（14）

参考：益田一．尼岡邦夫・荒賀忠一．上野輝彌．吉野哲夫(1988)10)
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写真－22(1) 写真-22(4)

タイリクバラ

タナゴ 早

ｰ

|ｵｲｶ’ず｜
具孑

（l目盛り＝5mm）鱈

此I （l目盛り=1mm）

神田川・錦橋

1994年6月17日採集善禍寺川・寺分橋

1994年6月14日採集

I~｢TI'''|'I''!''I'|'I'I!'{'!I!''''''
1，

写真－22(2) 写真－22(5)

|，ﾓﾛｺ｜
（A型）

ダ

〆

（1目盛り＝1国■）

（l目盛り＝1mm）

善福寺川・寺分橋

1994年6月14日採集 神田川・錦橋

1994年10月20日採集

11 IIIIH1''IIIIIIIIMIlll''ll1llll'1川''''l'''il''''l'i'11$'''l'''1111 I''l''''l''''lⅡ川I!''|''''l''''l''''l''''l''''l'''ﾘI!''l''''l''''l''''l'''IImllml
2 3 4 5 s 7 8 9

Z 3 4 5 G 丁 a

写真－22(3) 写真－22(6)

モッゴ 竿 |≦ﾝﾌγ｜
（1目盛り＝5mm） （1目盛り＝5■､）

神田111.錦橋

1994年6月17日採集

善福寺川・神明橋

1994年6月15日採集

''''''''''''''''I'|' ''''''''|''｢T;''''|''!''''I'|''''

写真－22(10）写真－22(7)

|￥ﾝﾌゞ’
（l目盛り＝5mm） （1目盛り＝5mm）

善福寺川・原寺分橋

1994年6月14日採集

神田川・弁天橋

1994年6月16日採集

11
1

円 へ

111『’’1，1，1

写真-22(11）写真二22(8)

|ｹﾝｺﾛｳﾌﾅ｜ |ﾄｼﾖ・ず｜
（1目盛り＝5mm） （l目盛り＝1mm）■

f 孟

▲

善福寺川・原寺分橋

1994年6月14日採集

妙正寺川・松下橋

1994年10月18日採集
言

'IUI
!'!''|川'|''''|'川|川'l'IwIwIm｜~ 一~、可一rI l L

写真－22(9) 写真－22(12）

|￥ﾝギヨ｜
（l目盛り＝5■､）

（l目盛り＝1■､）

善福寺川・尾崎橋

1994年6月15日採集 善福寺jIl・和田堀橋

1994年6月16日採集
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写真－22(13）

ヨシノボリヨシノボリ

（榿色型）早（榿色型）早

q
（l目盛り＝l■■）

善福寺川・和田堀橋

1994年6月16日採集

|''''l''''l'''il'川l''''l''''l''''l''''l''''l''''l''''l''''l
2 3 4 5 6

写真-22(14）

ウキゴリ

（淡水型）（淡水型）一室諄孔．

（1目盛り＝l■､）

善福寺池・水路

1994年6月14日採集

'''!IInmmnnmmmwmm

備考：フナについて

本調査では、フナ類としてキンブナ、ギンブナ、ゲンゴロウブナ、キンギョが採集確認され

ました。

フナ類の分類については、学術的にもまだ不明な点が多く、確立されていないのが現状で

す。

本調査でキンブナとした個体は、背鰭分岐軟条数14、第1鯉弓の鯉紀数が37～38であり、生

時体色は金色を呈し、ゲンゴロウブナやギンプナに比べ体高が低いことなどから、キンプナと

同定しました。しかし、キンブナは小型で体長15cmにしかならない小型亜種であるのに対し、

本調査で採集された3個体のうち1個体は15cmを越えていました。このタイプは最近関東地方

でもよくみられ、体長20cmを越える大型になる種類であり、同定に苦慮します。

従来から関東地方に生息し、キンタロウブナと呼ばれていたキンブナは下の写真に示すタイ

プであり、背鰭分岐軟条数や第1鯉弓の鯉紹数は本調査でキンプナとした個体よりもさらにや

や少ない傾向があります。

本調査でキンブナとした個体は、最近オオキンプナと呼ばれている中部地方以西に分布する

タイプである可能性がありますが、分類が不確定で詳細は明らかではありません。

ただ、本調査でキンプナとした個体は、従来から関東地方に生息していた小型のタイプとは

異なるものであることを付記しておきます。

なお、キンギョはフナの飼育品種であり、独立した種類でなく、学名も未確定ではあります

が、本報告書では一応1種類として計数しました。

従来から関東地方に生息していたと考えられるタイプのキンプナ

(多摩川本流.1983年8月採集）

－73－



③魚類と生息環境

魚類は採集、観察、同定が容易で親しみやすい生物ですが、基本的に移動が自由で、水

質以外にも諸環境の複合によって生息が規定されるため、水の汚れの判定として扱うこと

は困難です。君塚(1987)7)

河川ではイワナ●ヤマメ（アマゴ）区、アユ●ウグイ区、コイ・フナ区といった区分け

がありますが、これは本来は河川形態と流程分布に対応する区分けであり、水質の汚れと

関係づけるのは正しくありません。ただし、強腐水性水域では魚類は種類数、個体数とも

著しく減少することは明らかです。君塚(1987)7）

以上の理由から今回の調査では魚類による水質判定は行いませんでした。
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④第一次・第二次調査との比較

昭和57年10月の結果を付表-13、昭和63年10月の結果を付表-14、出現種の変化を

表－20に示します。

各河川とも今回の調査でもっとも多くの種類が確認されました。

妙正寺川は、前2回の調査では魚類は1種類も確認されませんでした。今回の調査で初

めてドジョウが採集されましたが、上流の妙正寺池から流下してきたものと思われます。

平成6年調査年

月

昭和57年 昭和63年
最も採集さ
れた個体数
の多かった
種類

●

和 名 10月 6月 10月10月

●ドジョウ

善福寺川で最も採集された個体数の多かった種類（コイを除く）の変化は次のようでし

た。最も個体数の多かった種類は調査年によって異なりますが、下に示す4種類は、各年

とも比較的多くの個体が確認されています。なお、これ以外に、コイが各年とも比較的多

く生息しているのが確認されています。

昭和57年 昭和63年 平成6年調査年

月和 名 10月 10月 6月 10月

○○ ●モツゴ

最も採集さ
れた個体数
の多かった
種類
出現した種
類

●

ギンブナ ○ ○ ○q】

○ ○ ● ●ドジョウ

○

ヨシノボリ（榿色型） ○ ● ○○

神田川で最も採集された個体数の多かった種類の変化は次のようでした。今回は、前2

回の調査でほとんど採集されなかったオイカワとタモロコがもっとも多く採集されまし

た。なお、下に示す4種類以外に、コイが各年とも比較的多く生息しているのが確認され

ています。

平成6年

月

調査年 昭和57年 昭和63年

和 名 6月10月 10月 10月

○オイカワ ●

最も採集さ
れた個体数
の多かった
種類
出現した種
類

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

タモロコ ○○ ●

モツゴ ● ○ ○○

○
ヨシノボリ（榿色型） ○ ● ○ ○
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■

表－20魚類の出現種の変化

神田川善福寺川妙正寺川

昭和

63年

平成

6年

昭和

57年

平成

6年57年

昭和 昭和

63年

平成

6年

昭和

63年

昭和

57年学 名

Rhodeusocellatusocellatus

和 名

ﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ

科目No.

○○○ｺイｺイ1

○○ ○Gnathopogonelongatus

Tribolodonhakonensis

ﾀﾓﾛｺ2

○ｳｸﾞｲ3

○○ ○○ ○○ﾓﾂｺﾞ Pseudorasboraparva4

○○

ｐＳ

Ｏ
ＤｕＳＳ１１

十
Ｌ

Ｓ
ａ

ｕ
脈
ｐ
ｌ

ｙ
ａ

ｔａ
・
暇

ｌ
ｐ
ｌ

ｐ
Ｓ
・
ｌ

Ｓ

Ｏ
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｃ
ａ

Ｃ
Ｃ
ｒ

ａ
ａ
ａ

Ｚ
２
０

ｵｲｶﾜ5

○○ｶﾜﾑﾂ(A型）6

○○○ｷﾝﾌﾞナ7

○○ ○○○○ｷﾞンブナ8

CarassiuSauratuscuvieri

Carassiuscarassiusauratus

Cyprinuscarpio

○○ｹﾞﾝｺﾞﾛｳﾌ'ナ9

○○ ○○○ｷﾝｷﾞｮ(ﾋﾌﾞﾅ含む）10

○○ ○○ ○○ｺイ11

○ ○ ○○○○○MisgurnuSanguillicaudatuS

Silurusasotus

Oryziaslatipes

ﾄﾞｼﾞｮｳ トシ・ヨウ12

○○ﾅﾏｽﾅﾏｽﾅﾏｽ13

○ﾒﾀﾞｶﾒﾀﾞｶﾀﾞツ14

○Gaubusiaaffinisｶダヤシｶダヤシｶダヤシ15

○Poeciliareticulataグヲピー16

○ｵｵｸﾁﾊﾞｽ MicropterussalBoidesｽｽﾞｷ ｻﾝﾌｨｩｼｭ17

○○ ○ ○○○ﾖｼﾉﾎﾞﾘ<椅色型） Rhinogobiusbrunneusハゼ18

二

△ｳｷｺﾞﾘ(淡水型） Chaenogobiusurotaenia19

127710 8 14種 類 数 0 1iI

注,)和名 学名 配列は､益田一 尼岡邦夫 荒賀忠一 上野輝彌 吉野哲夫(1988)10)を参考にした。

注2）△印のｳｷｺﾞﾘは善福寺池の上池と下池の間の水路で採集された。

注3）昭和57年、昭和63年には善福寺池の上池と下池の間の水路で魚類|の調査は行わなかった。

杉並区環境部公害課（1983）：杉並区河川の生物（河川生物調査報告吾）
杉並区都市環境部環境保全課（1989）：杉並区河川の生物（第二次河川生物調査報告害）

興
典

出
出
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(6)水草

①調査結果

水草の出現種リストを表－21、出現状況（分布）を表－22に示します。

表－21水草の出現種リスト

妙正寺川 善福寺川 神田川

科 種 名 6月 10月 6月 10月 6月No. 10月

ﾄﾁｶｶﾐ ｵｵｶﾅﾀﾓ ○ ○ ○Egeriadensa ○1

○ ○ ○ｱｲﾉｺｲﾄﾓ ○2 Potamogetonorientalisﾋﾙﾑｼﾛ

ｴﾋﾓ ○ ○○ ○3 Potamogetoncrispus

ﾐクリ ﾅｶｴﾐｸﾘ ○ ○ ○4 Sparganiumjaponicum

各月の種類数 、 0 3 4 4 4

両月をとおしての種類数 0 4 41

注）水浬久井公昭・山崎正夫（1991）’ユ〕ユ2〕を参考に稽名を決めた。

出現種はオオカナダモ、アイノコイトモ、エビモ、ナガエミクリの4種でした。

妙正寺川には水草は生育していませんでした。

オオカナダモは両河川で6月、10月とも多くの地点で優占的に生育していました。

アイノコイトモは善福寺川では6月、10月とも多くの地点に生育していました。神田川

では6月には弁天橋でのみ生育していましたが、10月には錦橋を除く多くの地点に生育し

ていました。

エビモは善福寺川では6月には井荻橋、神明橋、和田掘橋、10月には神明橋から宮下橋

に生育していました。神田川では下流部の蔵下橋（6月）、弁天橋（6月と10月）に生育

していました。両河川とも6月に比べ10月には減少していました。

ナガエミクリは6月には神田川の井の頭線車庫脇でのみで生育していましたが、10月に

は本地点とその下流の錦橋の他、善福寺川の井荻橋でも生育していました。

善福寺川、神田川では定期的に藻刈りが行われており、水草の生育には人為的な影響が

大きいと考えられます。
一

②出現種

水草の出現種を写真－23に示します。
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表-22(1)水草の出現状況（分布）－6月一
調査年月日：平成6年6月14～17日

採集方法：目視観察

表示方法：群度

司｜ ’ 神田川普福寺池調査河川 吟正寺川 善福寺川

弁天橋錘倉橋 蔵下橋和田堀

橋 車庫脇

K－1

丼の頭線 錦 橋宮下橋春日橋 尾埼橋神明橋井荻橋原寺分

橋F池の間

上池と 寺分橋調査地点 松下橋

K－5K－4K-2 K-3Z－9Z-8Z-6 Z－7Z-5Z－4Z－3種名 St､NC Z－l Z－2科 M－1網尚

323 3 2333 34 4ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ 1ﾄﾁｶｶﾞﾐ 1

野
葉
鋤

1

242 2233ｱｲﾉｺｲﾄﾓﾋﾙﾑｼﾛ

2222 2エビモ

’
２
－
３
’

2

3

3ﾅｶｰｴﾐｸﾘﾐｸﾘ4

2 313 2 12 22330 1種類数 0 1

表－22(2) 水草の出現状況（分布)-10月一

調査年月日：平成6年10月17～20日

採集方法：目視観察

表示方法：群度

｜’
神田川善福寺川

弁天橋蟻倉橋 蔵下橋体の頭線

車庫脇

錦 橋宮下橋 和田堀

橋

春日橋 尾崎橋井荻橋 神明橋

橋

|謡：
沙正寺川 曽福寺池

寺分機 原寺分松下橋 上池と

下池の間

K-4 X-5K－2 K－3Z－9 K－1Z－7 Z-8Z－4 Z－5 Z－6Z－3科 ｜種名 St､NC M－1 Z－1 Z-2尚’綱

2 3 33 3 Z3 33 41 4ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ

、
も
、

ガカ杼
一

野
葉
鋤

1

3Z 2243 233ｱｲﾉｺｲﾄﾓﾋﾙﾑｼﾛ

12 1エビモ 1 1

ｌ
２
ｌ
３
ｌ

2

3

242ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ

和
昭
刀

自旬”〃

、
、
、

4

■
I■■

2 2 33

２２

3 23 3種類数 0 0 0 1 3

注）群度表示は以下の通り

5：調査区内にカーペット状に一面に生育しているもの

4：大きな斑状、またはカーペット状のあちこちに穴が開いているような状態のもの

3：小群の斑状のもの

炉⑧ ⑮Z：小群をなしているもの

1：単独で生えているもの 綴 翰
、

＆《

ｅ
の

噌

④
の
④

の

夕
⑫

妙
。

に穴がある状態に穴がある状態
||鮮度5:かﾍｯﾄ状｜群度4:ｶｰﾍｯﾄ状群度4：ｶｰﾍｯﾄ状群度5：ｶｰﾍｯﾄ状 群度2：ﾉ1群状群度2：ﾉ1群状

群度l:単独群度l:単独
I群度3:まだ利群度3：まだら状
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写真-23(1)罰

オオカナダモオオカナダモ

、
〆

ざ

I,
～ﾉシ

‐

、

串
や
壱
三劃
一
一
一

齢《や

一一 一

写真－23(2)
準

Ｒ
・

凸
寸

華

●

。や一 宅

載酎〔
■一℃

オオカナダモ
●･り■

p9

I pL

－

口■ ～

← ①

■ 肉 ■｡

ﾛﾛ･

畠・
ざ ら

宴一V..
〆〆国一凸

､簿戸今4醗可， 号､～＆

南米原産。日本には雄株が帰化。北海道を除く各地の湖沼、溜め池、河川、水路に侵入

して定着し、時に純群落を形成します。花期は5～10月。植物体は冬季も枯れず、そのま

ま越冬します。日本へは植物生理学の実験植物として導入されました。野生化は1940年代

までさかのぼることができます。問題雑草として注目されるようになったのは1970年代に

琵琶湖で大繁茂してからですが、それ以前に九州北部や中国地方西部にはかなり広がって

いたと思われます。日本では切れ藻による栄養繁殖で分布を広げました。‘3）
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写真－23(3)

ﾚｲﾉ'ｲﾄﾓアイノコイトモ

一一、

、

、

写真－23(4)

ﾄｲﾉｺｲﾄﾓ1アイノコイトモ

全国の河川や水路、まれに湖沼や溜め池にも生育する沈水植物。

花は開かない場合が多く、開いても花粉が不稔で結実しません。13

花期は7～9月ですが

）
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写真－23(5)

|ｴﾋﾓ’

P

r

＝

｡

司 国

写真－23(6)

国

全国の湖沼、溜め池、河川、水路などさまざまな水域に生育する沈水植物。流水域には

もっとも普通の種類で水質汚濁にも強い。花期は5～9月。晩春から殖芽を形成し始めま

す。止水域では初夏までに多くの殖芽を形成し植物体は枯死し、秋になって殖芽が発芽し

翌春まで成長を続け、殖芽が越夏芽の役割を果たします。流水域では夏も消えることな

く、秋まで殖芽の形成を続けながら通年生育し、殖芽は栄養繁殖の手段となります。13）
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写真－23(7)、

ナガエミクリ

匡

、

1

一二

写真－23(8)

ナガエミクリ

（沈水状態）

北海道南西部と本州以西の湖沼、溜め池、河川、水路などに生育する多年生の抽水～浮

葉植物。特に流水域における出現頻度が高く沈水状態もみられます。神田川では沈水状態

で広くみられます。花期は6～9月。’3）
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③水草による水質判定

水草と水の汚れには表－23の関係があります。

表－23水草と水の汚れ（東京都環境保全局 1985)14)

α一中腐
水性水域

強腐
水性水域

β－中腐
水性水域

－－－ 水域 貧腐

種名～－－－ 水性水域 生育場所

流れがあり、底が砂泥セキショウモ ｰ■■■■■■■■■■■■■■■→

1

’
冷水、湧水オランダガラシ ｰ■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■‐

1 1

｜ ’
流れが弱く、底が砂泥コカナダモ ｰ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ｰ

1 1

’
流れがある所にも生育エビモ○ ｰ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■一

I

流れが弱く、底が砂泥オオカナダモ○ ｰ'■■■■■■■■■■■■■■■■■■■'■■I■■■■■■一

1 1

｜ ’
流れが早い所にも生育ヤナギモ ←■■■■■■■■■'■■■■■■■■■■■■■■■‐

1 1

注）○は今回調査の生育確認種、－－一は生育範囲

妙正寺川（松下橋）は三面張護岸で川底に砂泥が堆積していないため、水草はまったく

みられませんでした。善福寺池の水路では6月にはオオカナダモが1株生育していました

が、夏季に水が酒れたため、10月にはみられませんでした。善福寺川では最上流の寺分橋

を除き、オオカナダモとアイノコイトモを中心とする水草が生育しており、水草からみる

と、β一中腐水性水域～α一中腐水性水域であることを示しています。神田川では全地点

とも水草が生育しており、水草からみると、β一中腐水性水域～α－中腐水性水域である

ことを示しています。
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－

4．生物学的水質判定と水質(BOD)との比較

昭和57年、昭和63年の底生動物の簡易法による水質判定結果を付表－6～付表－8に、付

着藻類（珪藻）の有機汚濁指数による水質判定結果を付表-11、付表-12に示します。理化

学的な水質指標としてBOD(細菌が水中の有機物を分解する時に消費する酸素量：有機物

量＝汚濁の目安）の年4回の平均値（2月、5月、8月、10月）の経年変化を付表-15、

図－8に示します。

BODの年4回測定平均値による水質階級（表-1参照）と底生動物、付着藻類による生

物学的水質判定結果を各水系別にまとめて以下の表に示します。

妙正寺川では平成5年を除き、BODは年ごとに低下傾向にあります。付着藻類による水

質判定はBODと対応していますが、底生動物ではBODより汚濁されている判定結果でし

た。

調査年 昭和57年 平成6年昭和63年

地点名 項目 5 月 10月 10月 6 月 10月

松下橋 平均BOD I/n I/nⅡI

I:貧腐水性水域

Ⅱ：β一中腐水性水域

Ⅲ：α一中腐水性水域

1V:強腐水性水域

底生動物 m/W 111/W Ⅲ／ⅣW W

付着藻類 I/nⅢ Ⅱ Ⅱ

善福寺池の水路では、BODは年ごとにほとんど変化がありませんでしたが、今年（平成

6年）は高くなりました。付着藻類による水質判定ではBODよりきれいに、底生動物では

より汚濁されている判定結果でした。

調査年 昭和57年 昭和63年 平成6年

地点名 項目 5 月 10月 10月 6 月 10月

善福寺

上池と

下池の

間 の

水 路

平均BOD II ⅡI

貧腐水性水域

β一中腐水性水域

α一中腐水性水域

強腐水性水域

I

II

III

Ⅳ

底生動物 Ⅳ W 1V 1V 1V

付着藻類 I/n I/II I/III
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善福寺川のBODは井荻橋、尾崎橋では年ごとにほとんど変化しませんが、上流の善福寺

下池池尻では昭和63年以降急激に低下しています。付着藻類による水質判定ではBODと対

応していますが、底生動物ではより汚濁されている判定結果でした。

平成6年昭和63年昭和57年調査年

｜

’6 月 10月’ 10月 10月地点名 項目 5 月一
I/n寺分橋 平均BOD ⅡⅢ

m/W底生動物 Ⅳ WⅣ Ⅳ

I/n I/n付着藻類

I/nI/n平均BOD井荻橋 I

底生動物 m/W Ⅲ ⅡIⅡI |Ⅱ’

I/n m/W付着藻類 I/nⅡ

底生動物春日橋 Ⅳ Ⅳ ⅢⅣ Ⅳ

I/n付着藻類 I/n ⅡⅡ

I/n I/n尾崎橋 平均BOD Ⅱ

Ⅲ／Ⅳ底生動物 W Ⅳ W W

I/n付着藻類 I/n I/nⅡ

I:貧腐水性水域

和田堀

橋

底生動物 m/W Ⅱ：β一中腐水性β一中腐水性水域

Ⅲ：α一中腐水性α一中腐水性水域

Ⅳ：強腐水件水域強腐水性水域

m/1vⅢ Ⅲ Ⅲ

付着藻類 I/n I/n I/nⅡ
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神田川のBODは上流の宮下橋（井の頭線車庫脇の上流の橋）では昭和60年以前は非常に

高い値でしたが、昭和61年以降は徐々に低下しています。下流の弁天橋も低下傾向にありま

す。井の頭線車庫脇では生物とBODの判定結果が年ごとに異なった関係を示しています。

他の地点では付着藻類による水質判定はBODと対応していますが、底生動物ではBODよ

り汚濁されている判定結果でした。

調査年 昭和57年 昭和63年 平成6年

’

1地点名 項目 5 ’月 10月 10月 6 ’月 10月

線車庫

脇

井の頭 平均BOD I/n I/IIⅣ

底生動物 111/WW W 1I1 Ⅲ

付着藻類 I/II I/nIⅡ Ⅱ

鎌倉橋 底生動物 In/1VⅣ Ⅳ ⅡI IIIHI

付着藻類 I/n I/n I/III

弁天橋 平均BOD I/n I/nⅡ

I:貧腐水性水域

底生動物 In/1V Ⅱ：β一中腐水性β一中腐水性水域

Ⅲ：α一中腐水性α一中腐水性水域

Ⅳ：強腐水件水域強腐水性水域

Ⅳ 1V 1I1 IH111

付着藻類 I/n I/II I/11 I/II

理化学的要因（有機物量=BOD)と生物（底生動物・付着藻類）による水質判定結果の

違いには以下のような理由が考えられます。

○付着藻類

′・顕微鏡的な大きさ（小型）で、水中のごく狭い範囲に生育している。

・種の分散が容易（胞子は空中を飛ぶので外部からの侵入が容易）。

・生活史が短い。

→増水などのダメージにも短期間（一般には2週間程度とされています）で回復する。

“ 河川の状況が回復すれば、そこの水質（主に有機汚濁）と対応した種類が生育する。
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○底生動物

型）で、水中のある面積の範囲に生息している。

親が空中を飛ぶ昆虫もトンボを除き移動距離が短い）。

か月～数年）。

肉眼的大きさ（大

種の分散が困難（

生活史が長い（数

水中の環境の他に、昆虫では親が生活する陸上の環境も重要である。

－ジを受けると回復が困難で、河川の状況が回復しても、そこの水

濁）と対応した種類が生息するにまでに至らない。

は定期的に増水が起きるので、生息できる底生動物の種類が限定さ

→増水などのダメ

質（主に有機汚

→杉並区内の河川

れる°
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5．まとめ

(1)調査結果のまとめ

平成6年6月、10月に杉並区内の河川（妙正寺川・善福寺川．神田川）で底生動物、付着

藻類、魚類、水草（沈水植物）の調査を行いました。結果をまとめて示します。

一水温一

調査河川 6月 10月

妙正寺川 気温に比べ著しく高い 気温より2℃低い

福寺池の水路から神明橋まで低下

善福寺川 気温の変化と異なり、湧水の影響で善 水量の少ない善福寺池の水路を除き、

気温より2～4℃低い

神田川 気温と対応した変化 気温の変化と対応なく18.6～19.4℃

一透視度一

調査河川 6月 10月

妙正寺川 50以上 50以上

善福寺川

で低い

降雨の影響で善福寺池の水路と寺分橋 50以上

神田川 中流の鎌倉橋と蔵下橋で低い 降雨の影響で井の頭線車庫脇～鎌倉橋

で低い

一底生動物一

調査河川 6月 10月

妙正寺川 ［ｻｶﾏｷｶｲ・ｲﾄﾐﾐｽ科・ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科］

妙正寺池から流下したﾄﾝﾎの幼虫

(α一中腐水性水域／強腐水性水域）

池
路

詩
水

＃善
の ［マメｼｼﾐ・ｲﾄﾐﾐｽ科・ｸﾘﾌﾄﾃﾝﾃｨﾍｽ属］

人為的に放流したへｲｹﾎﾀﾙ

（強腐水性水域）

［ｲﾄﾐﾐｽ科］

夏季の渇水で生物相に変化あり

（強腐水性水域）

善福寺川 ［ｲﾄﾐﾐｽ科・ｼﾏｲｼﾋﾙ・ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科］

(α一中腐水性水域／強腐水性水域）

神田川 ［ｲﾄﾐﾐｽ科・ｼﾏｲｼﾋﾙ・ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科・ｻﾎｺｶｹﾛｳ・ｺｶｹﾛｳ属］

’（貧腐水性水域/α-中腐水性水域）(α一中腐水性水域）

［］優占種、（）水質判定
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一付着藻類一

調査河川
一一

妙正寺川

10月6月

［藍藻・緑藻］
(貧腐水性水域／β一中腐水性水域）

［珪藻］
(β一中腐水性水域）

池
路

詩
水

一書の ［珪藻］ ［珪藻・緑藻］
珪藻の優占種は善福寺池から流下した種類
（貧腐水性水域／β一中腐水性水域）

［紅藻・珪藻・緑藻］
(貧腐水性水域／β一中腐水性水域） （貧腐水性水域／β一中腐水性水域）

井荻橋は（α一中腐水性水域／強腐水
性水域）

［紅藻・珪藻・緑藻］
（貧腐水性水域／β一中腐水性水域）

善福寺川

神田川

［］優占種、（）水質判定

－魚 類一

10月6月

採集されず

調査河川

妙正寺川 妙正寺池から流下したと考えられるド
ジョウ

ドジョウ

ヨシノボリ（榿色型）
ヨシノボリ（榿色型）
ウキゴリ（淡水型）

池
路

詩
水

＃善
の

［ドジョウ］・コイも多い
上流の寺分橋・原寺分橋には善福寺池から流下してきたと思われる小型種が生
息、井荻橋～宮下橋は種類数が少ない、和田堀橋の人工深所は魚が集まってお
り種類数が多い

［タモロコ］．コイも多い｜ ［オイカヮ］・コイも多い
タモロコ・オイカワ・カワムツ(A型）など遊泳性の魚類が多い
オイカワは再生産している可能性がある

善福寺川

神田川

［］もっとも採集された個体数の多かった種類

一水草一

10月6月調査河川

なし妙正寺川

なしオオカナダモ（1株）

池
路

誇
水

＃善
の

オオカナダモ・アイノコイトモ
エビモ・ナガエミクリ

オオカナダモ・アイノコイトモ
ェビモ

善福寺川

神田川 オオカナダモ・アイノコイトモ・エビモ・ナガエミクリ
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第一次調査（昭和57年）、第二次調査（昭和63年）との比較を示します。

底生動物

善福寺池の水路で昆虫類のセンブリ・ヘイケボタルが採集されたこと、神田川で昆虫類の

カケロウ類が多く採集されたことを除き、変化は大きくありませんでした。神田川は前2

回に比べややきれいな水質判定結果でした。

付着藻類

出現種には変化がありましたが、妙正寺川以外は優占種に共通の種類もみられました。水

質判定には変化はありませんでした。

魚 類

妙正寺川では初めてドジョウが採集されましたが、妙正寺池から流下したものと思われま

す。善福寺川、神田川ではオイカワ・カワムツ(A型)･ゲンゴロウブナ・ナマズ、善福

寺池の水路ではウキゴリ（淡水型）が初めて採集されました。善福寺川では以前に記録さ

れた小型魚（メダカ・カダヤシ・グッピー）及びウグイ．オオクチバスは採集されません

でした。
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(2)魚類を中心とする生物の棲みやすい河川

魚類を中心とする生物の棲みやすい河川の条件として考えられる主な内容を表－24に示し

ます。

表－24 魚類を中心とする生物の棲みやすい河川の条件

魚 類 に 対 す る 影 響条 件

魚類は水の中に棲む生き物で、溶存酸素やBODなどの水質は生活

に大きく影響します。汚濁の進行した環境には耐性の強い種類しか

生息できません。

水質が良好①

魚類は水温が異常に高くなったり低くなったりする環境では生活で

きません。また、水温の急激な変化にもついていくことができませ

ん。

適切な水温②

多くの魚類が生息できるためにはそれなりの空間が当然必要です。

水量が豊富であれば、水温や水質の変化が起こりにくく、安定した

環境が維持されます。

流量が豊富③

流れが直線的な都市河川では、大雨による増水で小魚や稚魚は下流

へ流されてしまいます。蛇行した流れや、障害物により、部分的に

流れの緩やかな場所が作られることが不可欠です。

増水時の避難

場所

④

魚類は瀬を採餌場や産卵場として、淵を休息場や避難場として利用

します。深い淵は、環境の不安定な都市河川においては、特に大切

な空間といえます。

瀬と淵⑤

砂、泥など多様であれば、それぞれの底質を好む種類が

種類は豊富になります。魚類が食べる餌の種類も豊富に

底質が礫、

すみつき、

なります。

底質が多様⑥

水草は魚類の産卵場、採餌場、避難場などいろいろな役目を持って

います。特に小型の魚類や稚魚にとっては水草は大切な存在です。

水草が豊富⑦

水際の土の緩傾斜地は小魚の安全な逃げ場所になる浅場を提供しま

す。傾斜が緩やかであることにより、水位が変動しても、常に浅場

が保たれます。

土の緩傾斜の

水際

⑧

堰や落差工などで水路が分断されると、生息環境が悪化した場合

に、環境の良い場所に移動することができません。その他に、繁殖

活動を行うための場所への移動なども妨げられてしまいます。

⑨ 移動が自由
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今回調査を行った15地点について、表－24に示した条件がどの程度満たされているかを

表－25に示します。

表－25 魚類の生息環境としての地点評価

－－

1

1
善福寺川 神田川

調査地点

調査河川 沙正寺川善福寺池

弁天橋

橋 車庫脇

鎌倉橋 蔵下橋春日橋 尾崎橋 宮下橋 和田堀 体の頭線 錦 橋神明橋

下池の間

井荻橋松下橋 上池と 寺分橋 原寺分

橋

K-4Z－8 Z－9 K-2 K－3Mql河川条件 St・NC Z－6
T 可

ムーノ K－1Z－5W－l
7 1

4＝1 Z－4Z－2 Z－3

水質が良好 ○ ○ ’ △ △ ’ △ △ ’， △ △ △ △△ △ △ △

水昼が適切② ○ ○ △△ △ △ △△ △× △ △ △

○ ○○○ ○ ○ ○3 流量が豊富 ○ ○ △× △ △

○増水時の避離場所⑳ △ △ ×△ △ ××× △ × ×△ △

○瀬と淵 △3 △ △ △ △△ △× △× △ ××

○ ｜｜ △ ○底質が多襟 ○ ○⑧ ○ ○ ○ △△ ×× × ×

購一△｜△○△△○○△

K－5

△

△

○

△

△

○

○○ ○ ○ ○ ○水草が豊富 △⑦ ○ ○ △△× △ × ×

土の緩傾斜の水際 △3 ×○ △ △× × ××× × ××× ×

○ ○ ○ ○移動が自由 ○○ ○ △9 ○ △ △△ △ △ ‐

’
参考

５
４

Ｐ
『
甲4魚顛の出現種類数（6月）

３

6 51 9 40 311 321 3
２ ７

6

魚類の出現種類数(10月） 61 6 43 5 32 1 131

２

51 4
｣

&l)各条件について簡単に3段階に評価し、良好なものに○、良好でないものに×、中間的なものに△を記した．

庄2〉各条件の評価は調査員が現場観察により判断したものであり、詳細室涌定を行った場合の結果とは異なる可能性もある

以上の結果は、今回調査を行った15地点の中で相対的に比較し評価したものであり、○印

をつけた条件についても生息環境として充分に適しているとはいえないものもあります。今

後、不十分なところを改善していくことにより、さらにより多くの生物が棲める河川になる

ものと思われます。
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付表－1 魚類の測定結果－6月一

調査年月日：平成6年6月14～17日

調査方法：投網．手網

(”）

番
号 全長 体長

(m､）

体敢

(9)

体重

(9)(m■）

番
号 全長 体長

(■､）

体重

(9) 調査地点 和名調査地点 和名調…|"i､|,|::|W51
体長

(m､）

番
号 全長

(m､）調査地点 和名

０
３
０

１
６

和田堀橋

（Z-9）

ﾖｼﾉﾈ・リ

（橿色型）
３
ｌ
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６

詑
一
卵
一
“
一
”

43 1．6

42 1．3

37 0．9

29 0．4

合計6種類

63

58 4．5

56 3．6

55 3．6

166 159．0

146 116．0

99 32，0

262 612．0

合計3涌顛

82 8．9

72 7．9

69 6.5

66 4．9

61 4．8

63 4．6

62 3．8

60

58 3．5

74 7．2

126 48．6

119 40．6

120 39．3

117 38．8

116 34．1

112 32．8

105 21．8

106 22．7

104 24．6

99 21．8

89 16．0

160 88．6

139 54．8

145 88．0

98 31．4

791 19．4

ナブカ
〃

○
７
回

ア
ゴ
ソ
ソ

ギ
ゲ

llll
原寺分橋

（Z-3）

岬一岬一脈一Ｗ｜ｗ｜帥一柳

97

３
０
１

31．

142

１
２
０102．

580

５

5，610．

545

284 650．

42

39 1.

合計7種類

495

154 34．

138

123 16．

115 12．

112

100 10.

３
’
１
’
’
’
２

ず

(M－1）

コイ合計0種類

０
０5，380．

０
０

８
５

３
６

５０
２
１
１
１
０
０
９
９
８

３
２
２
２
２
２
２
１
１
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

踊
一
旧
一
畑
一
肥
一
Ｗ
｜
Ⅳ
一
脆
一
舶
一
脂
一
脂

い一叩一山一叩一山一叩一“一山一叩一山

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ

（檀色型）

上池と

下池の間

水路

(Z-1)

３－’’２ 井の頭線

車庫脇

･(K-1)

ﾀﾓﾛｺ

加一花一”｜師一小一皿一”｜城

5．0

和
一
幅

’
’
’
２
ｌ
３
ｌ
４
－
１
ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
１

1．

叩一Ｍﾖｼﾉﾈ・リ

（檀色型）

3，550． 0井荻橋

（Z-4）

コイ

”｜郷一純一叩一岬一唖一ｍ
ｌ
ｌ
１
－
２
ｌ
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
’
’
６

ｷﾞﾝﾌ'ナ

27．

岬一癖一岬

ﾄ'シ．ヨウ

ｹﾞﾝｺﾞﾛｳﾌﾟﾅ

14．
岬一岬一Ⅲ35 0．8ｳｷｺ・リ

（淡水型）

441

錦橋

(K-2）

兜一師一別一祁一沌一”｜洞一羽一開一朋一脇一叩一Ｗ一叩一Ⅷ｜、｜幽一皿一噸一畑一ｍ｜蠅一岬一蠅一”｜Ⅷ

ﾀﾓﾛｺ

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
Ⅲ
｜
皿
一
ｌ
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２

合計2種類

112 44，8

103 29，8

130 17．2

1】2 11．6

合計2種類

148 25．9

130 17．0

118 12．9

119 15．7

114 10．9

109 9．8

105 9．6

104 9．3

104 8．9

102 9．7

98 6．8

87 5．4

86 5．0

合計1種類

155 143．7

118 53．9

103 38．8

101 36．6

116 45，6

173 37．0

161 34．3

144 24．5

141 21．9

138 26．6

129 18.8

123 16．0

117 14．7

114

116 9．0

合計3種類

125 15．5

119 12．7

合計1種類

220 363．0

194 301.0

202 281．0

190 273．0

188 206.0

180 162．0

174 178．0

172 166．0

174 175．0

136 101．0

124 81．0

110 73．0

283

15 〈0．1

366 481．0

44 1．8

44 1．9

合計2種類

44 2．4

42

03

神明橋

（Z-5）

ｷﾝﾌﾞナ

ｌ－２ｌ１ｌ２

Ⅷ｜伽一ｍ一ｍ

ﾀｲﾘｸﾊ鍔ﾗﾀﾅｺﾞﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ1 56 44 2.4

2 47 3737 1．41．4

1 94 7575 9．09．0

2 80 6666 7．07．0

3 78 6363 5．95．9

4 76 6060 5．45．4

5 75 6161 5．55．5

6 75 6161 5．35．3

7 74 6262 5．35．3

8 74 6060 5．05．0

9 73 6060 5．45．4

10 73 5959 4．84．8

11 72 6060 5．95．9

12 72 5656 4．64．6

13 70 5757 4．94．9

14 68 5656 3．73．7

15 64 5252 3．13．1

16 62 5252 3．23．2

ﾓﾂｺﾞ 1 77 6262 5．55．5

2 61 5050 2．62．6

オイカワ 1 65 5252 2．22．2

1 166 142 27．427．4

2 119 103 9．59．5

3 116 9898 8．98．9

4 100 8686 6．36．3

1 59 4747 3．03．0

2 58 4646 2．82．8

3 57 4747 2．92．9

4 57 4545 2．72．7

5 55 4444 2．32．3

6 54 4545 2．42．4

7 53 4343 2．12．1

8 52 4343 1．91．9

9 52 4242 2．12．1

10 52 4242 2．12．1

11 49 4141 1．51．5

12 49 4040 1．41．4

13 49 3838 1．81．8

14 47 3939 1．61．6

15 47 3838 1．51．5

16 46 3838 1．41．4

17 42 3535 0．90．9

18 40 3333 0．90．9

19 39 3232 0．70．7

20127 2222 0．20．2

合計6種類

F分橋ﾀｲﾘｸﾊｰﾗﾀﾅｺ’1 55 43 2.8

1-3） 1 84 67 9．1

2 72 58 5．3

3 70 57 5．1

1 88 71 8．8

2 82 65 7．4

3 80 64 6．5

1 182 142 128．7

2 142 112 49．7

体長＝標準体長，体重＝活魚の湿重量

ナ橋寺分橋

-2）（Z-2）

トシ・ﾖウタモロコﾀﾓﾛｺ

肺
一
脚

3．7
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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２
３
４
５
６
’
７
８
９
０
１
２
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１
１
１
１

ﾓﾂｺﾞ

ｵｲｶﾜ

諏
一
神 ｶﾜﾑﾂ(A型）尾崎橋

（Z-7）
|ｷﾞﾝﾌﾞﾅ

ｌ
－
２
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
’
’
９
｜
｜
Ⅲ

ｗ｜蝿一唖一岨一伽一叩一Ⅷ｜姉一皿一㈱｜ｗ｜噸一ｍ一唖一蝿

キ・ンﾌﾞナト'ヅョウ卜'ヅョウ

ｷﾝｷ'目キンギョ

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ

（檀色型）

50 1．71 64トシ・ヨウ

ﾖｼﾉﾈ・リﾖｼﾉ*・リ

（榿色型）（榿色型） 合計7種顕

90 14．8

90 12，8

79 9．1

77 8．1

71 6．7

64 5．3

63 5．3

57 3．6

84 13．0

163 131．7

22 0．3

541 3．0
521 3．2

鎌倉橋

（K-3）

順一叩一鯛一郎一師一両｜巧一開一皿一畑一”一Ｍ｜唾

タモロコ

ｌ
－
２
ｌ
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ｌ
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ｌ
ｌ
５
ｌ
６
－
７
ｌ
８
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
－
２
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ｵｲｶﾜ

’
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７
９

４
３

１
１

１
２宮下橋

(Z-8) ｺイ

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ

（檀色型）

和田堀橋

（Z-9）

ｷﾞﾝﾌ'ナ

ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
３
ｌ
ｌ
４
－
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ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
Ⅲ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
１
ｌ
１
’
２

刎一加一睡一加一郡一郡一加一狐一ｍ｜加一皿一叩一蝿一肥一細一流一別

合計4種類

431 2．1
371 1．4

蔵下橋

（K-4） 1コイ
|ﾀｲﾘｸﾊｰﾗﾀﾅｺﾞ’11

’11 淵
41

|ｮ縄型)’!’‘，’
ﾖｼﾉﾈ・リ

（榿色型）

1 47 1．1

合計3種願

85 11．0

182 130．8

115 100．0

76 10．0

328 1，250．0

168 156．8

110 10．0

合計5種飯

弁天橋

(K-5)

ﾀﾓﾛｺ

ｶﾜﾑﾂ(A型）

１
－
１
｜
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
２
－
１

皿一畑一ｍ｜兜一畑一小一Ⅷ

原寺分橋

（Z-3） タモロコﾀﾓﾛｺ

ｷﾝｷﾞｮｷﾝｷﾞｮ

ｺイ

刻一酎一称

ﾓﾂｺ′ﾓﾂｺ′

ﾄ'シ・ヨウ

ﾖｼﾉﾈ・リ

（橿色型）

キ少ンﾌ・ナｷﾞﾝﾌ・ナ

生）
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付表－2 魚類の測定結果-10月一

調査年月日：平成6年10月17～20日

調査方法：投網・手綱

体長

(■■）

体重

（9）

番
号 全長

(■■）

体重

(9)(■■）

全長 体長

(■■）

番
号 ｜和名｜：|謡|儒’

全長

(■■）

体長

(■■）

体重

（9）

番
号

和名調査地点調査地点 和名和名調査地点

1 111 97 5．7

2 104 90 6．6

3 100 88 5．0

4 91 78 3．1

5 82 71 2．6

6 73 63 1．8

合|計1種類

|ﾄｼ'ﾖウ lll14711241 11.6

｜,，
錦橋

(K-2）

キ謬ンﾌﾞナキ謬ンﾌﾞナ 1010 2626 21ドジョウ 45 0．8

44 0．8

43 0．7

38 0．4

合計1種類

71 12．0

66 12．0

65 9．0

113 45．0

101 40．0

98 34．0

95 34．0

90 34．0

90 31．0

47 0．7

46 1．0

45 0．7

44 0．6

43 0．5

40 0．5

39 0．5

38 0．4

37 0．4

36 0．3

36 0．3

36

48 2．4

43 2．0

5．6

2．4

1．6

155 114．0

7．2

1．9

1．8

1．2

1．2

0．8

0．4

0．4

2．2

1．8

1．6

1．4

1．2

1．1

1．0

1．0

0．8

0．9

0．7

0．7

0．7

0．6

0．5

0．4

0．3

0．3

2．7

1．9

206．0

182．0

173．0

41 2．5

2．0

1．9

35 1．6

0．9

1．0

宮下橋

（Z-8）
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一
別
一
印
一
妬

６
’
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－
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（M-l）

合計5種類
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ｌ
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ｌ
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ｌ
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キ．ンﾌﾞナ

５
３
５

１
３
２合計2種類

44 2．5

36 1．3

41 0．9

35 0．6

27 0．3

20 0．1

18 0.1

51 4．2

161 36．8

158 36．6

152 35．0

129 25．1

132 24．6

128 18.4

119 13．1

114 16．9

113 13．3

105 13．3

73 4．2

60 2．5

48 2．4

39 1．5

38 1．1

34 1．1

ﾖｼﾉ*･リ

（檀色型）
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ノ
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合計4種類

62 4．1

58 3．0

52 2．1

36

88

35 0．3

}'シ'ヨウ

蔵下橋

（K-4）
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刑
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一
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一
佃
一
皿
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伽

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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ｌ
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ｌ
ｌ
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ｌ
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〃
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０
【
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●
ゾ
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“
〃
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体
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ｶﾜﾑﾂ(A型）

トシ・ヨウ

ﾖｼﾉﾈ・リ

（橿色型）

54 451 1．6

合計4種類

60’ 4．1

57 4．1

250 635．0

159 184．0

156 161．0

132 86．0

122 62．0

111 42．0

155 24．3

100 7．7

91 6．5

88 5．4

81 4．6

70 3.0

72 3．0

70

69 2．5
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60
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－
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ｌ
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ｌ
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ｌ
２
ｌ
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ｌ
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皿
一
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合計4種類合計4

1 76 6262

2 63 5050

3 52 4343

キ・ンﾌﾞナ 1 195 155

合計2種類合計2

1 86 6969

2 53 4242

3 52 4242

1 48 3838

2 47 3737

3 42 3333

4 38 3030

5 36 2929

1 61 4949

2 59 4747

3 55 4444

4 53 4343

5 51 4141

6 49 4040

7 48 4040

8 46 3838

9 46 3737

10 45 3636

11 45 3535

12 43 3535

13 42 3535

14 39 31．31．

15 39 3131

】6 36 2929

17 33 2727

18 32 2828

1 64 5151

2 56 4444

1 241 187187

2 223 168168

3 221 174174

4 55 41

5 49 3737

6 49 3636

7 44 35

8 37 2828

9 37 2727

井の頭線

車庫脇

(K-1)

コイタモロコタモロコ

トシ・ヨウﾖｼﾉﾎｼﾘ

（榿色型）

”一賑
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合計1種類

2．8

“｜湘

2．72．7

2．02．0
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合計1種類
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62 1．8

53 1．1

合計1種類

1211 35．1
61 1．9

61 1．8

60 1．4

59 1．5

53 1．4

54 1．4

50 1．1

50 1．0

47 1．0

47 0．9

371 0．5
合計1種類

134 23．7

86 5．7

55 1．4

43． 0．6

47 1．0

春日橋

（Z-6）
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注）体長＝標準体長，体重＝活魚の湿重量
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付表－3 昭和57年5月の底生動物の出現状況
調査年〃日：昭和57年5月25日

採集方法：サーバー･ﾈｯﾄ(25c■×25cE,2箇所）

単 位：個体数/nf

I
神田川善福寺川吟正寺川 旨福寺池調査河川

調査地点
方南

第一橋

錘倉橋件の頭纏

車庫脇

和田堀

橋

尾埼橋春日橋井荻橋寺分橋上池と

下池の間

松下橋

|ー－ ’
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ａ

ａ
ｄ

ｒ
凸
ｌ

ｕ
Ｃ

心
■
＆
Ｄ
０
ｓ

ｈ
〃
Ｉ

Ｃ
。
ｌ

ａ
ｂ

ｒ
ｕ

《
け
Ｔ
凸

ｴﾗﾐﾐｽ‘ｲﾄﾐﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ7

5．7522,8481，7282．1101，48068018．624 3923,55217,855

｜娠一 ｲﾄﾐﾐｽﾞ科
11，040ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 Naididae

8ﾌﾄﾐﾐｽﾞ科 Keg“colecidae

’
８
’
９
｜
Ⅲ
’

8

9

10

64ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ属 HaplotaxissP，

Alboglossiphonialata

ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ

皿
一

256
ﾊﾊ・ヒロﾋﾞルｳｵﾋﾞﾙﾋル12

8Helobdellastagnalisﾇﾏﾋﾞﾙ

｜咽一 13
8832328 1125281686.008872ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ Erpobdellalineataｲｼﾋﾞﾙ14

272 776961283921842，608Asellushilgendorfiiミズムシﾜﾗｼﾞﾑｼ甲殻

隔
一

248ﾁ■ｳﾊﾞｴ科 P”chodidae昆虫 ﾊエ16

1．0245761929602081284896ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 TanyPodidae

8，13515．0803．2002，660 6642，560720Chirono■u8yoshi■atsui

一一 一

｜坤一 ｾｽｼﾞﾕｽﾘｶ

｜Ⅳ｜肥一

17

18

7047．23096ﾕｽﾘｶ風 Chirono■usS”

Ⅲ
’

16，78418，8085，1603，53423，3661，90412，02821．2566，716合計（個体数／㎡）

種類数

18，672

｜‘’65

●
『
同
』75 811563

注）以下の科（亜科）には次の種類も含めた．

・イトﾐﾐｽﾞ科:Tubificidae(ｲﾄﾐﾐｽ･E:TubifexsP.,ユリﾐﾐｽﾞ属:Limnodriussp.)

．ﾐｽﾞﾐﾐｽ'科:Naidiae(ﾐｽ'ﾐﾐｽ.g:Naissp.）

・ﾌﾄﾐﾐｽﾞ科:Megascolecidae(ﾌﾄﾐﾐｽﾞ肩:Pheretiaasp.）

・ﾁｮｳﾊﾞｴ科:Psychodidae(ﾎｼﾁｮｳﾊﾞｴ:Psychodaalternata)

・ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科:Tanypodinae(ﾋﾒﾕｽﾘｶ属:Penaneurasp.)

出 典：杉並区環境部公害課（1983）：杉並区河川の生物（河川生物調査報告害）［一部改変］
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付表－4 昭和57年10月の底生動物の出現状況

調査年月側：昭和57年10月20日

採集方法：サーバー･ﾈｯﾄ(25c■×25cB,2箇所）

単 位：個体数／耐

神田川讐福寺川卜正寺川卜 福寺池正寺川調査河川

調査地点 方南

第一橋橋 車庫脇

春日橋 尾崎橋 和田堀 体の頭線 鎌倉橋寺分橋｜井荻橋井荻橋

下池の間

上池と 寺分橋松下橋

K－5Z－7 Z－9 K-1 K－3Z-4 Z－6Z-2St･NC M－1 Z－1和名 種 名綱 目池

6，584Sinotaiaquadrat8historic8ﾋﾒﾀﾆｼﾆナ

280カワニナ Se■isulcoSpiralibertin8

8 24 857696160ｻｶﾏｷｶ雀イ Physaacut8

ｌ
１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ

ﾏｷｶﾞｲ1

2

ﾓﾉｱﾗｶ・イ81

8 1632ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ RadixauricuI8ri8j8PoniC8

４
’
５

32 8ｶﾜｺｻ'ラ Ferrissinanlpponlc8

24ﾋﾗﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ Gyrauluschinensls

576マシヅミﾊﾏｸﾞﾘ Corbicul81eana

卜'フ‘シジミ 88Sph8eriu■lucustrejaponicu■

8ｴﾗﾐﾐｽﾞ 24イトミミス′ Br8chiuraso■erbyi 336

5，768 4408 6，400ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 28，352 1．808 1，488816 12，648 440Tubificid8e

16 80ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 N8ididae

ﾌﾄﾐﾐｽﾞ科 16Meg8scoleCid8e

ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
肥
一
皿
一
肥
一

6

ﾆﾏｲｶﾞｲ

７

8

ミミス'9

10

11

12

ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ属 72H8plotaxissp13

40 8 32ﾊﾊﾞﾋﾛﾋﾞﾙ 336 16ｳｵﾋﾞﾙﾋル Alboglossiphoni818t814

ﾇﾏﾋﾞﾙ

｜胴一 15 Helobdell8gt8gn81is

72 232 88 192 32ｲｼﾋﾞﾙ ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ 784 344 56Erpobdellaline8ta 816

352 328 88甲殻 ﾜﾗﾂﾞﾑｼ ミス"ムシ 192 240 48 8Asellushilgendorfii17

昆虫 ｶゲロウ ｺｶｹﾞﾛｳ風 24Baetissp 1618

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞケラﾄﾋ'ケラ 8Cheu■atopsychebreviline8ta

ﾁｮｳﾊ'ｴ科 8 168 16Psychodid8eﾊエ

ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 1，416 32 80264 264T8nypodid8e

16 8，104 384セスヅユスリカ 656 88 112 440Chirono■usyoshi■atsui 2，128 72 96

’
四
一
加
一
別
一
浬
一
耐

19

20

21

22

2．624ﾕｽﾘｶ風 112 16 544 8 1．024823 Chirono■USS”

合計（個体数／m,） 3，232 3，664 368 14，960 9，080 2．27230,816 8,羽6 13，952 2，280

種類数 11 10 8 9 6 9 123
q

LI』 11

注）以下の科（亜科）には次の種類も含めた．

・イトﾐﾐｽﾞ科:Tubificid8e（イトﾐﾐｽﾞ風:Tubifexsp.，ユリﾐﾐｽﾞ日:Li■nodriussp.〉

・ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科;Naidi8e(ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ風:Naissp.)

、ﾌﾄﾐﾐｽﾞ科:Megascolecidae(ﾌﾄﾐﾐｽﾞ属:Pheretinasp.）

・ﾁｮｳﾊ'エ科冒Psychodidae(ﾎｼﾁｮｳﾊ鐙エ:Psychod881ternat8）

・ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科:Tanypodin8e(ﾋﾒﾕｽﾘｶ属:Penaneuragp.)

出 典：杉並区環境部公害課（1983）：杉並区河川の生物（河ノ||生物調査報告宮）［一部改変］
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付表－5 昭和63年の底生動物の出現状況
詞査ｵｷ月日：昭和63年10月25～28日

採集方法：サーバー･ﾈｯﾄ(25c■×25cm,2箇所）

単 位：個体数／mロ

神田川善福寺川吟正寺川 普福寺池調査河川

調査地点 鎌倉橋 方南

第一橋橋

春日橋 尾崎橋 和田堀 丼の頭綴

車庫脇

井荻橋寺分橋松下橋 上池と

下池の間

K－3 K-5Z－9 K－1Z－6 Z－7Z－2Z－2 Z－4Z－1和名 種 名 St･NC M－1綱

二一由一出

8304Sinotaiaquadratahistoricaマキガイ ﾆナ ﾋﾒﾀﾆｼ1

PhySaaCuta 56216168 64184344ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ｻｶﾏｷｶﾞｲ2

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ Radixauricul8riajaponlca3

848ｶﾜｺｻ諺ラ 136Ferrissinanipponlca4

ﾏ”・ミ 16ﾊﾏｸﾞﾘ Corbiculale8naﾆﾏｲｶﾞｲ

。
ｑ
、

8ドフ・シジミ 8Sphaeriu■lucustrejaPonlcu■6

880イトﾐﾐｽﾞ ｴﾗﾐﾐｽﾞﾐﾐｽ' Brachiurasowerbyi7

8832 88720ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 128 1281．048 192Tubificidae88

216 2.272 5，9441，6242，400 3，46472 1，360ﾐｽﾞﾐﾐｽ'科 6．344Naididae99

248ﾊﾊﾞﾋﾛﾋﾞﾙ Alboglossiphonialataウオビルｳｵﾋﾞﾙヒルﾋル1010

ﾇﾏﾋﾞﾙ Helobdellastagnalis 81111

16ｲｼﾋﾞ舟 Barbroniavaberi1イシビルｲシビル1212

96 20080 16848 64272ｼﾏｲｼﾋﾟﾙ 552 24 96ErpobdelIalineata百’’13

ﾜﾗｼﾞ鐘 ミズムシ 32甲殻 Asellushilgendorfii14

8ｴﾋﾞ ｱﾒﾘｶｻﾞリガニ Proca■barusclarkii15

14432ｺｶｹﾞﾛｳ氏 120ｶゲロウ Baetissp昆虫16

8ﾁｮｳﾊﾞｴ科 80Psychodidae国17 ハエ

1686．704ｾｽｼﾞﾕｽﾘｶ 4．856 16Chi『ono■usyoshi■atsul

旧
一
四

18

6808 3201，576 424104112 64ﾕｽﾘｶ属 816Chirono■uss”19

7，032408 2．77610‘000 5，144 2，2481，824合計（個体数/nf)

種類数

408 36814，352

5 85 667 5 912 5

注）以下の科（亜科）には次の種類も含めた．

・イトﾐﾐｽﾞ科:Tubificidae(イトﾐﾐｽﾞ属:Tubifexsp.、ユリﾐﾐｽﾞ属:Lianodriussp.)

・ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科:Naidiae(ｳﾁﾜﾐﾐｽﾞ属:DerosP.,ﾐｽﾞﾐﾐｽ'属:Naissp.，ﾔﾄﾞﾘﾐｽﾞﾐﾐｽ'5Chaetogasterlinnaei)

・ﾁｮｳﾊﾞｴ科:PSychodidae(ﾎｼﾁｮｳﾊﾞｴ5Psychodaalternata,ｵｵｹﾁｮｳﾊﾞｴ:TelEatoscopusalbiPunctatus)

出典：杉並区都市環境部環境保全課（1989）：杉並区河川の生物（第二次河ノ||生物調査報告書） ［一部改変］
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付表－6 昭和57年5月の底生動物の簡易法による水質判定結果

調査年月日：昭和57年5月25日

＊出現した指標生物の欄に○印を、最も数が多かったものに●印をつける

神田川善福寺川讐福寺池妙正寺川調査河川

弁天橋鎌倉橋和田堀橋 井の頭線

車庫脇

尾崎橋春日橋井荻橋寺分橋上池と

下池の間

調査地点 松下橋

K－5K－3K－1Z－9Z－7Z－6Z-4Z－2Z－1指標生物St､NC M－l水質階級 尚

ウズムシ類1

サワガニ2

ブユ類3I

貫腐水性水域 カワゲラ類4

ﾅｶﾞﾚﾄﾋ'ケラ類

ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ類

5

ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ類6

ヘビトンボ類7

｜
Ⅱ
β

5以外のﾄﾋ'ｹﾗ類8

No.6,No.11以外

のｶｹﾞﾛｳ類

0'
岨

巾腐水性水域 ヒラタドロムシ10

サホコカゲロウ11、

α‐中腐水性

水域

○○○○○○●○ヒル類12

○○○○○○○ミズムシ13

<m/m
Ⅳ

俊腐水性水域

○○○サカマキガイ14

【》

《】●○○○○○セスジユスリカ15

○○○●●

《】

○● ●イトミミズ類 ●16

Ⅲ；ⅣI IIimiⅣ 111111§m：ⅣNIIIII1mlwlIIinlmIIvIIIIIImiIVIIIIIImIIVI1111皿iwlllIn1m1WIIIInIlIImIⅣ水質階級 IIIIim

出現した指標生

物の種類数

（○十●）

①

3：30I0I2I210I0I2!210IOI3!2IO!0!2!210IO12I2IOIO0：2010 313010101210101111110101012

水質階級

の判定 肢も数が多かつ

指標生物の種類

数（●）

②

O1010il

０
０

０
０

１
３

０
２

０
０

０
０

３

０
２

０
０

０
０

０
３

０
０

０

３

０
２

０
０

０
０３

０
２

０
０

０
０

０
３

４

０
０３

０
０

０
０

０
０

２

００
０

０
０

’
３

０
０

０
０

０
０

０
０

010

3i4

３

010：2

０

OIO012112合 計(①十②）③

その地点の

水質噌級

④

Ⅳ’ Ⅳ Ⅳm/W ⅣⅣⅣⅢⅣⅣ

出 典：杉並区環境部公害課（1983）：杉並区河川の生物（河ノ||生物調査報告害）
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付表－7昭和57年10月の底生動物の簡易法による水質判定結果

調査年月日：昭和57年10月20日

＊出現した指標生物の欄に○印を、最も数が多かったものに●印をつける

神田川善福寺川調査河川 妙正寺川 讐福寺池

車庫脇

K－1

和田堀橋 井の頭線 鰻倉橋 弁天橋春日橋 尾埼橋寺分橋 井荻橋調査地点 松下橋 上池と

下池の間

Z－9 K－3 K－5Z－7指標生物St,NC Z-2 Z－4 Z－6Z－l水質階級 M－l尚

ウズムシ類1

サワガニ2

ブユ類3I

貫腐水性水域 カワゲラ類4

ﾅｶ'ﾚﾄﾋ・ｹﾗ類

ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ類

５

ﾋﾗﾀｶｹﾛｳ類6

ヘビトンポ類7

5以外のﾄﾋﾞｹﾗ類 ○8

No.6.No.11以外

のｶｹﾞﾛｳ類

11

β－

巾腐水性水域

1／11I／11 9

ヒラタドロムシ10

サホコカゲロウ ○ ○m

α‐中腐水性

水域

11

○ ○○ヒル類 ○ ○ ○○ 【，12
1

○ ○○ ○ミズムシ ○ ○○ ○13

○ ○○サカマキガイ ○ ○ ○＜ 、／Ⅳ 14

○○ ●セスジユスリカ ○ ○ ○ ○ ○ ●●15Ⅳ

慶腐水性水域 ○イトミミズ類 ○ ● ●● ● ○16 ● [、 ●

ⅣIIiII1miⅣlIlII ⅢiⅣ I1II；m；Ⅳ水質階級 I；IIim IiIIIIIIImlIvlllIIIImIIvll1111皿IIvllIIIImlw||Iill皿IIVIIiIIImlW111m 111m

① 出現した指揮生

物の種類数

（○十●）

一
3i3 0；0：3；3O10iOl210101112111li313101014131010I3I31010I21210iOi3i310iOI2I21010OiO413

水質階級

の判定 ② 最も数が多かつ

数（●）

lIOI010illOiO Oi2010101；0指鳳生物の種類 0IOIOI1IOiOIO11IOIOI0I110iOIOIllOIOIOI1101010IllOiOOIO

Oi3：54；3 0：0；2 31010131410合 計(①十②） 0I010I310IOI1I3111IlI3I410IOI41410I0i3i410IOI2I3 010③

その地点の

水質階級

④

m/IV Ⅳ ⅣⅣ 、 ⅣⅣ ⅣⅣ Ⅳ

出 典：杉並区環境部公害課（1983）：杉並区河川の生物（河川生物調査報告害）
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付表－8昭和63年の底生動物の簡易法による水質判定結果

調査年月日：昭和63年10月25～28日

＊出現した指極生物の欄にO印を、最も数が多かったものに●印をつける

神田川善福寺川善福寺池妙正寺川調査河川

調査地点
弁天橋錘倉橋和田堀橋 井の頭線

車庫脳

尾埼橋春日橋井稜橋寺分橋上池と

下池の問

松下橋

｜肺

K－3K－1Z－9Z-7Z－6Z-4Z－2Z-1指厚生物St,NC M－l水質階級 胸

ウズムシ類1

サワガニ

２

プュ類3I

貫腐水性水域 カワゲラ類4

ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ類

ﾔﾏﾄﾋ・ケラ類

5

ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ類6

ヘビトンポ類7

■ 5以外のﾄﾋﾞケラ類8

No.6，No.･11以外

のｶｹ'ロウ類

911

β

わ腐水性水域

|‘“
I／【I

ヒラタドロムシ10

○○○サホコカゲロウ11Ⅲ

α‐中腐水性

水域

<m/w
Ⅳ

凌腐水性水域

●QD●

【》

○ ●4】○○○ヒル類

蛇
一

○ミズムシ13

○○○○○●○サカマキガイ14

○●○●セスジュスリカ15

q］[，○○○●○ ●イトミミズ類16

I；11：、；ⅣIiIIImIⅣIIIIIm：ⅣllIilIimlⅣIIImiⅣIIIIImlivllInlmlw|IIIIImilvll、iⅣ、iⅣIiI1：、iⅣ水質階級 IiIIImiⅣ

21！
出現した指標生

物の種類数

（○十●）

①

O：Oi3：11：1OIOI2I3I010I21210I0I21310I0I21310IO12!11010i2111010OIOOI0II：1OIO14i3014

水質階級

の判定 最も数が多かつ

指顛生物の種類

数（●）

②

010 110OI1i1

０
’
０

０
１

１
３

０
０

０
０

１
２

１
３

０
０

０
０

１
３

０
’
０

０
０

１
４

０
０

０
０

０
２

１
３０

０
０

２
５

１
３
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同
その地点の

水質階級

杉並区河ノllの生物（第二次河川生物調査報告害）

m/W 、Ⅲ,vlmlwlm/wl,U,｣m/Iv lⅡ’
Ⅳ ’、ⅣⅢ／Ⅳ Ⅳ

出 典：杉並区都市環境部環境保全課（1989）：
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付表－9 昭和57年の付着藻類の出現状況
調査年月日：剛和57年10月21日

採集方法；ﾅｲﾛﾝﾌ・ラシ(50■■×50■■’2箇所）

単 位：細胞数／m㎡

神田川善福寺川妙正寺川僧福寺池正寺川調査河川

調査地点 鐘倉橋 方南

第一橋

#ｷの頭綴

車庫脇

尾崎橋 和田堀

橋

春日橋井荻橋寺分橋上池と

下池の間

松下橋

K－5

(1,270）

K－3Z－9 K－1Z－7Z－6Z－2 Z－4Z－1St･NC M－1属名 種 名綱胸
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’１’ 藍藻

(64）(123） (29）ｵｼﾗﾄﾘｱ Oscillatoriasp

２
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司
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ｒ
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町
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１
－
８
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8Cyclotellaco■ta

Cymbellaturgidula

1ｲﾁﾓﾝｼﾞｹｲｿｳ Eunotiasp

1ｵﾋﾞｹｲｿｳ Fragilariaconstruens

18Fragilariacrotonensis

1641 4620561 147 14525143ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Go■phone■ap8rvulu■

3GoBphoneBaquadripunctatum

Melosiravarians

四
一
羽

ﾀﾙｹｲｿｳ

１
－
１

93820ﾌﾈｹｲｿｳ NaviculacryptocePhala

NaviCul8exigua ’
３

Naviculalanceolata

70 493

郷
－
６
’
４
’
８

109 81961Navicula■ini■a

6133NavicuIaPuPula

Naviculasp 1

1461Nitzschiaa■Phibiaﾊﾘｹｲｿｳ

3113Nitzschiafrustulu■var・perpusilla

３
’
４

３
’
四

NitzschiakutZingiana

ａ

ｌ

ａ
ｕ

ｅ
Ｖ

ｏ
ｌ
ｒ

ａ
ａ

ｐ
ｐ

８
ａ

Ｄ
１
▲
■
１
＆

ａ
ｎ
ｈ

Ｃ
Ｃ

ｓ
Ｓ

Ｚ
ｚ

ｆ
し
．
４
Ｌ

Ｎ
ｌ
Ｎ

61319481

含
■
＆
●
白
且

Nitzschiapale8

1

10Nitzschi8sp

６
－
４

ﾊﾈｸｲｿｳ Pinnulariabrauniivar．a■phicephala

161Pinnulariagibb8

Rhoicospheniaabbreviata 3ﾏｶﾞﾘｸｻﾋﾞｹｲｿｳ

Synedraacus

１
’
１

ﾅｶﾞｹｲｿｳ

６
－
－
３
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●
、
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●
■
■
＆

日
ｈＣＳＺ

ｆ
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■
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’
ｕ

ｕ
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Ｏ
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ｒ
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ｐ
ｄ
ｎ

ｅ
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、
ｆ
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ｙ
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噌
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Ａ
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乃
一
ア

リ
ｕ
モ

ス
ト
ウ
そ

ぅ
Ｘ
■
ヴ

テ
キ
シ
タ

ク
ソ
ン
カ

ア
ァ
ク
イ

6

１
』
３
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Pediastru■duplex

29268481Scenedes■us”P

６
７
８
９
皿
皿
腿
咽
皿
脂
陥
Ⅳ
旧
旧
加
￥
加
睡
濁
測
踊
沌
”
鯛
潤
一
犯
一
皿
一
犯
醐
｜
狐
弱
一
沁
羽
犯
一
羽

12

14

17

24

25

緑藻

38

８
’
５
５

洲
一
Ｌ

Ｏ
２
．
３

５
９
１

１
３
．

１
’
９
８

５
｝
５

３

38870ｽﾁｹﾞｵｸﾛﾆｳﾑ Stigeocloniu■”p

1.759

知
一
Ｗ

皿
－
７

皿
－
７

畑
－
７合計（細胞数/m㎡）

種類数

1，975

11

唖
一
理

注）カッコ内の数字は糸状群体数を示す．

出 典：杉並区環境部公害課（1983）：杉並区河川の生物（河川生物調査報告吾）［一部改変］
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付表-10昭和63年の付着藻類の出現状況
調査年月日：昭和63年10月25～28日

採集方法：ﾅｲﾛﾝﾌﾞﾗｼ(50■■×50■■’2箇所）

単 位：細胞数/mrTf

神田川善福寺川鯵正寺川膳博福寺池

上池と

下池の間

調査河川

調査地点 方南

第一橋

錘倉橋丼の頭線

車庫脇

和田堀

橋
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付表-11昭和57年の珪藻類の有機汚濁指数［珪藻類の出現頻度］
調立午ハロ：岫扣57年10月21日

採集方法：ﾅｲﾛﾝﾌﾞﾗｼ(50麓■×50■■､2箇所）

単 位：％

麓名

神田川神田川善福寺川善福寺川調査河川惨正寺川暦福寺池’唇福寺池正寺jll調査河川＊
汚
濁
性

第一橋第一橋橋｜車庫脇車庫脇橋｜下池の周下池の間

調査地点，松下橋｜上池と寺分橋井荻橋春日橋尾埼橋和田堀|丼の頭線錘倉橋方南調査地点
方南錘倉橋丼の頭纏和田堀尾埼橋春日借井荻橋寺分橋上池と松下橋

K-5K-5K-1,K-3K-3K－lZ-9Z－9Z-4'Z-61Z-7Z－7Z－6Z－4Z-2Z－2Z-1Z－lSt・No.-M-1M－1St･NC種 名

Achnantheslanceolata

Achn8nthes■inutissi■a

属名尚

0．6
ﾏｶﾞﾘｹｲｿｳ1

75．513．657．96．53．12．90．1
2

2．33

0．1ﾆｾｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ

４
’

1．7
*ｼｶﾞﾀｹｲｿｳ○5

1．2
93.23．7ｵｳﾗｺｾｲﾗ6

0．40．1ｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ○7

1．71．1ﾋﾒﾏﾙｹｲｿｳ8

0．1ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ○9

0．1ｲ飛羽,ケイソウ10

0.1ｵﾋ'ケイソウ11

2．5

10．567．812．015．127．00．774.510．4壬
12

ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ13

0．4
○14

3.5
ﾀ肋ｲｿｳ15

3．71．16.44.21．5ﾌﾈｹｲｿｳ16

1．1

一
一
一
一
一
●
｜

0．4

14．07．429．075．347．590.815．54．4

0．40．41．11．80．4

｜Ⅳ｜肥四一加一

17

18

19

●20

0．70．1

８

１１。
●
■
Ｌ

ＳｕｐｒｅｐｒａＶ
ａ
ｎ

■
ａ

ａ
ｕ
・
ｌ

ｉ
ｌ
ｇ
旧

ｂ
ｕ
ｎ

ｉ
ｔ
今
１
ａ
ｕ

。
、
Ｓ
ｚ
ｅ
Ｖ

ｐ
ｕ
ｆ
』
０
１
ｒ

・
■
ｒ
ｕ
ａ
＆

Ｐ
ａ
卓
Ｉ
・
ｋ
ｐ
Ｐ

ｓ

ａ
８
８
ａ
ａ

ａ
・
１
？
’
→
Ⅱ
。
’
”
１

．
１
。
ｈ
‐
ｈ
ｏ
ｎ
。
、
ｏ
ｈ

ｕ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ

ｃ
Ｓ
Ｓ
３
ｓ
Ｓ

ｏ
ｌ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
ｚ

Ｖ
ｔ
ｔ
ｆ
』
“
ｔ
ｔ

８
．
１
．
１
ｉ
・
１
．
１

Ｎ
Ｍ
Ｒ
帥
Ｎ
Ｎ
酎
叩
Ｎ
Ｎ
字

21

1．5 1．133．6ﾊﾘｹｲｿｳ22 ｜｜｜●｜｜

｜｜

0．48．2

1．20．6

1．70．43．52．7 1．435．1

0．1

｜｜‐羽一汎一濁一一沁一

23

24

●25

26

0．727

1．1
ﾊﾈｹｲｿｳ●28

0．40．70．90．1

0．4

0．4

’一○’○｜

ﾏｶﾞﾘｸｻﾋﾞｹｲｿｳ○

ﾅｶﾞｹｲｿｳ○

｜測一弧一別一

29

30

31

0．41．14．5
32

100.0100.0100．0 100．0100．0100．0100.0100.0合計（％）

好汚濁性種の出現頻度合計

広適応性種の出現頻度合計

好清水性種の出現頻度合計

有機汚濁指数(DAIPo)

100.0

0．02．10．70．05．74．5 1．40．435．1

●｜銅一○

100．095．998．9100．094．398，695．598．564．9

0.02.10.0 0．40.00.00.01．10．0

50.050．049．850．047．249．347.750．332．5

有機汚濁指数(DAIPo)=100-(好汚濁性種の出現頻度+1/2広遭応性種の出現頻度）
典：杉並区環境部公害課（1983）：杉並区河川の生物（河川生物調査報告香）

鋤
出

ｉ

［－部改変］

一
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付表-12昭和63年の珪藻類の有機汚濁指数［珪藻類の出現頻度］
調童牛月日．i刷和63年10月25～28日

採集方法：ﾅｲﾛﾝﾌﾞﾗｼ(50■■×50■■,2箇所）

単 位:%,0.0<0.1

神田川神田川善福寺川善福寺川

調査地点

調査河川勝正寺川膳福寺池’讐福寺池調査河川 正寺川

＊
汚
濁
性

方南

第一橋

嫌倉橋

橋

春日橋 尾崎橋 和田堀 丼の頭線

車庫圏

寺分橋 井荻橋松下橋 上池と

下池の問

K-5K-3Z－6 Z－7 Z－9 K－1Z－4Z－1 Z－2St・NC M－1種 名属名尚

21．11．0 8.5Achnanthesl8nceolataﾏｶﾞﾘｹｲｿｳ1

58．520．5 2．95．1 28．7 0．90．115．5 0．6Achnanthes■inutissi■8工亡2

0.0Achn8nthessp3

51．51．4Aulacoseri8gr8nuIataｵｳﾗｺｾｲﾗ4

23．9 2．30．10．1 1．8Cocconeisplacentulaｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ○5

0.00．0 0．00．1Cyclotell8co■taﾋﾒﾏﾙｹｲｿウ6

1．8ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ Cy■beIlaturgidul8○7

0．6ﾃﾞｨﾌﾞﾛﾈｲｽ DiPlonelSSp8

0．10．2 0．1オビケイソウ Fragil8ri8capucina9

1．8Fr8gilariaconstruens10

0．2Fragilariaconstruensvar.biondis11

0．6FragiIari8construensvar・exigu812

0．6ﾋｼｶ'ﾀｹｲｿｳ Frustuliavulgaris13

1．8ｸｻﾋ'ケイソウ Go■phone■a8cu■inatu■1414

2．00．4 0.10．1Go■phone■aa■gust8tu■1515

0．23．4Go■Phone■a8ugur1616

0．1Go■phone■8constrictu■1717

0．2Go■Phone■aintric8tu■1818

17．3 3．64．4 31．718．7 10．069．1Go■phone■8p8rvulu■1919

0．6 0．60．1Go■phone■8pseudo8ugur20 ●20 ●

0．6 2．9Go■phone■8sphaerophoru■2121

0．6Go■phone■asubtile2222

0．6Go■phone■8sp23

3．3 1．7 32．54．52．9 1．3Melosiravariansﾀﾙｹｲｿｳ24

1．4 2．30．6 7．2 1．70．3 0．6ﾌﾈｹｲｿｳ 0．3Navicul8CryPtocephal825

0．6NaVicul8deCUSSiS26126

0．6N8vicul8elginenSis2727

0．6 0．2 7．2 32．6 1．40．6NaviCul8goe”erti8n828 ●●28

0．6N8viCul81anceolat82929

6．573.4 57．9 25．1 13．8 11．75．5 76．8N8vicul8■ini■83030

0．10．8 0．6 0．5N8vicul8pupula31 ●●31

0．3 0．6Navicul8r8dios83232

0．0 0．2 2．30.1 0.1N8vicul8salin8ru■3コ3コ

0．6N8vicul8venet83434

0．3N8vicul8sp35

20．9ﾊﾘｹｲｿｳ NitZSChi88CiCul8riS36

0．71．1 2．1 0．91．8Nitzschi88■phibi8 2．337

0．2Nitzschiafi1ifor■is38

0．7 0．5 1．70．2Nitzschi8pale8 1．1 0．639 ●

0．90．2 0．0

0．6 0．1 0．0

0．7

0．1

14．4 0．61．2 20．42．9 5．5

100.0 100.0100．0 100．0 99.8 100．3

0.035．8 1．40．9 1．1 8.5

74.0 97．799．1 98．9 91．5 64．2

2．30．0 0．0 0．0 0.1 24．6

45．7 61．6 51．249．5 49.4 32．1

注）有撮汚濁指数(DAIpo)=100-(好汚濁性種の出現頻度+1/2広適応性種の出現頻度）

出 典：杉並区都市環境部環境保全課（1989）：杉並区河川の生物（第二次河川生物調査報告番）
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40

41

42

43

●

46

47

合 計（％）

●：好汚濁性種の出現頻度合計

無印：広適応性種の出現頻度合計

○：好清水性種の出現頻度合計

有機汚濁指数(DAIPo）

44 ○

45 ○

ﾏｶﾞﾘｸｻﾋﾞｹｲｿｳ

ﾅｶﾞｹｲｿｳ

Rhoicospheni88bbrevi8t8

Synedra8cus

Synedr8ru■pens

Synedr8ulna

0.3

4．3

100.0

2．9

97.0

0．1

48.6

3．7

0．6

100.0

0．6

91．4

8.0

53．7

1．1

100.0

1．5

98.5

0.0

49．2

ﾊﾈｹｲｿｳ

NitZschiap81eace8

Nitzschi8tryblionell8

Pinnul8ri8brauniiv8r､8■PhiCePh818

Pinnul8ri8gibb8

0．3

3．7

0．6

0．6

0.4



付表-13昭和57年の魚類の出現状況
調査年月日：昭和57年10月19へ-21日

採集方法：刺網・投網

単 位：個体

神田川け正寺川憎福寺池 善福寺jIl調査河川

腰倉橋 蔵下檎 方南

第一橋橋 車庫脇

和田堰 仲の頭線 錦 橋尾崎橋 宮下橋春日橋神明橋鍛冶橋寺分橋 原寺分

橋

~上池と

F池の問

調査地点 松下橋

２
１
１
９

２
５Ｋ

５
３

２
０
２

２
１
１

４Ｋ

９
９

７
３

１
２

３Ｋ

１
４

３
２

１

２
３

２
１

２Ｋ

９
３

１

１

１Ｋ

３
９２

７
４
１
９
７
２

８Ｚ

４
３
９
１
４
４
２
１

２
１

７２

１
１

１

６２５２

１
１
２
１

１
４

１

M-11Z-11Z-2IZ-3
1 － 1 － ’

科 和名 St･NC目尚｜刈一２’３’４－５｜ゞ’６’７－８

丁○
７

９
〃

ラバク
イ

抑
グ
タ
ウ

ｺイコイ

８
２
４

8ﾓﾂｺ′

ｷﾝﾌﾞﾅ

ｷﾞﾝﾌ'ﾅ

ﾌﾅ

ｷﾝｷﾞｮ

ｺｲ

ﾄﾞｼｰ画ｳ

ｶﾀﾞﾔｼ

ｵｵｸﾁﾊﾞｽ

ﾖｼﾉﾈ’リ(檀色型）

９●
ｌ
ｂ

5

18

ト．シ・ﾖｳ

ｶﾀﾞﾔｼ カタ'ﾔｼ

サンﾌｨｯｼｭ

ﾊｾﾞ

９｜Ⅲ｜叩

1ｽｽﾞｷｽｽﾞｷ

合計個体数

種類数

兜
－
４

兜
－
５

”
’
’
３

皿
－
５

躯
－
５

羽
－
７

加
－
６

“
’
３判一三

３
－
３

脚
－
３

０
’
０

注1）この他に春日橋でｳﾅｷﾞの死骸を確認．

注2）「一」は調査を実施していないことを示す．

注3）ｷﾝｷｰｮにはﾋﾌﾞﾅを含む．

注4）コイにはﾋｺﾞｲ・色コイ・フナｺｲを含む．

注5）・印の種類は報告書ではそれぞれﾀﾅｺﾞ，ﾖｼﾉﾈ・リと記載していた．

注6）フナはｷﾝブナ・キ'刀.ナとともに出現した喝合種類数に数えなかった．

出典：杉並区環境部公害課（1983）：杉並区河川の生物（河川生物調査報告喜）［一部改変］

付表-14昭和63年の魚類の出現状況
調査年月日；昭和63年10月25～28日

採集方法：刺網・投網

単 位：個体

神田川普福寺川け正寺川謄福寺地調査河川

銀倉橋 蔵下橋 方南

館一橋橋 車庫脇

K－1

和田壌 仲の頭線 錦 橋尾崎橋 宮下橋

橋

原寺分 井荻橘 神明槽 春日橋

下池の問

調査地点 松下橋 上池と 寺分橋

０

５胖
一

４

４Ｋ

１
４

３Ｋ２
’
２
４
２

Ｋ
｝

６
３

９Ｚ

２
１

２
３
１
５

８Ｚ

１
１

７２

３
’
１

６２５Ｚ脚
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

６
３

６
１

１

３２２２１
・

ＺｌＨ

和名 St･NC科目尚

ｺイ ﾀﾓﾛｺ

ﾓﾂｺﾞ

ｷﾝﾌ'ナ

キ'ﾝﾌﾞﾅ

ｷﾝｷｰｮ

ｺｲ

ﾄﾞｼ'且ウ

メﾀﾞカ

グヲビー

ｺイ

｜函一鋤一坪”
跡

ｌｌ２ｌ３ｌ４ｌ５ｌ６ｌ７ｌ８９

３
’
’
２

1

脚
－
１

皿
－
１

６
’
２

714

691 201 51 2･'01ススキ｜ハゼ｜ﾖｼﾉ*・ﾘ(檀色型）

合計個体数

２
６

４

89

９
５

”
－
５

７
２

１４
４

１

判一三

０
－
０

２
’
２

Ｍ
’
６

９
’
２

０
』
０

４
’
２

種類数

注1）「一」は調査を実施していないことを示す．

注2）・印の種類は報告害ではﾖｼﾉ*･リと記叙していた．

出典：杉並区都市環境部環境保全課（1989）：杉並区河川の生物（第二次河川生物調査報告害）［一部改変］
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付表-15(1) BODの経年変化

単位:mg/C

平均値

ｌ
ト
’
’
’
’
’
’
’
’
一
一
一
一
Ｆ

Ｏ
６
２
３
５
６
０
５
５
１
０
９
７
ｌ

月
２
０
８
１
１
０
１
の
①
１
沁
０
０

１１

5月

5．7

20.0

2．1

1．7

1．1

3．3

1．3

1．5

1．5

〈0.5

1．6

2．3

15．0

7．1

2．5

4．2

4．3

3．6

6．0

3．2

19.0

14.0

11.0

23．0

12．0

14．0

1．2

2．0

2．8

2.0

2．9

1．7

2．5

4．7

0．7

1．6

0．8

0．9

〈0.5

l.1

1．2

1．2

0．9

0．7

1．8

8月

18．0

2．2

2．5

2．7

1．4

4．3

1．0

0．7

3．1

1．5

1．8

0．8

（2.2）
－

2月

7．0

2．7

4．8

2．8

1．8

0.6

0．5

1．5

1．0

1．7

〈0.5

1.3

0．8

2．4

2．0

0.9

4．8

3．4

2．4

2．8

3.1

3．6

河川 ｜地点名 年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年

松下橋

哩一地一唖一理一“｜ロー唖一山一“一噸一ｍ一哩一唖一一

妙正寺川

善福寺上池

池尻

善福寺池

3．8

6.0

4.0

2．4

3．9

2．5

2．7

3．9

3．1

9．3

8．0

6．6

5．5

11．8

7．6

10.8

1．3

1．3

2．5

1.9

3．5

1．7

2．8

1．8

0．5

2．9

1．4

0.5

0．5

0.0

0．8

1.1

0．5

1．1

0．7

1．0

一蛆地一邪和一湘迦郡師一邪一皿一加地一郡一卵一Ｍ｜邪叱一叩一皿狐一恥“｜、｜岬小一叩一叱一叱一いい一叱一叩“一晒一咽叱

一一”｜池一恥一咽一“｜“｜加一湘一恥一一

善福寺下池

池尻

｜｜“｜“｜邪一“｜恥一口一恥一咽一幽一湘回一皿一皿一沌一叩一叱一ｕ｜｜｜山一山一叩一“｜叩而

一一皿一Ｍ｜叩一“｜岬一皿一四一耶一皿一Ｍ｜哩一邨一咽一山一“｜“｜軸一叩一“｜小一“一Ｍ一叩

善福寺川 井荻橋

注）（）内は9月調査の値

出典：杉並区環境部環境保全課：杉並区河川水質分析データ集（昭和57年～平成6年）
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付表-15(2) BODの経年変化
単位:mg/C

平均値11月

1．4

0．8

4．6

1．8

0.9

2．1

1.0

0.5

0．7

〈0.5

0．8

0．6

0．8

14．0

7．8

17．0

11.0

6．5

4．4

2．3

0.7

1.0

1．7

l.7

0.9

1．5

1．2

1.5

4．3

1．3

1．0

1．3

1．0

0．9

0.6

0.6

0．8

0.9

1．0

5月

2．2

1．4

－－－二

1.2

0．6

1．2

0．7

0．9

10.0

1．7

0．8

1．1

1.0

31．0

11.0

16.0

11．0

1．5

2．3

1．3

8．0

1．1

1．4

1．1

0.9

6．8

2．2

2．3

2．1

3．0

1．3

1．7

l.4

1.7

1．0

1．4

l.7

8月

3．9

2．1

1．2

0．9

0．9

1．1

0.9

1．2

1．3

7．7

1．0

0.8

（1.5）

9．9

12．0

37．0

5．6

7．7

10.0

13．0

1．4

0.7

2．3

3．3

1．7

（1.4）

1.5

2．2

2．1

2．0

1.1

2.0

1．0

1．4

0.6

2．7

1．5

1．0

（1.4）

河川 ｜地点名 年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年

2月

3．5

1.0

4.0

1．8

1．8

0．7

0．8

0．7

0.5

<0.5

1．5

0．8

1．9

53.0

15.0

21．0

94．0

12.0

11.0

6．8

6．3

1．2

0．8

1．3

2．4

0．5

4．6

2．1

6．2

14．0

4．5

3．4

1．2

1．9

3．5

2．0

1．8

1．4

l.3

善福寺川 尾崎橋

加一咽一郡一皿一Ｍ一噸一Ｍ一Ｍ一皿一恥一ｍ一咄一画一抑

宮下橋

(井の頭線

車庫脇の

上流の橋）

神田川 唖一岬

31．7

9．3

6．7

6．1

2．4

2．7

1．5

I四
一
唖

1．1

3．5

2．0

3．2

4．9

2．2

2．4

1．1

1．5

1．5

1．8

1．3

1．2

1．4

弁天橋

注）（）内は9月調査の値

出典：杉並区環境部環境保全課：杉並区河川水質分析データ集（昭和57年～平成6年）
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6）川那部浩哉・水野信彦［編・監修］（1989）：日本の淡水魚、山と渓谷社

7）君塚芳輝(1987):昭和61年度環境庁委託業務、生物による水質調査指標としての淡水魚類
環境庁水質保全局。（社）日本の水をきれいにする会

8）中坊徹次［編](1993):日本産魚類検索－全種の同定一、東海大学出版会

9）中村守純［著］（1971）：原色淡水魚類検索図鑑、北隆館

10)益田一・尼岡邦夫・荒賀忠一・上野輝彌・吉野哲夫［編](1988):日本産魚類大図鑑、
東海大学出版会

1l)津久井公昭・山崎正夫(1991):神田川の水草1989/90、東京都環境科学研究所水質部

12）山崎正夫・津久井公昭(1991):水生植物による栄養塩類の除去に関する研究（その1)
神田川に おける植生調査と成分分析、東京都環境科学研究所年報

13）角野康郎(1994):日本水草図鑑、文一総合出版

14）東京都環境保全局(1985):川の中のいきもの、環境保全関係資料3-0-水16

一分類に関する図書一

(1)底生動物

○水生昆虫

①川合禎二［編］（1992）：日本産水生昆虫検索図説、東海大学出版会

②滋賀県小中学校教育研究理科部会［編］（1991）：滋賀の水生昆虫・図解ハンドブック
新学社

③石田昇三ほか(1988):日本産トンボ幼虫・成虫検索図説、東海大学出版会

○その他の分類群

①川村多責二［原著］・上野益三［編集](1973):日本淡水生物学、北隆館

②岡田要ほか(1965）：新日本動物図鑑、北隆館

(2)付着藻類

○珪 藻

①K.Krammer,H・Lange-Bertalota(1986,1988,1991):
S(isswasserfloravonMitteleuropaBand2/1～2/4,GustavFischerVerlag
Stuttgart

②小林弘・出井雅彦・小堀晋爾・田中宏之(1987）：好流水性のSynedra属（珪藻綱）の2
種、S.inaequalisとS.lanceolataKutz.について、日本珪藻学会誌、Vol.3

③小林弘・南雲保・真山茂樹(1986）：新種NaviculapseudacceptataとStauroneisjapo-
nicaH.KoB.の正当化、日本珪藻学会誌、V01．2

○その他の藻類

①G.M.Smith(1950):

(3)魚 類

(4)水 草

Fresh-WaterAlageofTheUni tedStates,Mcgraw-HillBoookCompany

②廣瀬弘幸・山岸高旺［編集］（1977）： 日本淡水藻図鑑、内田老鶴圃

③山岸高旺・秋山優［編集］（1984－1993）：淡水藻類写真集、l～11巻、内田老鶴圃

①益田一・尼岡邦夫・荒賀忠一・上野輝彌・吉野哲夫［編］（1988）：日本産魚類大図鑑、
東海大学出版会

①大滝末男(1980):日本水生植物図鑑、 北隆館

②角野康郎(1994）：日本水草図鑑、文一総合出版



一生物の分類同定担当者一

本河川生物調査の環境測定・ 分類同定は、新日本気象海洋株式会社

に委託し実施した。分類同定の担当者は、以下のとおりである。

担当者名調査項目

山本一生○底生動物

森下 薫○付着藻類

○魚 類 渡辺 晋 前田研造

○水 草 杉村康司

’
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